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。 室 内 の 空 気 調 和 が 簡 単 に で き る

，理ｾ

主 な 用 途 ( 保 健 衛 生 用 )

ー般 事 務 室 、 ホ テ ル 、 喫 茶 室

l制 I弘 、 キ ャ バ レ ー 、 底 舗

銀 行 、 美 容 室 、 理 弘 主 筆

手術室、療養所などの冷H麦ぽ

バ ーo4  

自 主 裟 他 府

一 一一一

地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製晶は完霊

の防水効果を発揮して居ります

Ｉｾｪ 録・｟ｉ，ｾＪ・仕綴沓

御報呈 k
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メノレタイトノレーフィング
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グ オ ン 夕 イ ト Ｈυｻ や ｉ中 ｴド ｬ命和縮首日 ｩ地也相仮ｾＩ

ω  川山工業糊規絡版脇表札ぷ川，YJ河

株 式 含 紅 z 策 融

大阪市西成区福通 9丁目 24番地 電 話天下茶屋 川;8881 ・8862番
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軽 量 形

戸2

簡 易 鋼 矢 板

手比如、回日産ーの設備

連 続 式 冷 間 整 形

ロー) [，棋による優香製呂

ガス・水道官箸の

地下埋没工事例反土」ι

河川工事の締切.干拓

及び姦岸工事に最適

床 張 材-

リノリ1 ーム

リノタイル

新 発 売

N リ ノ タ イ ル

ビニー ノレ製

スポ〉ヂシート

。 ソ フ ト な 感 触

。 優 秀 な 耐 久 力

。 美 し い 色 彩

場修 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 22

プJ

タ

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話 伊 丹〈代沼田 l ・大 阪(48)4490

東 京 支 J苫 東 京 都 中 央 区 銀 座 4丁 目三 和 ピノレ

電 話 京 橋 (56) 1  70 1 ・2564

大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 瓦 町 2了 目三 和 ビシレ

電 話 北 浜 〈幻 ) 0 3 7 5 - 0379 
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セメダイン株式会社

本 主i 東 京 都 千 代 同 区 神 田 T E L ⑧ 3  1 3 1  

支 広 大 阪 市 南 区 大 宝 寺 東 T E L  @ 3 4 5 6  



例節減527万円ρ

利益をｾも
女 高 性 能 ・ 語 射 型

食石炭・オイＩｾ・刀ス焚

食 1年間 (7200時間} の燃料節約額

5 2 7 万 円 益

⑩

 

特 許 出 願 中

卒川々ｾｾポイラ
広霊管式ボイラの革命見現る/

く3営業課 目1>

本社 ・工場 大阪市大淀区大仁酉2のl 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東京営業所 東京都中央区八盤州6の7 電 話 ⑧ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九州 出張所 福 岡 県 小 倉 市 宮 野545 包 括 小 倉 @1  3 6 2  

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

Z色明lこて

竜三 排刀ス温度 lQ7

0

C

株式餅土平川鉄工所

え③

を

F-

H
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-
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工 業 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 - 5  ( 中内ピノレ〉

専 用 電 話 東 京 (28) 6  2  7  1  ｾ＠ 3 番

大阪営業所 大阪市西区土佐堀通 1丁目 1 番地( 大同ピノレ 709号室)

電話土佐沼 (44) 0225・7569・3527 ( 直通) 3131( ヒソレ交換)

森藤

本



〈潟衰弱1u. し

(金具マーク)

の
弊 社 は 本 社 ・茅 ケ 崎 の各 衛 陶 工 場

及び金具工場共に J 1  S の指定 を受 け

た唯一の衛生器具総合 メーカーです新 製 品

S - 170 

品質管理の優秀な

東洋陶器製品をセ ットで御使用下さい

スミ付 ロー タンク
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東洋陥器抹式曾社
茅ケ 崎工 渇

神奈川県 茅ケ崎市

T E L  2 10 5 - 8  

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T  E  L  @  4518- 9 

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松 ・札幌

床材料的決定版ノ

。

特殊加工がしてありますか ら，どんな絢! でも

， ，‘ 又紫人でも容易 IC貼れます。

東京地下鉄・東急， 新車に使用されています。

それは感触が柔らかく ，手入れが簡単でし か

も毎日多数の乗降者 lζ 耐え得る等その特性が

他の床材より優れている事が認められたから

です。

にとれて水拭が可能です。( 特許出願中) 標準 寸法 幅 Ｖ 尺 ｸ ｾ ＳＰ 碕 ￗ 厚 ＲＮＵ 粍 Ｈ 1巻15tijl )

佼γ11 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

lU ^ ¥ }) 東京都葛飾区本田四ツ木町54 電話葛飾 (69) 1946- 9  

、ｾログ ( 全国有名内装工事庖 IC御照会下さい) ( カタログ贈呈)

インク，油，手垢等の汚れも石鹸水できれい

.  
司



r、、

でふ名実素工事の互訪ゑ会長参

⑨新築住宅に拭込手入のいらぬ美素工事 付 -

⑥ 古 い 住 宅 が 新 築 同 様 と な る 美 素 工 事

ーι

ビルディシゲの床・ガラスの月極清掃工事

美素ワックス・美素水性ワックス使用

大阪市東区瓦町弐丁目

( 三和ピル) 22 美 葉 工 業 所
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ーユングミ2 レ ソ コ

ωゆρ 〆 ⑥ 美 素 式 ピ ノ レ デ ィ ン グ 洗 浄 ー ~ レ 今 泌

司ｾ ⑥ 建 物 外 壁 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事 - - 1、
， ⑥ 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

i /; J コーン美素式防水工事

米国ダク・コーニング会社製のシリコ ーンを原料

として作られた最新強力防水剤エバーシ- ) レ使用

溶剤j は高級溶剤を使用し屡黄色変化を来たす石油剤を使用せず

大阪市東区瓦町弐丁目

( 三和ピル〉
22 美 嚢 工 業 所

(  / 0丹、 r 5 8 8 8

電話ｾ ，" " " Vノ 1 4 9 3 8

¥( 77)  8 0 5 0  
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ヨ国電 告

1  2 月

忘 年
. 6.  

=  

1  8日 午 後 6時

定 款 一 部 変 更 実 施 の 件 会 告

IIB和32年10月24 日1m催のl臨時総会において承認決議を得ました本会定款ー

部変更の件は，主務官庁に認可申請中のととろ，昭和32年 11月25日付で認可

されましたので即日実施致しました。以上会告市上げます。

ア デ ユ ー 1957年 忘 年 懇 親 会 開 催

本会がl I f i 和29年より，新しい企画として年にー度，各界老若の会員が年末

の忙中に閑を得て- 1訟に集い， 歓談の 中に懇親を得 る趣旨を以て毎年様se忘

年懇親会を盛大に催して参り ましたが， 年々出席者 も増加をみ. 昨年 は 1ω

余名の方々の御参加をいただいて幸い好評を得 ました。

本年も昨年に劣らぬ企画の充実を計る一つの試み として， 会員に 之る 名人

会の発表などを加えて下記により開催いたします。例年御申込みが遅れて，

不本意ながら御断りする方々多数をみますので，何卒お早くお申込み下さる

よう御案内申上げます。

記

1  .  と き 12月18日( 水) 午後 6時開会- 8 時30分閉会

1. ところ お賂敷北京料理 来 山 間 2 階大広間

( 大阪市南区玉屋町8 ・相合橋北2丁 ・市f 11八幡筋商へ 2 つ

自の辻北入る ・ ｭｾ ，③ ＸＱＸＱ 番Ｉ

1. 会 費 5 0 0 円( 別に補助があります)

1. 申 込 13 日までに会費を添えてお申込み下さい。

但し定員 ( 150名) に達した時は期日前でも締切ります。

1.  プログラム

① 開 会 の 挨 拶 岡本 弘氏( 忘年懇親会実行委貝会主査〕

① 挨 拶 会 長 竹 腰 健 造 氏

①会員名人会の発表

日本舞踊 長 唄 新 山 浦 島 一 ( 10分〕ー

阪i 今村 ure氏( 中央電気工業 K.K. 社 長 )

唄 河合貞一郎氏 ( K. K. 大 林 組 常 務 )

溶 語 初代桂春団治口演の H 寄合酒H ー ( 10分) ー

高橋 WA夫氏 (K.K.大阪建築事務所専務)

@  のど自慢 ・かくし芸

① のど自慢 ・かくし芸の審査発表

① 万才の三IIIJ ( 本会名労会員〕

@ 長 品 の 拍 せ ん

① 会 日 の 交 歓

① 閉 会 の 挨 拶 鷲 尾 健三氏( 事業委貝長)

Ｍ 出ｲＮｩ｜Ｇ者全貝及び Ｑｔｉｉ せん当せん者 ｩ 乞粗品及びＺｲｴ品ｬＡ ｴｾ 呈Ｈ会日有志の得日間

品) します。

・ ( お願い)

μ)  ifl i備の都合により当日会場での受付はお断りします。

伊) お申込みになられた方で15 日までにお申出無く当日欠席された時

は会費の t 抱をお願いします。



2  告会

新 年 交 礼 会

33 年 1 月 4 日

午後 1時- 2 時

催

間和33年の新年を迎えるに当り ，建築関係者一堂に会し て新春を寿ぎ交礼

すると共に各自廻礼の煩を省くため，下記に より関係団体合同の交礼会を開

催致します。多数会員の方々の御出I市をお願い 附し ます。

開
4

2

 

礼交年新建 築 団 体 合 同

記

時 .  1月4日 1時一2時の間 随時

- 場 大阪建設会館 6 階集会塞( 東区京橋4' 天神橋南詰め)

"  3 0 0 同

' 込 12月20日迄に会貨を添えて各所属の会に御申込み下さ

日

会

会

申

•
••

• 

1

1

1

1
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締切日以後の御申込の場合は，交礼会名簿に記載洩れ

となる ととがあります。

日本建築協会， 日本建築学会近徽支部，大阪府建築士

会，日本建築家協会関西支部，大阪建設業協会，関西

建材協会

共催団体

，
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指 磨 造 船 所 相 生 工 織 綜 合

事 務 所 玄 関 ホ ー ル

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

ホーノレ床

C ら- 3 (ア ス プ ァノレトタ イル)

C Nー 1 ( プラスタ イノレ) 横 線

段

C A- 2 M ( プラスタ イノレ)

階



株 式 会 社 播 磨 造 船 所 相 生 工 場 綜 合 事 務 所

設 計 施 工
=主
，円 7.1< 建 設 株 式

. o.  

=  
社



‘4  

新 桜 fi<< ビ J (.， フ“ イ ニノ グ

T  

施 工 株 式 会 社 大 林 組



新 桜 橋 ビ ル デ ィ ン グ

シ ヤ タ ア 工 事 施 工
株式会社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

混 湿 度 調 整 装 置

衛 生 水 道 工 事

電 気 設 備 工 事 施 工 機 工 業株 式

b .  

τ"" 
社

、 ・‘ V 句'-

株 式 会 社 矢 ._. 橋
大 理 石 商 ｾ＠

. ¥ 

大理石 ・テラゾー ・セラストン

塗 装 工 事

竹 林 塗 装 工 業 株 式 ‘ 会 社



優 れ た ナ イ ロ ン カ ー ペ ッ ト / 亡T a r 副ρ

東レナイロン紙艶・鍛通は ＱＰＰ ｾ ぢ スパン

ナイロン糸を使用したもので

女弾力性に富んでいます

女驚く程摩擦に強い

* 吸重性が非常は少ない

女虫の害を全く受けません

繊聾・鍛通

発売元 株 式 会 社 泉 商 会

大阪市北区君: : I i l 町 1 ( 大ピノレ150号)

T E  L  (44)  2736- 9  

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

〈 ｍｾＩ
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長特

御用命は全国各地有名建築金物l占へ御照会

願いま す カタログ進呈

種 目

トラ ヅクレ ーノレガイドレーノレ カープレーノレ

6 ， 9 ，12尺 6 ，9 ， 12 尺

木製扉回 山 手 札 M 札 、

鉄 扉J f J (. ;  1- 二J ムヲニ入j 復車・単車ハンガ ー

重量型ノ、γ ガ-

; J t の他プラケット附属品一切

l  11 三 谷 製 作 所 ??足立? : r d |  



建 築 生1 産 特 集

表 紙 に つ い て

デチイ γ 岩 本 博 行

第 2回写真 コンクール佳作作品

撮影者 : 小林貞彦( 三和銀行強塙諜〉

画 題 記 念 一 一 神 戸 市 本 山 町 に て

建 築 と 社 会

第 3 8 集 ・ 第 12 号

売 価 1 部 1 3  0 円 ・送 料 共

昭 和 3 2 年 12 月 2 0 日 印 刷

昭 和 3 2 年 12 月 2 5 日 発 行

発 行 所 社 団 法人 日本M! 築協会

大 阪 市 点 区 北 浜 3 丁 目 3 7

話 北 浜 ⑧ 9648・9649・9640il'i

j買 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 需

発 行 人 i中 間 誠 一

編 集 人 松 井 昭 光

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 字 土

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

也 話 ⑮ 2 0 9 1 - 3 番

印 時IJ 者 網 野 栄

建 築 と 社 会

12 

9  5  7 年 12 月 号 目 次

作 品 作 風

新桜橋ピ ノレデ ィン グ......・ H ・.. . . ………・……・・……. . . . 4  

株式会社J隠磨造船所相生工場綜合事務所.... ... ・H ・. ......... 8  

スケ ッチブ ック

第 3 回工高生デヂイン コソクー ノレ入選作品… … … ........ 17

関西大学教育会館 . . . . . ……・………………. . . . . . . . . . … .22

建 築 の 眼 … ...... … 一 .... .・H ・… ・・・ ・… … … - … … 24

本 文

儀 式

建築儀礼について一一民俗学の虫場から 一一

休 ; ぷ 25

建築工 'ji の祭式具について・・・… … … … … … i長野 庶民g.... ..29 

工作・工具 :

H4 : 建築の工作や加工の変選… … … - … ' 1長併 が1・・・ 32 

工| 売のJTJいたJl J只 ・ ・…ー ・ … ....... H1沢内久太郎 35 

職 人

建築生I主に| 烈し職人の夫態の変遷............ '1-，出 定夫一 37 

職人の j旬以について・・・・ ー……・・・…. . . . . 早川 .i m .. .. .. 42 

技 術 者 ・

大学卒業生の職場分布・…・一- ー・……・・… 災 和六 .... 44
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外 観 詳 細

平 面 計 画 に 苦 心 し ま し た 一一 設 計 者 の こ と ば 一一 阪 永 金 重

3 角形の般地へ. 1 1暗に銀行を，上部に貸'11務所，地階にビヤホ ールを入れるとL ・ぅ，大阪風にいえば商魂たくましい旭物といえましょう。

それだけに平面に苦心した雄物です。

この敷地に l 階の主部をなす銀行スベースをできるだけ大きくとること ，計画前敷地角地にあったピヤホ ールは地階に入ってもらって 130汗

の面積を確保 して，在来以上の成績を上げなければならないとい うことから ，当然三つの表玄関が東側の角地に集中して三角形の中央部に銀行

の営業室が〈るという案になりました。

東側のガラス張の玄関広! 日lから地下へはl正直くにビヤホ ールに通じます。道路から自然にビ ヤホーノレに吸い こまれるという寸法であります。

広 1111中央に貸事務室と塵上ピヤガ ーデγ に通ずるエ ν ベータ 2 台があります。 また左側へ廻りますと階段は貸事務所に通じ ， 自動脈が開いて銀

行客溜となります。

銀行の表側に日本で初出て計図l された ドライブイ γ の窓口があります。道路から直接通ずる屋内自動車通路から ，直接ア ;J Y  j l 式の窓口から

耳I に乗 ったまま銀行預金がでまる仕組になってい ます。

営業室の客溜には仕上はやわらかで，西端にはカ ーペットを! { いた応箆セットをおき，東端にはお客が自由に岱絡が統的るようにしました。

天井からは音楽が流れます。

外観が場所柄，大いに' 汲りきったわけですが，段終的に今のエレベ ーν a Y になりました。目抜きの場所だけに11 ! i 1 3 l を大きく作ってよ部は広

告すイ γ が取りつけられる予定です。駅からも，南北線からもよく見えましょう。

貸主1>務室の窓は一寸考えました。5 < . 内は完全温度調節がしてありますので，防音 ・防熱のエヤ ータイト 2盤ガラス入 り，外側企スライ ド型で

クラ γ プなしでも聞いた窓は風でもびくともしません。サッ ν ュ仲は特別の取付でまl! 物構造ができてからでも ，はめ込み取り外しでまるように

してあります。

正 面 入 ロ ビ ヤ ホ ー ノレ 入 ロ



客 溜 の 一 部

施 工 者 の こ と ば

当ピルディ γ グは桜橋交叉点の西北角. J聾Jf:i YOf:i の敷地を桜l立

に ， 効果的に利用してｾてられたもので ， 昨昭和 Ｓ Ｑ 年 Ｑ Ｒ 月着工。

まず. V ー トパイル及び 2 本継き'24m. 400本のヨン夕日 ー ト

抗打を実施。敷地北西側は料P 等が露地一つを隔てて宮 mして

い るので土鮒切梁，矢占匠引t主まに伴う地般の陥商防止等に細心

の注意を払い. I". E水砂人等を厳置に実行した結卦! . 道路，埋設

管等にほとんど損苫を与えることなく工事を進めることがで止

ました。

エンジ γ ドアー装誼，ドライブ ・イン窓口 ，特殊二重窓ガラス ，

外装鉄部の銀色塗装ｾをはじめとし ， 極端に小さト空 ｉｬｦｬ として

まとめられた地下機械室，亦松ffl 築事務所の怠匠抱当のビヤホ

ー' ' ' . 全蛍面ベニヤ羽目叡貼の銀行使用部分等，数々の特長を

もった泌物であります。

立地条件，雄物の栂造，短い工崎l等からみて総工事といわれて

いた仕事でありましたが. '11依もなく 予期どおり滞りなく工事

を完成し得ましたことは，ひとえに関係各位の御理解，御E盟WJ

のｰＮｾ Ｎ 従才 ｊ ｬ 者一 同 のひたすらなる尽力によるものと深〈感謝し

て お る 次 第 で あ り ま す 。 ( 大 林 組 溝口 政 夫 〉



P  

ト

地 階 1. エレベ ー タホ ール 2. ビヤホ ー ル 3. 料 理 常 4. 冷蔵附

5. 作 業 室 6. 事 務 室 7. 宿 直 室 8. ( l I ! 所 9. 冷時房機械常

10. 電 気 宝 ＱＱＮ 金剛ｾ 12.  ｦｾ ｩｉｬ金日 ｚ 宝

中 2 階 L 貸事務室 2. エレ ベータ ホー ル 3. 物 世 4. 吹 抜

5. 会i l R宝 ・大食:5'¥ 6. 食 堂 7. 女子 ifi 衣室 8. 93子東衣室 9. m話交換蜜

10. 休 恕 宝 11 使 所 12. 予 備 窓 口. 倉/ > I l

屋 1 階 1. 屋 上 2. 電 気 室 3. 冷 蔵 賂 4. ビー ル先場

5. 使 所 6. エ ν へー タホ ール 7. 排気 7 7 : / 宝

屋上夕日 - ; /グ タワ ー

階 1. ェ ν ベータホール 2. 毛: 溜 3. 営 業 室 4 応 倭室

5. 文自民京 6. tfl 納 宝 7. 使 所 8. 化事' 1: 'l[ 9. 女 子 便 所

10. 廊 下 11. m気 定 12 行 民 宅 13. 交 付 14. 通用口な

らびに ドライ ブ ・イン入口

削除

ι  

2  - 6階 1. - 5. 貸III 務 宅 6. 版 下 7. 物 入 8. エレベ ー タ

ホー ノレ 9. 児干 使所 10. 女子便所

u  四1

R 3 階

《必
R  2 階

R 2 階 R  3 1lt寺

1  ダクトルーム 2. エア ー ワァ ν ャ弐 3 展 望! ｾ註

t苦 昆 ・ 展' 11 宅



* 脊 よ り 虫 u

株 式 会 社 播 磨 造 船 所 相 生 工 場 綜 合 事 務 所

設 計 者 の こ と ば :

敷地は岩山を削いで埋立てた待状の地形で，乙のｾ物

は当初から績に長い形で青I.j 面されたが，着工後起った噌

mの要求は，エキスパ γν ョンジ ョイン トを持つ延長 160

) j ( : という特異な形態を生む結果とな った。機能的には右

、ド分が管理部門 . t x. が設計 ・研究部門と別れている 。

外部は建物の長さを生かすとと もに銃色の多い造船所

を背景としている乙とから ，色彩計画には特に慎重を j切

し 2 ・3 師寺 タイノレ K は10 B7! 2を選んでスラプライ γ の

吉 田 勇 ・ 山 本 俊 介

1' 1と対比させ. 1 s 併は住CHl 次し コンクリート) の| 習をレ

モソイエロ一系タイル5Y 8! 6とする乙とによ って， 高明

J可彩llt の条 件のなかで色| 恒lζ コントラストを設定した。

限られた予知で相当高度の内容が要> 1 < : されたので，経

済制ーには大いにｴＡｾを用い ， モデ ュ ー ノレも現在の材料や生

産j邸宅からみてあまり 照理のない 3 尺を採用し ，而H三壁

以外は乾式構造としたが，工期を短縮し比較的効果が上

ったよ うで必る 。

ー.  



世雷十 ・ 施 工 清 水 燈 股 株 式 会 社

。

上 : 玄 関 ホ ー ル ・ 階 段

自転 : ア ス タ イ ル

側面量産 : テ ラ ゾ ー ブ ロ ン ク

正 面 鐙 : 白 ラ ワ ン 織 型 付 板

ク リ ヤ ラ ッ カ ー 仕 上

天 井 : ホ モ ト ー ン

ク リ ヤ ラ ッ カ ー 仕 上

階 段 路 商 : コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク

ア ス タ イ ル { 仙

下 : 海 よ り み た 正 面 全 景



正 面 外 観 鮮 細

l 階 位 : コ ン ク リ ー ト 打 放 し

l 階 盛 : 2  T 掛 タ イ ル 日 占

2 ・3 階 盛 : 4 冊 角 カ ラ コ ン

タイル目占

懇 : ス チ ー ル サ ッ シ ユ

矯 厘 : 陶 管 プ ロ y ク に ガ ラ

ス は め 殺 し

τ  

株 式 会 社 矯 磨 造 船 所 相 生 エ 湯 綜 合 事 務 所



般 茸十 ・ 施 工 清 水 量 量 殴 株 式 会 社
撮 影 : 恒 成 - IJII



大 会 餓 l I r 床 : ア ス タ イ ル 柱 裂 : 姪 石 モ ル タ ル ス プ レ ッ ド サ テ ン仕 上 天 井 : 姪 石 モ ル タ ル ス プ レ ン ド叶 テ ン 仕上

第 一 応 接 室 床 : 支 那 式 繊 細 箆 : チ ー ク 合 板 艶 消 ク リ ヤ ラ ッ カ ー 仕 上 ( 在 情j 盤) . t ，t よぴ 布 張 仕 上 ( 右 側 壁 )

天 井 : 吸 音 テ ッ ク ス 強 ( 中 央 } お よ ぴ 白 ラ ワ ン 織 型 付 板 ク リ ヤ ラ ッ カ ー 仕 上 ( 右 )
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3 階 平 面 図

R  1 階 平 面 図

R l 階

R  2 階

縮尺 1 ・ 600 地 階

回

目

R  3 階

株 式 会 社 播 磨 造 船 所 相 生 工 場 綜 合 事 務 所

R  4 階



階 平 面 図 1/ 600 

左 側 立 函 図 1/ 600 ・
右 側 立 面 図 1/ 600 

株 式 会 社 播 磨 造 船 所 相 生 工 場 綜 合 事 務 所

所 在 地 兵 庫 県 相 生 市 相 生

工 期 着 工 昭和31年 9 月

竣 工 昭 和32年 8 月

建築面積 8  8  4. o  0 坪

延 面 積 2， 9  4  3. 4  0 坪

構
X‘ 附亘

鉄 筋 コンクリート 造

地 1 階・地上 3 階・塔屋 4 階

..0.. 

設 計 施 工 清 7)( 建

雪a、
株 式 ネ土

員又 2 玄

"---一一一

A  - A 断 面 図
B  - B 断 面 図

施 工 者 の こ と ば - 当工事は大別して一期と二期と

に分れ，それぞれ逐次計画されたもので，従って工

期も一期は 5 月末， 二期は 8 月末とずれたが，地階

部分は関連性があるため ，一期を 目標に施工した。

地盤は極めて悪条件で，長手方向 1[. 一方は岩山， {也

方は海面を埋立てたもので，地下室線伐において最

も苦労した。片側が海，しかも岸壁は捨石を積上げ

たもので，地盤の常水面は海面と同一で，他方が岩

山であるため締切が難かしく，排水作業はポンプの

台数を増すととにより切り抜けた。浬立部分はコン

tr; 

r 芯温水槽

ｾＮ， 円 、 ｡

c  - c 断 面 図 1/ 600

クリートパイノレ地形で，岩主主Iζ 達するまで打込んだ。

ν ャーレン構造は X Y両方向に曲面を持っちょうど

ドームを頭だけにしたような形で ，仮枠がーす面倒

であ ったが，浪凝土は打込を，梁下までとスラプ部

分と 二固にしたため，割合に狂いもなくでき上 った。

間仕切は乾式構造のため，仕上工期の僅少なの K ち

かかわらず早くでき ，他の仕上も余り無理をせずに

施工できた。仕上材料並び1[. 工法では別段取立てた

ものもない。 ( 金尾笈)



S K E T C H  B O O K  

設 計 要 件

a. 敷 地 工 契 高 等 学 校 校 内f( 地

｢ Ｎ 建築 面的市ｾ 2  5  0 平 方 米

C. 規. 拠 所 要室は自 由とするが

独立した泌物とする。

d. 構 造 鉄 筋 コ γ 夕日ート造

平家! J !

般

審 査 委 員

評

dzbェh  

ー ｾｩ 主会は ｈ 日和 ＳＲ 年 ＱＰ 刀 ＱＹ ｮ 午後

2 時30分より i官官民，，1占11.1委只

長，J i 立，池上， 世f本，山相l各委

nおよび笹Jl I委日( ; ) 1 面審査〉 お

よび， ｩｾ 問 ， 乾小型 ｂ 只の出席を得

て本会 4 階集会主において開催し

た。本年は当初よりの国際であっ

た，北は北海道から，南は鹿児ぬ

までの全国の工高からの応募をみ

て，応募校25校，69点の応募作品

が集った。 審査方法については従

米通りの荒選びを行い約四分のー

適度の ｪｾ 品を残 ＱＮＭ ，それよ り 投黙

に より ， 入選作品 ＱＰ 点およびｾＢ入

選作品 3 点を選んだ。入選杓品お

よび ｾｦＧ 人 ｾ作品に つ い ての 審査 ｦｾ

各位からのご批評を要約して各作

品の現に掲載 L た。

入選作は三つの傾向にわた っている。意欲的なもの。そのうち一つは部分の機能的変化 ・ヨ Y トヲ

ニえトに値点をおくもの。もう一つはそれを姶てて単純な幾何学的集中を得ょうとするもの。このニ傾

向のそれぞれ優れたものは選 びえたとおもう。一方そうしたガriiJ - 特 に 第 一の傾向1:1: ，変 化を求め

て小限閣のもつ' ! i ' . llfl 的ス ケーノレを忘れやすい。デず イY の力のある 人ほどそうであ って，決t量的な動

格 ・劇的効m・多弁などに走りやすく ，またその風潮に来ぜられやすL 、。しかし，淡白に努) J そのも

のを示したす ν y のない作もた くさんある。それらのうち一見草々しくなくとも品位の日L 、，艇はな作

は相当拾ったとおもう。この三つの傾向はそれぞれ長所があり ，どれが本当というわけにはいかない 。

またこのコＢＧＯｾールはそういう一派の宣伝や裁断を目的としなｾ
' 0その点公平な結mを得たとおもう.

なお，所要室の各条件は応# 一校の状況により限定しないという方針だったので，名集の条件はあま

り無理のない限 り一応是認している 。ほかには，あった方がよ い附属室を妹殺 しても主連何学的緊張の

高いものを得ょうとする態度が兄られたが，1!f J 日にすぐれたものが予怨される限り ，過渡的段階と し

てそれを詑めている 。モの方が募集要旨に即 している とおもったから。

今回は応募も入選も相当各地方にひろがっている。このコ y タールが全国的恒例 として焼大にな っ

て，1 - たことはよろ こびに増えない。今後一崩 の発展を望みたい。

以 下 に ， 入選作 ＱＰ 点およ び ｾＢ 入 選ｦＧｆ Ｓ 点 を紺介し Ｈ 附 ｬ 不 Ｑ ，，｝Ｉ ，それぞれの短秤を附記 します。

cr.:. 回 紀〉

円形プラ γ に単純な宝期成と紬をnいて平田1を緊張させた，肢 も怠欲的な作である。円弧を受

持つ満 ・入口 の狭さ ・はるか孤立する泌物で使所がない ・などの欠点もあり ， また平面図柄の簸

何学的情成が宝空間のそれと結ばなトで，1! A していると ころは何よ りも惜しL 、。そう い う欠点に

かかわらず，かつての織能的コ γ トラス トか ら抜け出そ うとする怠欲11大いに買わねばならぬ。

図面技術も Ｑ［ Ｑ 抜である。小諜題の性質上 ， 共同 設計を 予想してい なかっ た が ， それらの Ｎｉｾｾ ，で肢も

位向点 を Ｑ｜ｽたＨｾ の ー ・ つ である 。

早 稲 田 大 学 工 高 4年 伊 勢 直 昭 Ｔｾ 千野敏明 3年 清 水 康 造 2年 名 古 屋 実



前記の伊勢君らの来と迎に，平面は方J e] 草の組合せの微妙な変 化を迫っ

たも ので，各室の 111会 う部分の空間処理が段もすぐれている。それでも閲

覧室が奥に長すまて不使だ L . 変化に執f f して雄物のス クールを忘れたよ

うだ。このような小脱線の組物に部分的機能の変化を盛りすき. るのは疑問

で，そうした部選作が多かったが，そのやり 方の中では肢もよい11 で，比

例も塗 っていた。

大 阪 市 立 第 二 工 芸 高 4 年 井 上 晴 雄

. _ .- - . . .  ぷ繭岸諸画・ - ・・

上の一 例に較べ. -I"HIはさらりとしてまとまりよく . J，占 も京出な刊であ

る。図耐持術はやや劣るが，その品怖のある，HU喪な5t風が貝われた。コシ

クールにありがちな ν アト Y カルな押しつけがないのは災持がよ い。

大 阪 市 立 西 野 田 工 高 3 年 谷 口

これも J'.，uIi l ぷ凶にまとまっている。しかし詳細の lloi l l ! 1f肱， むしろ

銀に !f せた JI'i: "l が強す よFる。 む欲的なl" は伊勢おらの; 誕に似ているが，そ

の方ではわごプと ｉＱ 自 ｷ を ｾｪＧｬＧ えてｽ崩エネルギーを高めているのに反 ｌ Ｎ こＩＮＱＮ

. ，怠紋がi紅れす J. る危険がある。うま いだけに ，その 匠'，l を押える 1J をヨl

みたい。

修

大 阪 市 立 都 島 工 高 3 年 北 島 正 行

圃・・田・・園町 1111



舎、

織綴

これも ，谷川11の裂に似て紫111な平面で，淡 el なおと なしい作である。はじめ目立たなか

ったが，梨を重ねるうち進出して入選作となった。芝居じみたことや，知 っていることをみ

な喋ろうとすることを L ないでも，地味に真面白に取組んだものは，いずれ1 t められるも の

だ。しかしょく見ると Ｎ Ｑ 事い腰ｾ が大部分を占めた 外壁 が ＱＱ 持集の 栴疋 ｩ の 下 にあるなど ， た

だおとなしいだけでなく 同時に疑問でも ある。

名 古 屋 市 立 工 芸 高 3 年 中 浜 章

障をコアにおいた野心的プランで，立面も整領されてトる 。 しかしこの平而はやや慨念的

で，た とえば閲覧室の111入の111jnなどもう 少し炎込んで考えてほしし、

大 阪 府 立 布 施 工 高 3 年 玉 正 照 雄

京 都 市 立 伏 見 高

これも1問者も ，ともにその野心的なと ころが口われたよ うだ。

ともに広ぬの児童図密館からもう一つ抜け出ょ うとしてい る。

前者がやや概念的にコ 7 を立てたのに反 L . この l!f 陣の扱いは

面白く変 っている。しかし屋根の架け方はともかく ，光庇側の

小室の扱いは苦しL 、。透視図は別人のようで，その面白さが山

ず，もう少 L 色も形も整理してほしい。

3 年 吉 田 重 昭



岡 山 県 立 岡 山 工 高 3 年

名 古 屋 市 立 工 芸 高 2 年

岡 山 県 立 津 山 工 高 3 年

片 山 鉄 人

早 瀬 竜 一

山 崎 巌

Ｚｾ欲的と い えば ｉ 詰 も怠欲的。 入選 の 境 自にあったがその

点で浮び上 った。しかし小室をこ こまて' 曲げるのは，北ぬ

君架の評のところで述べたように，匠気走るのをよしとす

る危険に陥る。透視図で入口側のおとなしい万を選んだの

は，どうしうわけか，その点うまく行った。

‘1'.1面は奇のなトおとなしト もの。実際ffl てばよれで結構

なのだが，平面の図 JB上の比例は少しダノレな感じがある。

透視図む図くなって町商事にj 1 } いてあるが，やはりその感が

ある。 2 年生だてうで，そういうところは今後 十分よくな

るだるう。

図面としては占き方が政維で 内 容の整且Ａが 不 サ分。ｾの

デチインももっと' ! l ' t P. l l してほしかった。やや散文的だが，

大局を見ると Ｉｾｩｬ［ｩ な計画で ｪ 無理がな い 。
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准 入 選 3 点

上記10点の入選作のほか，伊ょ1 mらの来，つまの野辺Zf の奈はI砧

後まで残った良い作だが，ともに部屋が民組1< 使いに< < . 平面の

%，: PJ! をもうー押ししてほしかった。

また下記の阿井君のは平面も立商もしっかりして，入選作に劣 ら

ぬものであった。しかしその透視図は小 さくて済む摘 さ方で，別紙

に大きくしてかえって問伸びがし，やIも規定迎反をすることはなか

った。惜しいことである。

村 岸 修 嗣 郎;満東伊年3  京 都 市 立 伏 見 高

寸

・
7

L「

.‘ .  

雄満辺野年3  徳 島 県 立 徳 島 工 高

男和弁阿年神 奈 川 県 立 神 奈 川 工 高

の.

決

‘  

巴戸



西 函 外 観

.'  

関 西 大
ー寸ゐー， 

教 育 4τz』zz 館
設計施工 株式会社 大 林 組

設計担当 吉 岡 市 雄

右 回 jぶ

現場相当 宝 来 M 
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設 計 者 の こ と ば

悶千旦i 山; f E! nの丘陵地に立てられ，眺望のよいF世間に忠

まれた土地である。大 J学i井との教育1後圭媛会の熱心なこ

よつて実現され. 完成後大学に寄目刊された組物です。

後援会の会合だけに限らず，広 〈在' 下1; . の集会にも利用

され. または地方よりの受験生. および父兄のためのra

泊設備をも準備されています。

平商はこれらの希望に基トて組めたもので. 100 坪の面

積を限られた中で決して特徴のある平面ではありません

が，一応使用者の婆求を満すことがIJ. I来たと思ってトま

す。ノレーバーは プ V キャストコンクリ ー トで悶光のため

に取 付 けましたが ， 室 内 の 雰 阻Ｕ｜を柔げるのに拶ｾｍＡａＧｊで

した。エ11' の関係で設側が i 分 でなかったのが妓念でし

た。

南 面 外 観

外 装 ヨ y 7  9 ー ト 打 放 ν エ バ ー タ イ ト 吹 付

腹 焼過煉瓦 秘 ス チ ー ノレサッ ν ; J . m色 オイ ノレベンキ 塗

ノレーパー プ ν キ ャ 只 ト ヨ ン タ 3 ー ト

屋 線 防 水 モ ル タ J v

1 階

1. ロ ビ ー 2. 事 務 室 3. 小会必室

4. 和 室 5. 使 所 6. 浴 室

7. 1骨 沸 室 8. 宿 直 室

'-I!雫1立 ' 躍 吹 悶 市 千 里 山 花 嵐 町

主II 犠而ut員 l  階 1  6  4. 0  5  平方米

階 1 6  7. 2  5  

延床面積 3  3  1. 3  0  

f再 i量 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

竣 工 昭 和 3 1 年 9 月

， 

d  



猫 に 鈴 を

日本では ，技術者が少く事務系職員が多すぎるという

ので，島! 科系の学校を大々的にふやす ζ とにな ったらし

い。ところが，その中に「建築」の名は見えない。原子

核工学， EG子工学，等々々 。 しかし . l¥: 々の周聞にある

「我々の生活の場」では，普のま まのボロ 家lζ 電気洗泌

機やテレビを持ちとみ，人間はそのスキ 7 で生活してい

る。乙れでよいはずはない。

我々は . i建築生産」とか何とかいう 言集を考え出し

た。けれども. i総築」 は，他の人々から少しも一人前

の産業とは見られていないらしい。問題は，周知の通り

「社会が建築を見る眼」 を改葬する ζ とにある 。ζ の大

事業を計{ ーがやりとげるのだろうか。 i 建築」の '1' で，ワ

イワイ争ってばかりいてもイ ッコクはかどらない。みん

な仲良く. i 建築を見 る|恨」の教育に ) J をあわせようで

はないか。 ( WK)

エ レ メ ン 卜

建築物は注文によ ってはじめて生産にかかるもので，

他の商品のように作りだめする乙とはできない。ζ 乙ま

では船と似ている 。建物は土地の上 lζ 建つ。建てる建物

は同一であ っても ，土地は一つ一つ条判が異なる 。との

あたりから船と迎 ってくる 。

全く防l じものがこつとない以上，建築を多量生産の方

式で生産する乙とはできないであろうが，建築を形作 っ

ている個々のエレメ γ トは ，それが必ずしも困錐ではな

い。建築というものがそれらの大きい数日を要求するも

のであるだけに ，一層 それが有利K できるはずである 。

乙のようにして可能な エ レメン ト から桜 ｾ ｉ 統一され，さ

らにそれらが互に合体できるあQ { はユニ ッ トとして鉱大

発展して生産されるならば，価絡の引き下げ. t' ilJt の向

上は期して待つべきものがあろう 。
(MM)  
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後 進 的 な 建 築 生 産 方 式

「機械を使えば高くっし手でや ったプj が安い」とは

施工業者からよく聞く言葉である 。 しかも- 流業者が現

実の姿としてそれを必ずしも否定しない。土木業界では

i況にかかる 11寺代おくれの事を信じる人はおらないが，建

築業界では確 心 と笑 ｕｩ をも っ て険械化の有利を ｉｕｾ ぶ処ま

で行 っておらない現状なのであろうか? とれでは一 円

に土建界とい っても土の方が建の方より先進的という乙

とになる 。

乙の機械化問題を更に追及すれば本質論ではなくて一

つの操作のやり方に帰してしまう 。下請制度とその単価，

機械の稼動率，償却 'l'l の取り方，保全と管l ! l 法等の要素

をどのような操作にするかで有利，不利が決定する 。誠

にも って初期j資本主義社会が経験したであろう乙とを今

日までのばしたままなのだ。近代工場の生建設n市たちに

は見せられないのが建築現場という「建築生産工場」の

姿である 。いつの口にそのおくれが取りもどせるだろう

か ? ( Us )  

技 術 と い う も の

技術は毎日毎日進歩している 。ネジ一本の製作につい

ての技術もあれば，あらゆる組立の技術を綜合してのア

フセブ 9>' グの技術もある 。すべて前を| 古j いて進歩して

いる 。大きな技術は，その下部隊構の技術の進歩の上に

はじめてなり立つ。 したが って大きな技術とは しばしば

下部機械の技術を，し功>1ζ 用立てるかの判断の場になり

うるわけだ。下部機構に閉じものを使 っても，貧困な判

断と卓越した判断とでは雲泥の違い となるからだ。

しかし判断というのは一体なにを根拠にして，いずれ

を貧困といい，いずれを卓越といい得るかとなると . i請

はす ζ ぷるアイ 7 イになる 。個々の技術が進歩すればす

るほど，ア ッセプリングのための判断は錯綜 し， 良否の判

断はっき焼くなる 。いわんや良否という乙と自体が，価

値という問題にからんで，正体の知れぬものであるかも

しれない。

かくして具体的であるべき技術の世界は，空漠とした

抽象の世界へまぎれ ζ んでしまう 。私はまた振り出しに

jえって，技術とは一体何か，乙れから三考え直さざるを得

fJ. P 。
(Ss)  



建 築 儀 礼 に つ い て 一民俗学の立場から一

林

民俗学の立場から建築儀礼を概説するに当って，まず

集団の協力から始めて工事のl般を逐って，と くに信仰的

な商から眺めていくこととしよう。紙数の関係上屋ｾ喪主子

についての記述は割愛する。

群の協力一一一体普請あるいは屋根: rr替を通じて見ら

れるミ存しい現象は村人の協力である。僻遠の地では村全

体の行事とさえ考えられて，各戸から 2 人以上参加i f"る

場合もある。たとえば備中上 ｊ ｾ ｊ 部村では家造りの手伝い

には，各戸 2 人づっ出，京都上賀茂でも建前の折には男

は勿論女も賄い方として出動し，当夜の祝膳は百人分も

用意しなければならぬ。越前五箇村では毎年選び出され

る頭から村中に通知があり，無断で欠席すればハチプに

なった。親類縁者の協力はいうまでもない。親類 ・村人

は労ブJ を提供するのみならず，見舞または祝として下地

純，用材，主主，酒，米，豆腐などを贈る。親類が主人 と

閉じ立場で組を籾み，また大工を招く所もある (飛脚久々

野村) 。建築，菩替が村人の手で自給的に行われていた頃

ほ ど 村人の協力がより多く必ｾだったこ と はいうまでも

ないが，工事が大工 ・左官など専業者の手に委ねられる

ようになった今日でさえこうした協力がやや形式的に墜

しながらも存続しているこ とは，それが労力 ・資材の援

助に留まらず，その蔭に自には見えない群のキ占有j I 的な兇

力を新しい家に封じ込めて永久的な繁栄を祈念する気持

のあったことは，モノモライその他の病気に隣近所 7 軒

分の苧などを貰って食べるとか，千人針に出征者の安全

を祈るなどの習俗と相通ずるものがある。

地祭一一組石運び，用材の山出 し，至宝却さめなどに続い

て地鎖祭が行われる。地の利II ' C . 土地をなぶり，あるいは

占住する許しを乞う儀式である。大|偶尚山地方では， ｾ ｜＠

師が山中で泊る i侍は柴で入用の場所を打廻り山相jl から借

受ける。同じく百引村では野宿の折人数に応じて必要な

地に柴を締して山者1I から借用する。これをそれぞれν パ

宏

クチ， ν パナ ν といい，柴には大体榊を用いるが，地ij1

祭の原型 と見られ よう。亙女とか事fl 主の見立てた吉田を

選んで用地に塩を撒き御幣を立て，また 5 本の幣を中央

と四| 科に埋める所もある( 下総海上部) 。大和ー円ではコ y

i /' ; / ナシの崇を避けるため入念な心構えが見られ，三輪

明事11のお札が大きな役割をつとめる。山城では方除の利!

として知られる亦山さんや城南宮のお札が祈請されて，

四隅に立てた笹竹の全部，または 1 ;本に，また '1-'央に A

てた竹に竹皮で包んで取付けられる 。とれによって凶盃

を固める気持は後述の棟上Ｎの折のス ミ 餅やスマッコ ｾｊ に

も見られる。日取は年内のき日とされるが，京都や大羽: 1

盆地では必らず年越( 節分) の自に行われ，竹に張廻した

ν メ純に終のｴｉ ｾ をつける所もある。ミコ，布 ＱＱ 主などに米

てもらう家もあるが，以前は自分達だけで済ませる所が

多かった。大和十津川では家を建てる前に山伏を l呼んで

屋敷のA 中に争1I を紀るが， ζ れは妃るというよりは封じ

込める感じが強く幣南もブ ν の木を使い家はこの上に総

てて全くの妃り流しである。そのためブジの木は新には

用いないという。

地掲き一一東京の所前ヨイ トマケ，一般にはデッキ，

ドツキ， ドクツキ ，イ ν パカ チ，イ v カチ，イv ツキ ，

ィν プセ， ν ンヤヲチなどと呼ばれる。大黒柱の礎石泊

ら始めてイヌイの柱で抱納める場合が多いが，戊のねーに

始まる所Ｈ摂 ｉｾｬ 歌極的もあれば吉野郡天川村出野のように

「ことは乾のすまの石，祝うてたもれ皆の衆」と唄って

乾に始まり 「ことは乾のすまの石， 1向いて納めて末繁昌」

とl興って乾で納める例 も見ら れる。地飽きは絶えずj酋が

出て終始賑かに目出度く歌い嚇しながら行われ，人数の

多 い こ と を誇 と し，地抱き棒のｾ根元を持つ男子Ｈ京都北

郊木ｾＡｽではネ Ｑ ・ Ｕ ，博多地方では νｹ ヤモチＩは別とし

て，綱の曳子は女が多かった。力の足りぬ女子を力づけ

拍子を合わせるためにも歌が必要だった。地飽き棒はそ
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の形から，タコと! 呼ぶ所が多いが，ペカ( 阿波) ，ν ュモク

( 飛脚丹生川) ， テ トギ( 同久 野々) ， ドクツキ( 京上賀茂) な

どとも呼んでいる。 3 ， 4 本のJ f . ! 手をつけあるいは櫓を

組んで綱をつけ多人数で曳いたりする。外南部では千本

飽きと l乎び，京都修学院でもセジボツキ と称しているの

も多数の力を併せた名前であろう。この名称、は祭の御供

飽きにも用いられる (大和大安寺) 。地飽き棒は所によって

は苧や鋸屑で飾られ( 飛廓白川) ，あるいは御幣がイ、j けられ

る( 越後南魚沼郡石打) 。これだけでもこの棒の神翌さを十分

立証するが，的始めや抱終りに1自を供え，また白川郷で

は最後に大果、村の作 ［ｾｲ｣ 据えて ｩ 内や幣を上げてこれを聞

んで酒1返する。用済み後も社の森に置いて来るといい，

伊勢飯南都では乾の| 科 l亡納めるという。神の依代として

の此の棒の地位が現われる。

手斧始一一本式の着工前に吉 EI を選んで大工にチョン

ナハジメ，チョンノハジメ，チョクナダテ( 丹生川) ，ツ

タノダテ( 甑島) ，ティジダテ( 沖縄) をし て貰う。形式的

に大事な伎を 2，3 度はつるとか，墨を打つだけの場合

が多い。官岐ではこの行事をコマイ 3 と呼んでいる。一

体大工仕事には何処でも小屋を掛けるにしても，古代に

あっては単なる仮れのためだけではなくて敬皮な物忌が

あったものと考えられる。今日でも棟梁がとくに蛋んぜ

られるのは，以前職人を使わなかった|時代にもこの物忌

に代表者がｾーかれていた名残と忠、われ，村 ｬ 祭のそれと共

通している。

建前 ・棟上一一ータテマエは本米中1::立の作業をいうので

あるが，今はムネアグと同じに考えている地方が多< ， 

ともに普訪における故も重要な作業である。この際棟梁

の占める地仰は至向のもので，とくに重姿なi i ! i 分の組立

以外はI官接手を下さず，二番，f l . l ! 梁に組立技術の一切を任

せて自らは仕事の手順や進捗状態の殴督に当る場合が多

い。械ょにはさまざまな儀式や餅撒，酒宴などの信仰的

行事が付随している。棟上祭は天井の梁に仮に渡した板

放の 上 で棟梁 ・ 手伝［ｦＮｬＡｾ徒だけで行われる場合が多 い 。京

阪神では白木の角材に日の丸のんj 了・，御幣，苧を飾り ，

このゴヘイを棟梁，路主，手伝棟梁，左官の分まで作っ

て械に究せ妃る。円型に組合わせたんi子の真中にオタヤ

γ ( おかめ〕の l節をつけるのは，背木曽 川の架橋ー[ 'J( の折

余り橋が流されるのでおI ! 梁が安を人中lーに立て，代りにお

liij をお多福にして紀ってやるといったことから始まると

もいう( 京都一乗，'j) 。この他，相Ili肉¥洗米，庖，尾頭付焼

物などが供えられ，また棟梁の IUIX，; 是斎，かけやなど

も供えられる。槌を飾るのは地を問め，穏を振山すため

という( 大和二階釦。丹波知井でも扇子の他に 苧をつけ

た槌を大工がお ｵ によげ槌で三度打つ Ｑｾ 似をしてからツテ

ノモチを撒く。以上の折， } 益似のII 上りの際と同織に餅

またはν トギ( 奈) を撒く} ! fl，は全肉的に見られる。この

餅は折って食べると達者になるとて我がちに争奪するの
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が村人達の大ぎな楽しみともなっている。 f併撒きは事Ii 上

に妃った有11と共同飲食する点、に重点が置かれたようで，

撒 くという仕方にも分配の気持が強調さ れ，拾 う側でも

縁起にあやかる気持が強い。撒くだけではなく親類近所

に配って歩く所も少くないが，その趣旨は同一である 。

撒き方には種々の作法が見 られるが， とくに四隅を重ん

ずる点に関心が慈かれる。薩摩出水郡大川内では 365 簡

の餅と銭の包を撒くが最初に大工が四! 科に向って投げる

のをスミモチ，またはカドモチという。五烏でも四隅か

らとくに大きいスミ モチを撒く。三河北設楽郡でも四隅

に向って投げるが，四方のコンジ γ に供える といい，棟

梁自ら撒くととになっている。和泉南部でもテ Y ノモチ

とてまず天に向って投上げ，ついで小餅を撒い ている rm

に西北東南の)1債にスミ ノモチを四つ投げる。その他越後

岩船郡，遠州小笠郡，播磨宍粟郡， 伊予越智郡な どでも

スミモチ，スマモチを投げるE誌がある。ま たとの 日の餅

に限って奈を用いる所がある。青森県五戸地方ではグν

( 棟) アグの済んだ日に米 と粟の生粉でやや長めの丸い グ

νν トギを作り，とれを桝に入れて酒 とともに持って上

って秘の上に飾り，男だけ上で飲食し下に下げてはなら

ぬというが，これが棟上餅の古い形かもしれない。また

このま経似を藁づとに入れて小銭 とと もに「しとぎ万年」

と唱えて撒く所もある。信州北部ではこの際に鼻緒の切

れた革綴をfO¥: とともに投げ，それを頭痛の| 時や芳、児の夜

泣の折にtt 先に置けば癒る という。肥後宇土IIIJ で線上の

際に，主人が事I ! 木の上から用意の小似を凶方に投げて拾

って貨うこ とを ヒト ギというのも V トギの批ら しく，豊

後北海部郡でも， ; f . l ! 上祭のことをヒトギナリと呼んでい

る。

先の例にもある ように， 線上にi ! l ¥' と同時に穴あ き銭を

撒く地方も可成り多い。播磨宍粟f ，J 1では，とれをジョク

ゼニ といい，これに紙緩を結んだものを 10筒程作って大

寸こが最初にデイの方に投げ後は他の人がナ γ ド・ダイ ド

コなどへ投げる。丹波知井村でも餅とと もに銭30文を紙

に包んで撒く。周防大島ではこの一文銭は拾っておいて

死んだ時，六文銭の中に入れておく と極楽へいけるとい

う。北信ではこの銭を拾って炉の自宅E鈎に吊 しておくと

火除の兇になる ともいう。

変った行事を紹介すれば，越後中蒲原郡骨竜巻では建前

の餅撒の後でカベツチワカイ ν ュ( 壁土若主役) とて 15人

仰の若者がカベツチアナという深さ 2 尺 8 盤敷位のプ〈

をJ前iり，棟梁や親類の者などを胴上げ してとこに鋤り 込

む。投げ込まれた人は外にいる人々に縛で泥水を掛け，

皆が泥だらけになる。これが終ってから ，タテプノレマイ

C，fl.l! J ての: 妥) をやる という。

また和泉南 ｙｾｉ では，棟上の日に二親の揃った男の子を

2 人頼んで，及; の子の日に地I師を叩いて廻るドグンボと

問じ業の束を持って棟木に上らせ，さ し向いになってそ

，ヨ



も

の木を打たせるが，この時のnnぇ詞に「ガンドエー，ガ

シドエー，ナナクラノガ Y ドヨー」という文句がある。

東西中 と3 度やり了えて乾の方に投げる。 この行事をガ

γ ドヨピといっているが，ガシドヨピというのは恐らく

蟹殿呼ぴと 5考えられ，沖縄宜野湾で新築祝の折に活者が

「ζ の殿内や四の秘{ l 八つの金ね - ・・遊びタナグエピを

遊ばし前 ｾｉ るタナグエピを躍らし的Ｚ［Ａ鰐鮒彼 ｩ ( 稿〉は内に鬼

は外に」と 1¥9えながら，家のめぐりを 7 回廻る行事の中

の海老と考え合わされる。エピもカニも古来目出度い意

味を持つものと考えられる。I ' I ' 純や奄美では1: 1: 1産後の川

下り( 産婦を川や海へ連れて行って泳みさせるとと〉の

日に産児を疲させた上に海岸で捕った小飯を数匹這わせ

る。蟹を産室に這わせる習俗は古くは総有主主王不合尊の誕

生郡にも見られるととであり，また初生児のl治使をカニ

パパ，カニクソなどと呼ぶ風は全国的に見られる。新築

の際にも出産の際にも同 じエピ，カニがでてくるのは，

つぎのす γ パワラの行事と恩い合わせて定に興味深い。

越前段北部では瓦を上げ終えた日の夕方棟梁を中心に親

類近所を招いて土問で祝宴を張るととをナンパワ ラと 呼

んでいるが，組中砺波地方南部では，草屋中良の合掌組が

でき上る と葺く前に棟の中央に穂先を括った 3 把の援を

載せ，とれをす γ パワラと呼ぴ屋根の事1I 織だ と説く。ま

た間酋北部山地では棟木の '1-
'
央と両端の三カ所に 10f也以

上もの採の総先を括ったものを跨がせてこれを引上げる

のに，クν ( 級梁) の引上げに用いた太い純を依って，い

かに も重そうに掛声を掛ける。とれも閉じくナ γ パヲラ

と呼んでいるが，一体サンパワラ というのはニョク( 稲

・薬秘) の蔽い築( ワラガイ) の天辺に被せる 2 ， 3 把

の穂先を縛った襲来の称であって，夙に民俗学でサの利i

すなわちナ Y パイ様，国の有j J の祭の場として注目され，

さらにはニョクの語源であるミプとｾ室の関係にまでお

よぶ沢であるが，こ とでは割愛する。

主主前に当って魔除のために械の上に弓矢を飾る風も ｾｴｬ

当札く行われ，これをマオド ν とl呼ぶ所もある。矢は鬼

門に向けてまjl j ; ' ，l の侵入を防ぐのがー般であるが，筑後/

女都では乾の) J に矢を向けその先に扇をつける。壱岐で

もタテマエの時も主主替の時も竹の弓と桑の小校を棟の上

に立て両親の踊ったず; が作ったま提出子を紀る。相馬でも

，j > J ! の両端に弓と矢を挿しておくが， ｾ Ｚ去には次第に装飾的

となって棟梁が持帰る所もある。各地で ト.!J : tド ν とl呼

ばれる小さな御幣も閉じ目的かららしい。東北地方でヤ

ダテというのは板を削って作った鏑矢で ， 男女の ［ｲｲｾ や塁さ

の毛，化粧品の包も添える。線上に髪や髪の道具を供え

るのは他にも例がある。常陸土浦などでは，? ? ある大ー

がお宮の建立を言背負った! 時，過って則、l の本t を 3 寸相短

く切って心配していると，娘がF容をはかせたらと芝、え

た。こうして竣工したが，般の口から失敗の洩れるのを

恨れて殺してしまい，それで髪の道具を供えるのだと伝

え， 77森県五戸地方にも似たような伝承が聞かれる。こ

の習俗には，舟大工が新造船に女房の髪の毛を舟玉織と

して紀り込むのと間じ動機が看取でをる。 j魔除と並んで

火伏せも重大な関心事である。大和磯城郡や字陀郡では

建前の際に純 12たぐり，襲 1 把tヒ水木の葉や校を添えて

練木の内側に括りつける。三河北設楽郡でも材! 祭にはと

くに水木を供えて火伏せの況とした。

とうして線上の儀式が終ると，後はi棟梁，手伝，左官

ほか親類近所の合力者全部を招じて土問で盛大な祝} k が

1mされ，数々の目出度いl興が歌われる。これに加わる人

々は勿論当日や石綿きの折にも食物 ・酒その他の金品を

持寄るが，これによって人々の結合力を増し，当家の繁

栄を祈る気持が箭められて いることは先に触れたとおり

である。工事の指揮者たる棟梁に対しては依大の礼が尽

くされる。酒宴の後で引出物を贈り親類の者がとれを担

って賑かに歌いながら秘梁の家まで送り込む風は方々に

見られ， トクリョクオク. ! J ( 上田市) ，ダイク: t ク. ! J (南河

内) ，ダイクモド ν ( 肥前宇久島) ， クチコミ( 京都上賀茂) ， 

パンゼエズク. ! J ( 番匠送り) (対馬南部) など と呼んでいる

が，北九州ではムネアグオクリといって線上の翌日棟梁

の家ヘダイ コク マイ 3 - 4 俵など，打固めの木船，飾り

に用いた弓矢などを持込み，讃岐広島でも翌日ホッカイ

にf訴を入れて弓矢とー絡に持っていく。いずれの湯合に

も棟梁方からも酒肴が出て祝直しをやる。

京都北郊のよ賀茂では棟梁を送り祝宴も終ると，施主

が未だ床も張つてない土聞に仮の板がこいを作って一晩

だけとこで絞る習わしが今も守られている。折角できた

家に主より先に魔性のものなどが住みつかぬようにとの

兇だという。 大和吉野郡の川上地) i にもこのj孔があると

附いている。

新築祝一一いよいよ 竣工すれば当然さまざまの儀礼や

盛大な祝宴を伴い， フν y アガ. ! J (陸前伊良部t匹前村) ，イエ

ミノイワイ( 相模fll 久井llll ，'f叡村) ， ヤガタメ，ヤイワイ( i i J

ffl 小州出) などと呼ばれる。陸中上閉伊郡土d:i l村では臼，

杵，粉ドし， 絞，摘木，総理言，ヘラ( 杓子) ， 般物依を一

人で一品づっ担ぎ太放を日IJ きながら家のめぐりを創る。

沖縄宜野湾村の行事は棟上の折に触れたが，こ こでも家

を7回廻り，閉じく 山原地方でも長い家造りのオモイ( 布11

歌) があって布11人が唄いながら家を 7 周する。家や柱の

周囲を廻る風は古事記の古から見られ，今日も有j I 立をイnl

う場合にしばしば採られる方式であって，とれによって

神聖な力を予期 して，新築の家に新たな力を祈り勉めよ

うとの願望の現われである。青森県三戸Jnl では，ヤドコ

( 屋* 葺上げ) の祝に一人は蓑をかぶり，今一人がその後

について水を掛けながら家のめぐりを 3 度廻るという。

新築の行事には生摘の力を家にもつけるためと思われ

る奇抜な風習が含まれる。会津や羽前の村々では，新築

祝の折主婦が木製の大きな. ! J ; / ガを担いで家のめぐりを
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廻り後でおI i に縛りつけておく という。八重山野ー島でも家

造りが完了する と， 男女一車li がクパ釣瓶を荷って中柱を

3 周し，先棒の男が 「ア Mプサニー ( 蛾拾え) J といえ

は後棒の女が「ア Y プラヌ ー ( 蟻居らぬ) J と唱える と

いうが，とれと似た行事が羽前段上郡でも ，ただし これ

は正月 15 日の夜行われる。夫婦が裸体でユノレリを 3 度，

家のめぐりを 3&廻り男が「コーラガワレタ」と唱えれ

ば女房が「アワポガナガノレ」と応じたといい，新築祝と

小正月の行事には他にも類似点、が見られる。

屋移り一一ーヤクツリ，ヤオツリ，ヤワタリ ( 南伊豆，土

佐) ，ヤガ 9 ( 北越後) などと 11予び，また円タマ ν とl序ぶ地

方も多い。ワタマ ν はいうまでもなくワタノレの敬語化さ

れた形で，とこにも屋移りが人聞の移転に留まらず，家

の神のお渡りをも兼ねた大切な祭だったととが続われ

る。新築祝と屋移りは切離しては考えられぬ行事であっ

て，この折粥を炊いて供えたり . 食べたりする習俗が各

地に見られる。とれをワタ 3 ガユ( 上州赤城桜村) ， ヤワタ

Dガユ( 美漫徳山) ，ユワタリガユ( 南伊豆南崎) ，ヤタナガ

イ( 神戸須勝区多川知1) ，ヤガイ( 天草) ，ヤガイノカユ( 佐賀

川上郷) などと1 I ' f んでいる。二三の笑例を示せば，北上山

地の土剖| ではスマコガユとて煮立った粥を家の四IfIl lに供

え，間i時にー闘でこれをI駁る。悶じく陸中紫波郡のス 7

y コカエコは，二親の揃った 10才仰の児女 2 制l の f- 供を

選び家の四l科に向って歩きながら粥をft い早く食べ終っ

た子が残ったおのi告を司Fい取ることを湾 とする。伝自立の

スス Dガユの行事は主人が煮立った粥を 12本のれの根元

に供えて歩き，またおu梁が粥を口に暗号んであたりに吹き

散らすー方，ニワク ν のj ーから水を振掛ける。水や鵬が

体に当れば縁起がいいという。これ等の行事に使った箸

や杓子はいづれも校に括りつけられる。三河北設楽郡で

はちu上の後で縦梁がむ二に引ちを食わせて姐り，棟梁が「大

黒れに何グー( 粥) すする」と[ l 日えれば，弟子たちが一斉

に「延命長者のケ ーすする」と応ずる。駿河安伯郡でも

ハジラホメといって小豆P討を各; j : t の織に供えて目出度い

言禁を唱えるという。以前は我闘では関は飯に相当する

ものだったからこの方が古式とも考えられ， 小正月の成

木立めや門i僚に潟を進せ' る習いと問じように家にも食べ

させる訳である。弼は小豆粥の場合も多い。。凶後北魚沼

郡では家移りには大釜や鍋ででさるだけ沢山の小豆粥を

炊き村中の子供を集めて食べさせ，その後は親類近所が

夜通し火を炊いて語り明かす。伊豆ftl 支f . I l 雨的村では毘

移りに 7 判・の Jj ( を買って火を焚き，小豆を入れたユワタ

Y ガユを炊いてて子供と通りがかりの人に食べさせるが，

ことにも群の中川 ｉ ｪｬ 的な協ブ ｊ への期待がみられる。 小 豆ｩＩＺｪＺｾ

の持つ況力は小正JJ の持j 占などでも祭せられる illl りで

あって，こうして新しい家やその居住者の安必繁栄を祈

るのである。なお， f ，論津訟能Jnl では黒豆を入れた弥j を炊

く。また側にお金Ｈ肥前 川 上郷Ｉや小石Ｈ括 ｕｯｬｬｾＱ Ｑ 崎 ｬ 出船 ｕＡＩ を入
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れて配りそれにあたれば縁起が吉いと喜ぶ地方も多い。

信州下伊1111では手椛i l ' C粥を入れて 「延命長者家移り粥を

l綴れ よ」と唱えながら配る。関をその場で食べずに分配

するのも共同飲食の趣旨には変りは無い。

実際上の家移りに際 して何を真先に持って入る かにつ

いては地方に よってまちまちであるが，東京近辺や伊勢

河芸郡では，万年青の鉢や株を先ず持込む。また北伊勢

では イワタ 9 ( 移転) の折はド Y ペ( お歯黒) をn先に

次にク ν ( 糸ク 3 のこと) を持込んで炉の周囲を 3 度引

カナ

廻し，ク ν ックピ( 糸枠を取付 ける台〕を持って入る 。

上 伊 ｾ ｮ ｬ でも 糸 取の枠が最初に持込ま れ る。所に よ っては

クν という脚立を持込む。 ともか く，いずれも形が牛の

角に似ている点から古代に牛が生賛に供せられた名残で

はないかと 考えられる。現に藤南徳之島では近頃まで新

築祝にはヤギユ ν の祭 という行事があって，家主は牛を

屠ってその前肢と頭を前庭に吊 して紀ったそうである。

沖純宜野湾では塊と l床I槌と潟臼を最初に持って入り，つ

ぎに主人が近所の子宝長ー者と一緒に入ったという。事Il 仰l

や仏取を先ず運び込む地方の多いのは当然だが，陸前気

イ Ｑ Ｑ Ｑ 沼地方では相 ｪｬｾ 測についで臼と杵を持参している。陸 中

土ｾＺＺｉ村でも新築祝に臼や馬を引いて家のまわりを廻るの

が例だった。このように臼を運び込む地方が多いのは矢

扱ク ν から転じたものではないかと考えられる。なお 1--

州jJp減収村では主人が依を負わせた馬の手綱を取り，あ

るいは俵を抱え偽のタテゴを持ってハイハイと! : v . ぎなが

ら反内へ入るし，式殿秩父郡大 柄 では ｾ ｪ 二戸水をがｦｊｬＧｃ ｴｴ えん

で持っていき，つぎに火を遥ぴ，それから馬を曳いてい

く。飛騨久々野村でも新築の第一夜は主人だけが泊って

魔除として馬の較を飾るという。このように馬を! 丸く習

俗も同じく牛から転じたとする説がある。 71 < と火を真先

に持込むのも古くからの習わしであって，火のや11聖をm

んじその織れを極度に忌、み，また正月には若水を迎える

日木人と しては当然のととといえよう。南河内郡丹比l也

プ ｊ では漬物桶を Ｑｾ 先に運ぶ習 わし があるが，大和西大 ミ 号

付近でも この頃との風が行われるようになった といって

いる。

以上建築に関する民俗儀礼の目ぼしい例を挙げながら

概観してきたが，各地各様と考えられる様々の呉俗奇習

も全 IBI を通観するときはそこに自ら統一が見ら れ，わが

国の伝統の根強きというものが祭知される。 ζ れは辺部

な政山村のみならず，都市の近代建築においてさえ見ら

れる現象なのである。

主要参考資料

民俗学研究所編 綜合日本民俗踏ま記( 附30- 31 平凡主1: )

柳田園児 ・関 ! 敬語 日本民俗学入門( 附17 改造社)

民俗学研究所編民俗学耶典( 昭26 東京蛍)

制l回国男 ・山口貞夫編 居住習俗J温泉( 昭14 民間伝本の会)

山口a夫地. l ! I ! と民俗( 昭19 生活社)

柳閃国男編 山村生活の日f先( 昭12 民間伝i ! < の会)

活 者 採 訪資料

Ｈｾ医者 奈良学芸大学講師)

， 



建 築 工 事 の

浅

建設工事には古来，種々の祭英式事が行われている。

起工に先立って行われる地鋲祭，上棟に際して行われる

よ棟式，竣工に際して行われる竣工式などが最も知られ

ているところであるが，その他起工式，立; 住式，定礎式

なども，よく人に知られているところである。また，そ

のほかダム工事の湛水開始に際して行われる 湛水式，火

力発m所の火入れに際して行われる火入式などがあり，

橋梁の渡り初めに際して行われる開通式，銅像， Ｑ￭Ｇｾなど

の除幕式，仏体の肉眼式，入宅地式なども ， よく人の知る

ととろである。

これらの祭奨式事は通常神式によって行われている

が，企業者の関係で神道以外の形式で行われる場合もあ

る。 2医者は会社でその方面に携わってきたので，おすす

めに従って笑際に即してお話・申し上げるとととした次第

であるが，祭礼においては，それぞれ習慣もあり，形式

上 74るところもあるので，その辺については，あらかじ

め御了解を願いたい。

1. 地鎮祭について ( 私祭)

私祭式とは神社，教会，個人いずれによって行われる

を| 関わず，すべて祭紀令に示されていない諸種の祭典を

いうのであるが，祭りの粉村Iについては公私何ら拠ると

ころはなく，ただ祭りの大小，式の次第，供物の t隆重な

どについて多少の相違があるだけである。一般に地鎮祭

は! i l l 築物，築堤，架橋その他の工作物を地上に築造する

に当って先ずその礎地を清め，その築造物の保全を祈念

する地祭りである。との祭りを行うについては下記の調

度品が必要である。

神雛， ｾ終， 真関，注連創，紙霊， ｾ託竹， j精子，消砂，

ひもろ吉っくえま E も しめ匂わ し で き さ に け い す きょす ｉｾ

相1
1般 物 ， 大 麻. 玉 串，切 麻，鉱 物 ， 鎌. 鋤，鍬，

しんせんもつおほぬさ たまくし きりぬきしづめものかま す .)- くわ

三宝，土 器 な ど 。

さん lまう かわらけ

地鎮祭式の次第は通例下記のとおりである。

入場( 主催者，一般参列者，神職〉

開 式( 附式の辞)

修

降

献

抜( しうばつ) 一同磐折( 起立〉

けいせつ

利1 ( かうしん) 瞥 蝉 奏 楽 H  

貯いひっそうがく

餓( けんせん) 奏楽

折

事

磐

行

間

の

一

米

)

散

F

う

麻

山
町

よ
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内
J

じ

)

t

う

め

そ

づ

と

し

り

と

事

事

事

の

と

「

打

C

汀

担

行

(

(

の

〉

の

コ

の

の

上

事

初

制

鍬

日

初

日

崎

山

収

賄

刈

州

鋤

村

M

A

=

三

ロ

《

事

宙

局

祝

地

ｾ＠
フl ' 式 莫 てつ

聖子 繁 雄

玉串恭災( たまくしほうてん) 奏業

撤 餓( てっせん)

昇 神 ( し よ う し ん ) 警 鰻 奏 楽 一 間 給 折

商 会( なほらひ〉

閉 式( 閉式の辞)

退 下 作11][ ; 繁一般参列者主催者〉

以 上

地銀行事は下記のとおり行われている。

刈初・市11主鎌を持って荒草を刈り除く

かりそめ ( 新築工事のとき)

斎鋤… 施主とれを受け て損物穴の1"i VC1立; せする

いみすｾ ( 石切りならし) ( 后砂をかける〉

務鍬.. .1f11i 工者とれを受けて頃物穴の左に位置する

いみくわ ( 土! えきならし) ( 后砂をかける〉

鎖物 ＢＧ￮ 苦主とれを Ｄｦｾ 物穴の中央に ｩｊｾ める
しづめも白

地鋲祭における鉱物行事は最も大切な行事であるから厳

正適絡に行わねばならぬ。故にあらかじめ利l主，施主，

S包工者 とも充分事前に打合せして，すべての行部はス ム

ースに取り運び得るようにし ておかねばならぬ。

2.  上様式について

上秘式は建築成就の第一の祭りであるから，万 ｌ ｪｾ に泊Ｚ

芯して I可i撃に行わなければならぬ。まず大安日などの吉

日を選んで，前| 日から予め棟上げの下準備を盤えておい

て当日秘木を上げ，槌打の式を行い次に材i札を取付ける

行事を行うのである。工匠は上事I ! の際には必ず太玉串を

作り，太い串の上部には丸扇，鋭，福面などを付けて，

その下から五色の麻を垂らして祭壇の後方の柱に高〈掲

げるのであるが，普通これを扇子車といっている。略認

のときは，扇率は 1 ;本立とし，本式のときは 2 本立とす

る。

材{ 札は槍板でl i Jiを駒形にして作り，祭相1
1名，施主名，

工匠名および上初iの年月日などを記入して，上械式の当

日には争11簸の前にお祭りして槌打式が済んでから取付け

る。取付後はこの斎札は祭神の守護所となる。

上様式の次第

上棟式次第は地銀祭次第とほとんど閉じであるが，た

だ地鋲行事の代りに上棟行事が行われる点が wってい

。。

上制行事は，棟上げ，槌打行事，紋札取付行事の! 艇に

行われる。また 1可I寧にする場合には，弓に流鏑矢と雁

かぶらや かり

股矢を仕掛けて事11艇のの両側に立て， 屋上の魔除けとし

またや

て使用されるので，これは普から T. 匠が作って供えたも

のである。
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上 ｴｾｬ 式には本式上株式と中略式または略々式上株式と

がある。本式上棟式は大建築の場合に用い，底上と柱板

とのこ箇所に祭壇を設けて行われ，中略式またはl俗々 式

にては祭壇はー箇所で行われる。

いずれによるかは施主の意向に基くのであるから，予

めよく宇] 合せておく必要がある。

棟上槌打の式

役者はそれぞれA棟木の両1)111に位置し， E良梁は 卜にいて

木綿網をとりつつ古歌を吟じ棟木を上げる。歌は次のも

ゅうづな

のを 2 回吟ずるのである。

千木すぐに樫木すぐにうつ槌も

かつお吉

ともにと とぶく常盤竪盤に

ときわかさわ

次に千秋十点( ーの組) ， 万五実名u( 二の槌) ， 永々線( ニ

の随) と合凶し て鑓を打たせ，緑町後の納めの槌は土金と

つちかね

少音に日目え てj : J ち納める。槌J ' J 式を終えてから棟札を利l

主より受けて大黒村・の最上部に日く取りつけする。

祭実に特有のことぱ

村1簸( ひもろぎ) 普通は榊に四垂あるいは八丞の紙

し だ れ や つ だ れ

垂を御幣のように取り つけ，麻の中央に白紙を巻い て紙

垂の上から左右にき量れる ようにしかけるのであるが，こ

れは祭りの間は神々の宿 となるも のであるから ，祭庖の

中央に一段 と高く掲げ榊のJ-_ 部には神鋭をつけて布11霊の

所在を顕わすのである。故にこれを調製するには充分入

念に し，かつ消潔にするととが大切である。

神銀( しんせん) 洗米，塩，清水，御酒，昆イf)， 錫

鯛，鯉魚，野菜，果物，鰹節， ｾＩ［子，協粟などを三宝に

鐙りつけてお供えする。 ( 三宝は 5 台または 7 台， 9 台

など用う) 事11餓物は神にお供えをするものであるから充

分吟味して新鮮なものを用意せねばならぬ。

大麻( おほぬき〉 抜の ときに使用 されるー磁の被幣

はらひ~い

であって，榊に木桧を垂れたものである。本来，大麻は

ゅう

幣の一種で，自己の誠意を祁lにささげ る料として使わ

みてぐら

れたものであるが，今は被い清めるために使われてい

る。

切幣散米( きりぬきさんまい) 切麻とは絹紙麻など

を小さく切って玄米と合せたもので，神々に手向けとし

て撒くも のであ るが，この撒物にも自己の罪械を抜って

神に感謝する怠味をもっている。切麻はまた五色の色紙

を用いてもよい。なお撒くときは左，右，左と
3 固に撒

くこ ととされてい る。ま た切麻は被いの ときと 鋲物行事

のときに使用される 。

祝詞奏上 ( のり とそうじよう〉 祝詞は斎主自ら神明

に告げ白す罰であるから，ヰしを欠かぬよう敬意が厚〈表

明されてい るものでなければならぬ。祝詞文はその大部

分はみな延喜式に収記してあるが，文章はいずれも広重

であるから，祝詞を奏上するときは科l人合ーのや11岐に到

達する ような霊感を党え しめるの である。祝詞文の構成

は始句に始まり ，次に祭神名，祝詞奏上者の氏名，祭典
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の因由，祭典のおもむき，村l餓の次第，相11徳称、錫詞，本Ir

訪および感謝の詞となり，五 ｘＱ［ 去に ｾｪ 末旬で終っているの

が普通である。

玉串奉奨( たまくしほうてん) 玉山とはz 祭典の場

合に神前に奉奨するもので，榊f乙紙霊をつけたものをい

う。玉串を争11市j にささげるととによってご凶帥I1に通じ，

神人一体の境に達するのである 。

玉串奉英順位を決するととは最も大切なことであるか

ら，あらかじめ施主ともよく打合せた上で決定すべきで

ある。

順位は，i奇主，施主，設計者，施工者，来賓のl恨にす

る。玉串には正し〈紙霊を付け，必要数だけ予め用意: し

ておくべをは勿論であるが，常に予備として数本多くこ

しらえ てお〈必要がある。ま た玉串が代表者に よって司王

挺さ れる 場合には，関係者はその都度起立し列拝するの

がー般の礼である。

手水の儀( てみづ〉 野外の祭場では必す. 手水所を設

けておかねばならぬ。それは祭場へ入るに先だって手を

清め口を総いで清浄の身を以て式場へ臨むためのもので

ある。手桶と柄杓拭紙を用意してお く。

l門会( なほらひ〉 祭典の間後. 事11熊物や桝I泊ーを共に

戴いてお互に祝し合うことをI汽会という 。その調度につ

いては身分相応にすべさも のであるから. 一概にいえな

いが，最も簡単に執り行われる場合は相lli 河とするめで乾

盃すること もある。いずれにしても身分相応に行われる

のがよい。

3- 竣工式について

建築工事がいよいよ完了した場合には，施主は必ず竣

工式を行うのである。すなわち竣工の l拘を大村Iたちに告

げ白すお祭りである。 虫食工式の次第については上記とほ

とんど同様であるが，ただ祝詞が済んでから新室の清絞

が行われる点が異っている。新室は地下から屋上に至る

まで皆，境と切麻で被い清める。そして式事が終了する

と， ｩ 直会 として祝 宴が行 われ るのがｾ通である。場合に

よっては式の直後に設計者の工事報告があり 2 施主から

施工者に対して感謝状や記念品などを矧られるとともあ

る。

以上で地主ｾｻ祭，上事 ｵ 式，竣工式についての大要を述べ

たが，次に近代式鉄筋鉄骨コ γ クPート ifi の建築物につ

いて行われる立柱式および定礎式と火入式その他の式事

の大要につい て述べる ことにする。

4  高層建築物の立柱式について

鉄骨鉄筋コ Y クDート造の高層建築物では基礎の掘プj

工事を完了して柱織の基礎 コジク Y ート打T 事が終り，

いよいよ鉄骨の柱を建て始める頃になると吉日を選んで

立村式が行われる。立科: 式次第については上記と大差は

ないが，立J組ー式を行うには予め諸般の準備を整え ておい

て，吉日に立柱すべきであることはいうまでもない。立



柱式の祭事11には星の事IJ ，すなわち天昼玉女相11，色昆玉女

神，多額玉女神お よび北斗七星に加えて天白ー箇命，石

凝姥命などを招請して祭るのが一般である。

近来のように工事の規模が大きく，かつ現場が繁忙を

極めている鼠中 に立柱式を行おう とすれば，種々の困難

が伴うから，あらか じめ充分な打合せをして，立柱行事

がスム ースにでぎる よう に手配をしておかなければなら

ない。そし て直接行事に必要なワ イヤ， ロープ，クイ γ

チ，y ベッ ト，ナッ ト，ハ シマー，スパナーなどの準備

をきをえ ておかねばならぬ。現場のf士事 とし て一番厄介な

基礎掘方も済み， 側壁の コジクリ ート 打も終り，いよい

よ鉄 Ｇｉｾ が 入る よう に な っ て 立柱式を執り行い，無事立村ー

ができた ときは実にほっとして嬉しい気分にひたされる

ものである。立柱後は工事が無事に進行するように祈る

のである。

5.  高層建築物の定礎式について

近来，大都市におい ては，次から次へ と高陪建築物が

建てられておるが，と れらの記念すべき建物においては

西洋でも日本でも同じと とであるが，定礎式が盛んに行

われている。いつ頃，定礎式を行ったらよいかといえば

主体コγ クリ ート 打工事を終って正面玄関入口の 2 枚目

の石張りをする頃，最も吉日を選んで行うのがよい。

定礎式の次第につい ては上述の各次第 とほとんど変り

がないが，定礎行事になる と随分複雑なので，次に詳し

く述べておくこ とと する。

定礎行事

先 開 幕礎石正面の鰻彩を撤する

f定礎銘を神前で奉読する

次 定 礎 銘 板 i定礎銘板を桐箱，鉛箱に格納する

次 斎 鍍 {容器のモルタルを取り

いはひ叩 E て i銀にてモノレタノレを均す

次 p g {護主室主主支援礎石を据付ける

次官青 槌 礎石を槌にて打ち固める

いはひ白っち

行事は上記の とおり行われるが，礎石には予め定礎の

文字，年月日 を彫りこ んでおく。次に定礎銘板には何々

本官官を建築するに当り何年何月何回の吉日を 卜して永世

不 朽 の柱礎を鋲定する旨を曾ｾ ， 併せて工事に関 係 した

施主側の霊役名，設計者名，工事施工者名などを記入す

る。なお，後世に記念するため当日の新聞紙，通貨，財

産目録，建物の平面図，立函図を共に鉛の箱に入れて礎

石の内側に梅納する。それから，モルタルを流し込み，

更に銭をもってひき均らす。そして礎石の取付が完全で

あるかを調べた上， さら に斎槌で打ち堅める。定礎の行

事については現場であらかじめ諸般の手配をした上，役

者が各々どんな行事をなすべきかについて充分の打合せ

をし，要すれば予行をしておく。

6， ボイラーおよび瓦斯炉などの火入式について

火入式の次第も前述 と大差はないが，ただ火入の行事

が異ーっている。火入式にお祭りする祭料1は斎火産霊村1，

奥津彦事11，央浄剤E争11などである。火入行事について説明

すると，まず神主が火打石で炉に神火を導入し，それが

終ってからラ イター t iU気などで発火させ，火入口に姉

入し点火するのである。点火初めの行事は代表者によっ

て行われるが，その際にはそれぞれ専門の技術手ｾＮが補助

者として補佐する必要がある。: 去に火を入れては危険な

ものもあり，また火入れに技術を伴うものがあるから，

事前のテストが何よりも大切である。

7.  除幕式，開眼式，開通式

治水の功労者とか市政の功労者など在世中に特に功労

の顕著であった人士に対して，後世の人々がその人の功

績を讃えて銅像を造るととは， t止にその伊jが多い。有名

な歌人，詩人などのために詩歌碑が建てられることも少

くない。とういう場合には大抵神式で除幕式が行われて

いる。式の次第は上述したところと大差はない。ただ銅

像、なり碑全体を白布で包み，除幕のできるように予め手

配しておいて，式中所定の除幕のときにさっと拡を除く

のである。式の前後には音楽を入れてうるわしく先人の

功絞を讃えるのが普通である。除幕は先人の子孫や，ま

た後継の高弟によって行われる。

開眼式

観背像の建立が完了すると，仏式によって開限式が行

われる。すなわち石像に対して魂を入れる儀式である。

仏式1) 自限式の次第は次のとおりである。

差定( さでう〕 活r. i'{ 導 師 入 場 三 拝 ( 紙言〉

四奉 ｦｩ ｾ ｴＧￍ ( 散華〉しぶじようさんげ表白( へうび

ゃく) 除幕酒水( しやすい) IJ 日経偽( かい

けうげ) 競教( じゅけう) 昭 益 文 念 仏 一 会

讃仏偽( さんぶつげ) 御 回 願 十 念 御 詠 歌 挨

拶 退 場 以 上

開通話

橋梁が完工して，いよいよ渡り初めを行う頃になると

橋の両似.IJ には笹竹を立て，〆縄を張りめぐらして竣工開

通式が行われる。式を終えると主催者を先頭にして行 ｾｉｊ

を組み，渡り初めが行われる。このとき旗行列や打上花

火祝賀飛行などの催しがあれば一層盛大に行われる。

結 び

以上，建設に関係ある祭奨式司王についての概要を申し

上げた次第であるが，要するに，とれらの祭りを行うこ

とは施主にとっては，この上もない喜びどとであり，ま

た工事を施工した者にとっては非常に窓議の深い次第で

あるから鈍工者側 としては，よく施主の気持をも及んで誠

心誠意，神に奉仕することは勿論，この祭りの意義を仕

事の上にも表わさねばならぬ。建設者の関係する祭式ｾ

は野外で行われるものが，かなり多いので，風雨の場合

には特に細心の注怠を必要 とする。また祭典の日取り決

定については，暦について吉日を選んで執り行うのがよ

い。 ( 館者 K K大林組工E首都〉
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日 本 建 築 の 工 作 や 加 工 の 変 遷

#
ス

は し が き

日本建築の工具やそれを用いてされた加工方法の変遷

について書くようにとの依頼を受けたが，私は工具など

について特に澗べてみたととはない。ただ古い建物を修

理してきたので，工具そのものは，どんなものであった

か詳しく判らないながらに，加工された材料だけは，い

ろいろ見てきた。それで工作や加工の変遷が建築の構造

や意匠にどんな影響を及ぼしたかといった問題なら何か

書けるだろうと考えて，お引受けしたのである。

加工具の革命と近世建築

日本建築の木材の加工に革命的な変化を与えたのは，

ｾ挽鋸 と 台鈎の発明であった ｣ これらの発明されるまで

は，木材を繊維の方向に小割するには. 今日石を割る持

するように撲を入れて告IJ る方法が専ら行われた。したが

って生木の方が剖り易いので，正倉院文書に出ているよ

うに造材は柚で行われた。とのことは，仕上げの施され

ていない材に残されている模の痕跡などでもよく知られ

るし，中世になると絵巻物の絵にも出てくる。したがっ

て小剖材には木の自のよく通った，ねじれ等のない木が

撰ばれた。大きい節もこの方法で割る際には邪魔になる

ので，避けられている。替の建物には柱のように心持の

材では節のあるものが平気で用いられているが，小剖材

にm目のあるものが少いのは，そのためである。こうして

撲で割った材は「やりかんなJ ( 鍬〉を用いて表面仕上げ

される。しかし摂で割ったままの剖肌に直接「やりかん

な」をかけることは困難な場合が多いので，その前に鉾

を用いで荒祈りをするのである。「やりかんな」や鉾の古

い伝世品はないようであるが、「やりかんな」を小型にし

た万子や訴の古墳から出土したものはあり，中には笑用

に供したものかどうか疑わしいが，柄の所まで鉄で出来

ている訴まであって，はっきりしている。それから鎌倉

時代の絵巻物などには訴や「やりかんな」を使っていると

とろを絵にした箇所が少からず出る。例えば石山寺縁起

や天神縁起などに出る造営場面など ，それであるが，これ

らを見ると，出! った柄のついた，今の鉾のような格好した

ものを ，膝を下して坐ったまま使っている。今の鉾のよう

に刃先が平なものでは，こんな栴好していては重くて使

えないが，この古い鉾は刃先が丸くなっていて，実際に木

材に当って切れる部分が僅かであるためこれでうまく祈

れるのである 、「やりかんな」は短い柄のついた鎚の刃を

まげて，木材に当って切れる部分を少くして，小刀で削る

ように削ったものらしい。詳細は不明だが，鉾など古墳

時代のものと鎌倉時代のものとの問に大きい差遣はなさ
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そうである。それから仕事の痕を凡ると，この他に坂間

金時がかついでいるような「まさかり」というか，斧と

いうか，刃先と平行に真直な柄のついた刃物が使われた

らしい。とれは刃の幅が広くはつられている。とうした

道具は今では柏でしか用いていないが，とれが大工仕事

にも用いられたと思われる。こうして，野材や自に速い

ような材は斧ないし訴ではつったまま用いており，自に

近い，見えをよくする必要ある部分や入念な仕事を必要

とする箇所には「やりかんな」仕上げが鼠li されるのであ

る。とんな工作方法だから， 自で見てー・応平に仕上げら

れるのではあるが，誌の平面とは程遠く，また矩手など

も正確には出来ていないので，これを組立てる場合には

それぞれ材のゆがみの「くせ」に応じて，相手の材をく

せどってゆくという方法を用いなければならないのであ

る。したがって出来上りも不揃いで，目に見て機械的な

整然とした感じがしなかった。一方，小宮IJ 材には木材の

自のよく通った良材が用いられるので，狂いを生ずるこ

とが少し木肌も美しくて，品もあったのである。

ｾ挽の鋸というものが発明されると工作方法は 一 変す

るわけで，最早必ずしも繊維に沿うて削ることにはなら

ず，少々無理にも平な角材を作ってしまうことになる。

したがって，木材は非常に経済的にそつなく利用できる

し，仕上げの j床研りも，ずっと楽になる。しかし，さら

に台飽が発明されると，平な面をかなり機械的に作るこ

とが出来るので，いよいよ正般な角材を作って， *致2hf な

仕事をするのに好郎合となるのである。それも，さらに

枚鈎が工夫されるとなると，この機械化は一段と進む

のである。それでは一体いつ頃から竪鋭鉛や台鈎が用い

られ始めたかというととになると，なかなか難かしい問

題となる。鋸そのものは古墳時代の造物から残されてい

るし ，法隆寺や正念院などに伝世品すらあって，随分古

くから使われていたととが判るが，これは頗る不完全な

もので，鋸の分も厚く，刃のつけ方も拙< ，とても詣く

て，鋸屑の逃げ道をうまく作るようになっておらず，あ

まり重宝なものでなかったようである。だから木口を切

るにも，今の柏で使う「まさかり」式の刃物でぶち切っ

たり ，木口 を撃でついているものが多く，鋸で切りっぽ

なしにした実物をあまり見ない。鋸をいれかけた rlJ 2 分

にも及ぶような切り痕は| 時々見るが，おそらく太い木を

真直にきっばり切断するようなことは出来ず，今の鋸ほ

ど役に立つものではなかったであろう。だから，このよ

うな調子では盤挽など思いもよらぬことであったに泣い

ない。ところで，竪挽を用いた最古の例はという問題に



なると，実例を見つくさぬ限り決めかねるととにもなる

が，私の知る限りでは，奈良の元興寺経楽房本堂に用い

られていた燦は竪挽されていたもののうち級官のもので

ある。との繁は後世挿入できないところに使われていた

ので，との建物の建った鎌倉時代の中頃まで遡るととと

なる。しかし，この竪挽鋸は直ちに今日，木挽の用いて

いるような鋸だと考えることは早計である。室町時代の

職人歌合わせなどの絵に出てくる竪挽鋸は，細い干ｾ・銘 ー を

木の枠にとりつけて，とれを引き張ったものであるが，

こうした不自由なものが先ず用いられたのであろう。そ

れから室町時代に入ったもので，法隆寺北室院本堂の天

井板などが鉱ー挽ぎされている。しかし，この時代には割

った材がむしろ，なお普通であるから，一般に普及し，

何にでも自由に使用するまでにはなっていなかったと見

られる。銘ーはあっても棋で割った方が楽だったからでも

あろう。竪挽鋸が至る所に{ 吏われているのが見られるの

は，むしろ江戸時代に入ってからのことのようで，これ

は木材をそつなく用いるためであったようであるが，台

鈎の普及と密接に関連するのでないかと恩われる。

台鈎の方も一枚鈎を用いたと恩われる最も古いものは

私の知る限り，法隆寺西円堂の応永 4 年 ( 1397)修理のおu

札である。しかし台鈎が普及して，至る所に見られるよ

うになるのも少し下ってからのととである。いずれにし

ても竪挽鋸や台鈎がこのようにtf 及してくると，木材は

f船長のように，節や木理のね じれ等にひどく拘束さ れる

ことなく小宮1I できるし，ずっと楽に平滑な面を作り得る

ので工作技術は一変する。そして，従来の ように組立に

当って，一々材の l凶りくせを見て仕事をしてゆく必要が

なくなり，仕上げも寸法通り正しく出来るので，あらか

じめ計算しておいて工作し，組立てを予定通りに一気に

進めるという方法が可能になった。そして，とれが今日

は常識となってしまっているので- 々くせを取って，

工作しながら組立てて行くという古いやり方は，ちょっ

と想像もできないよう ，なくなってしまったのである。

古代と中世の相違

以上で建築工作に大変化を与えた工具は笠挽鋸と台鈎

であることをお解り願えたと思うが，このこつは互に助

け合って，よくその目的を果した。竪鋭鋸が進歩する と

最早一々鉾祈りをしなくとも，ほとんど目的に近い寸法

の材に挽き上げておいて，直ちに台鐙をかけて仕上げる

とともできる。とうなると仕事も早く埼があき，木挽が

うまくやれば大工は非常に楽で，腕の見せどころも鈎の

切れ味ーっといったようなととにもなってくる。今日と

いえども，との上鋸を動力で動かすようになったのと，

機械鈎ができて，矩手が出しやすくなり ，手数をうんと

省けるようになったというのみで，原理的には同じレベ

ノレにある といってよい。だから，ここ では竪挽鋸や台鈎

の使用後について，とれ以上書くととは避けて，それ以

前の工作方法について，またその工作方法の結果，どの

ようなことが生じたかについて も少し 3 いてみるととに

しよう。

竪挽鋸や台鈎の普及する ようになるまで， 古墳時代か

ら飛鳥奈良時代を絞て室町時代頃におよぶ期間は随分長

七千年にも達することになるが，との畏いII l ] . 撲で木

材を剖り，訴の類ではつり[ " やりかんな」をかけると

いう方法が続いたのである。工具もおそらく小進歩はあ

っても，大変化はなくすんで来たようである。しかし，

仕上げの粕級さは決して一様ではなかった。それも知 ら

ぬ間に徐々と進んで来たのとは違って，鎌倉時代辺りを

境として急に変ってきたように思われるのである。とれ

は工作や仕上げ方法に止らず，建築構造自体もととらを

境として飛僻した。そして，この両者は別々に成立した

と見るよりも，互に関連し合っているととも見逃せない

ようである 。

それならとの頃何がそんな変化を起させたかという問

題になると，答はそんなに容易ではない。ただ一つ考え

得ることは中国の建築の伝来である。すなわち東大寺の

再建に当って重源上人らによって輸入された，いわゆる

天竺様の建築や，科目宗に伴って伝わって来た底様の建築

などがそれである。これらの建物を見ると，構造は平安

時代の建築に比べて格段に進歩しているし，唐様の建築

なと' の仕上げは確かにキ! ? 級である。だから何でも，それ

らの影響にしてしまえば諾は解りやすくて，削切れるの

であるが，そうf l ' l j 単に割切れるかどうかは問題である。

というのは同じ頃，平安時代の伝統を守っていた和織の

建築にも問機な傾向が見え てい るからである。それで，

その中国影響説の結論はお預けにするとしても，どちら

にしても，鎌倉時代に入ると間もなく大きい変化が認め

られるのである。例えば，それまで木材の継手や仕口け

数百年来少しの進展も見せなかったといっても よい笑情

だったのであるが，との頃，急に仕事が級密になって，

引っかけを作ったりして張力にも耐えるような工夫がさ

れ始めた。すなわち，それまでの頭貨の継手は単なる相

欠きを釘でとめるといった呑気なものであったし，桁の

継手な どは，小さ頭の鎌継がガタガタにはめ込まれてい

たにすぎず，村: と頭震の仕口なども全くひっかかりのな

い，欠き込みにすぎなかったし，頭訂以外一切貫を用い

ず，細い筋違が両端柱に少しかきとんで，とめられてい

るといった不完全なものであったのである。それが貫を

幾通りも通して，とれを模じめするようになり ，その端

も柱の中で互に欠き合わせて，その先を外に出すという

方法に代り. ｾ良質 なども木鼻を柱の外まで出して仕口を

完全にし，いろいろ張力に抵抗する細かい工夫が凝らさ

れるのである。また意匠の上からいっても，斗の大きさ

とか極の大きさなども正確に揃ってくるし，斗と極と整

然 と配列して，斗の端と援の側面を正礁に一致させるな
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ど，極めて神経質な納りが考慮され，従来の粗い， 不揃

いな重々しい仕事とは打って変ったも のが生じてきたの

である。

このように仕ー事が急に粉巧になってきたのであるが，

工具は依然従来のものの延長で，根元的な変化はなかっ

たようである。だからこれは質の変化の問題ではなく，

粉度の向上の問題のように恩われるのである。日本建築

が日本建築独特の神経質なものを発揮して，こまやかな

表現を狽い始めるのも， この頃からである。そしてこう

した傾向は南北転時代頃には随分と発展して，見るから

K 下!?巧な手ぎれいなものが現われて来たのである。こう

したがi績な技術は，そのままいよいよ進んだのではある

が，も少し時代が下ると，建築に彫刻を応用することが

好まれて，これが不規則な商を作るので，外観は却って

荒々しくなり，南北朝から室町初期頃に見られる洗練さ

れた感じが稀郊になった。またさらに江戸時代の米頃に

なると，絵綴の渦巻や若葉ーのような曲線まで幾何学的な

線の強さを失って，偏平な太い輪廓のだらしないものと

なってくると，いよいよ荒れた感じが強くなる。これに

反して一方. 台鈎仕上げで平な菌はいよい よ平滑となっ

て，気味悪いまでにつるつるしてくるし，象牙細工を見

るような固い冷さを伴ってくるので，見る目には快適で

なくなるのである。

古代建築の仕上げ

これで中世の洗練された建築と近世の建築との相違も

多少判っていただけた と思うので，最後に古代の建築の

工作についても少し活を進めてみよう。

一番古い建築に属する法隆寺の建物は，再ｾされてい

るとすれば，完走良時代の建築ということになってしまう

が，これはまた 8i 世紀頃のいわゆる奈良時代後期! のもの

とは，また少し仕上げが違うので，先ずこれについて，

ちょっと触れておこう。つまり，法隆寺の建築の仕上げ

は随分荒いのである 。自 に近い「やりかんな」仕上げも

「やりかんな」の刃の痕が よく 居立つ し，極のようなも

のになると，釘はおろか，斧で祈ったままになっているの

で，随分荒々しいのである。 この古い極は後世の修理! で

何度も取替えら れているので，今は全体の 2 ，3 剖程度し

か残っていないと思うが，とれを見ていると，笑にたく

ましい体力を感ぜしめられる。幅の広い斧の刃で，ずば

りずばりと祈られていて，どよみがない。それには刃物

もよく切れたであろうし，手もかれていて，とても今の

人が急にまねられるようなものではない。とんなものに

見なれてみると ，桃山|時代の茶室の「なぐり」は よいと

しても 2 今よく見受ける「なぐり」などは全くのニセ物

で，見られたものでない。 rやりがんな」の方も勢よく

自由自在に削られておるし，元来，訴祈りはされている

ものの，決して平滑な面にはなっていないので，面その

ものが大きくうねっていて，不思議な迫力を与えるので
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ある。こんな材料を組立てるのであるから，寸法も正町長

にはならず，物指も一寸と び位のものを用い たのかと思

わせられるほど不揃いで，材の太さの差も大きく，決し

て整然とはしない。だから随分神経の太いもので， 8-1世

紀の建築とは，また一段と違うのである。

8 世紀の建築は法隆寺のものに比べると，イ士 'Ji が揃っ

てくる。といっても法隆寺のものや次の平安11寺代のもの

に比べての話であってー鎌倉時代以後のものと比べれば

粗い仕事であるととに変りはない。元米，奈良時代のも

のは，陶器類を見ても瓦などを見ても3ド常に仕事は整っ

ており，幾何学的に正確であるのであるが，そうした感

覚は建築の方でも窺われる。ところが平安時代に入ると

逆にまた野容くさくなって， 仕事は荒くなる。例えば法

隆寺大講堂などは経済的理由もあったであろうが， ｾｾ＠

部材の寸法の不揃いが甚だしい。一見しただけで大斗に

大小があることが自につくし，件などは立木を見る如く

に大きい凹凸が目立ち，無論訴ばつりのままで「やりが

んな」もかけてない。そのうえ正面の太い柱と背面の紡!

いれJ との径の差は4，5寸に及ぶといった，ひどいもので

あった。( 村ーの径は11，(大 2 _  1 尺)

む す び

どうやら予定の枚数に達 したので，この辺で結びとし

ようと思うが，要するに日本建築の工具の改革は大きく

見ると一回で，それは竪挽鉛と台鈎の発明であり，その

実施は中世に始まるとしても，普及は近世に下っている

ようである。そして，これは仕 t げを機械化 したのみで

なく，工作や組立をも機械化することとなり，仕事は村

総となったが，面は平計? となり，竪く冷く，単調で， I床

気ないものとなった。ところが旧工具である伴や[ やり

がんな J I時代も仕事の村綴さによって大きく 二つに分け

られ，点に荒々しい仕 ｾ ｊｊ の時代と，繊細に神経質に処ｊｭ

された時代との墳は鎌倉時代の中頃にあった。

とはいえ，こうしたことに拘わらず，もっと大きく見

るなれば，わが木造の工作は一貫したものに大きく支配

されているととも，また見逃せない。例えば円柱を作る

には墨指や打a 縄を用いて八つ中盤を施し，まず 8 角形に

っくり，それから角をおとして 16角， 32角として円く仕

上げるといったことは，未だに奈良時代のものと変って

いない。また，それに j目いる盤宣言や指矩も古くから存伝

していたし，仕口にしても奈良時代から相欠き，鎌継，

渡り限、といったものが相変らず行われており，柱の納，

太納つまなどといったものも，大同小異である。のみな

らず，叉首，二重梁といった構架法も未だに相変 らず行

われているし，梁，桁，斗棋の組み方も一貫した原理を

変えてはいないのであって，伝統のきづなというものの

根強さを痛感させられるのである。

(司王者大阪市立大学理工学部教授)



工 匠 用の ?こ

相 沢 喜 久 太 郎

ｊｾ 法人の用兵についてや ｪ か当くようにとのお話がありま

したので，大変幸ffi ぽくなことより也けませんが，誌面の

穴庖めぐらいのI隆い程度でおゆるしを願いたいと存じま

す。要するに職人 と申しましても主 とし て，普の工匠，

番匠，今日では大工職 といわれている者が使っていた物

について申上げるととにいた します。何といってもわが

国の人聞が穴居| 時代から脱け出して，地上へ住むととを

考え出した頃は，どともかしとも，森林に恵まれていた

ので，これらの木材や草などの資源を利用して，明るい

空間に生活をしはじめたわけであります。

そζ で最も古い l時代には，まだ金属類の工具を用いる

までに至らなかったので，石をもって道具を掠えていた

らしいのであります。それが証拠には純紋式の出土品の

数々の中に，大工道具らしい物が発見されているのであ

ります。現在東京の国立博物館に陳列されている物の中

に，石斧，石槌などがそれなのであります。

ところが段々 l時世が推移するに従いまして，銅や鉄な

どを熔かすととにより，工具を作るととも巡かに速い大

陸方面から，輸入されて参りまして; 包に工具としても能

率のよい物が作ら れ，また，使用されることになりまし

た。もっともとの金属工具を盛んに使われるまでに，過

渡 ｪｾ Ｑｉ時代のあったととは申すまでもありません。すなわ

ち弥生式時代には石綴と金属製品とが併用されていたの

です。

飛鳥時代 ともなりました頃には中 国から 朝鮮を経て，

いわゆる大隆文化がどしどしはいって来まして，その当

時仏教建築の華やかだった大和一円の治物として，幸い

現存する法隆寺，あるいは法起寺などの建物についてみ

ましても，性や板その他の古材を調べましても不問由な

工具で，あれだけの材木をよくこなしたものだと感心さ

せられるのであります。

最近静岡市の南の方の郊外で発掘された登呂の逃践で

は，当時使われていた杵とか板なども，かなり鋭いやり

かんなやのみなどが使われていたようにいわれていま

す。

今から 1，500 年位前のある古境からは，金鎚，のみ，

銘，斧，やりがんな，釘，銭などが出たということも事

実です。ですからかよ うな

| 時代におきましてもすでに

木工用の工具が，使われて

いたことが判るのでありま

す。

法隆寺建立がすみまして

からつぎつぎと薬師寺，唐

招提寺などの奈良朝時代に

押進んでゆきますと，いよ

いよ工具も選良されまして

藤原時代になり ますと，俄

然優秀な工具があらわれて

きまして，} 皮殿造などで見

られるような繊細な工作が

施され，競って壮麗優雅な

建造物が発展して参ったの

であります。

図に示しましたものは，

大体，藤原時代の絵巻物に

画かれていたものでありま

す。室町| 侍代になりますと

今まで鋸はあっても，検挽

( 胴切り) よりできなかっ

たのですが，竪挽きのでき

る大鋸があらわれたのであ

ります。それで従前は木を

l笠に挽割るためには， 2図

のように木材の索性のよい

柾目の通ったものへ，一々

のみをーI宵線に点々と打込

んで，これに模を入れて竪

に割っていました，板もど

うやら木口に剖模( 箭〉を

入れ斧を入れて扮ぎ割を行

ったという話です。

鈎 としては前に述べまし

たようにやり鈎ばかりで削

用
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dF  尚 之 て ( イ)

5 図
6 図

られていたのが，室町時代の末頃に台っさ鈎があらわれ

まして，これも l訟初は一枚飽であったのが大休明治時代

になってから，二枚飽が使われることになったのです。

鋸は 3図 のように恰かも櫛のような形のものでありま

したが，その後に至り現在使われているような，縦にも

挽くととができる鋸が出現して大変便利になりました。

やりがんなは 1図 のようなもので，丁度小万が両方に

刃を持つ鉛の穂先のような物で，それに長い木の柄を付

けたものであります。これを持ちまして牧でも板類でも

綿密にゴジゴν と削っていったものです。

鉾( ちょんな，手斧とも13 く〉 は 4図 のようなもので

以前まではかなり多く使われていたものですが，近頃は

製材技術の向上したため，木材の幅または厚みなどもi F .

確に挽J: ってくるので，ちょんなの必袋がなくなってき

ました，これに引換え告は製材の技術がl綴る粗末であっ

たので，正flj のものを作り上げるには相当のj字さの木肌

を，鉾はつりしなければならなかったのです。また大昔

はやりがんなにかけるまでにその下地をJ与えるべく，f J f

で出来るだけ正寸万三に近いとこまで錦はつりをしたので

あります。

斧( まさかり ・よきともいう) これは大体皆様も御存

じの物であって，形状の大小さまざまありますが，比l絞

的早くから使われていました。

繋 これは前述のように割合と古い時代から使われ

ていま した。寸法は今日同様大小の幅寸法をしたものが

数種類あったようです。別に図には掲げませんが. ほと

んど現在使われているものと. 大差はないということで

す。

槌 ( 5図) 藤原11寺代の絵巻物では材木を挽剖るに大銑i

がなかったため，撃で述続的に穴をあげこれに箭を打込

んで，所要の寸法の木に挽剖る方法が取られていたこと

を申述べておきましたが，その2震を打ち叩いている槌は

金属でなく木の槌( サイヅチ) で作業しているように描

写されています。ですから現在のごとく玄能，金鎚とい

うものはそれから以後のことと考えられます。ところが
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7 図

泌尿時代の古iJJ1から金鎚が堀出されたという事実もあり

ますから，さらにこのことを付け加えておくことといた

します。

小万( 万子) とれは別段申し上げるほどのものでもな

いのですが，やりがんなや量生などで仕上げてゆくほど

に，こまかい JiTI rHIした線など細い箇所を淡えたりする場

合に用いられますが図は省略します。

矩尺( さしがね) たびたび引合いに出しますが藤原時

代の絵巻物には，はっきりと矩尺を使っていたり，帯匠

の肢にとれを差して歩行している姿があらわれていま

す。放初，高ｊＱｾ尺 Ｈ Ｑ Ｎ ＰＲ 尺Ｉ天平尺 Ｈ Ｐ ＮＹＸ 尺Ｉなどの目

盛された尺度であったのが，段々と尺度の目錨も変化し

て，明治になって現今使われているような守 1 尺ざしと

いうことになったのです。この矩尺のほかに尺杖( これ

は現伝でも使用されている) も古来から使われていまし

た。

塁王室，ｾ芯Ｈ 図 Ｖ Ｉ 前おは木製， { 象者は竹箆のような

もので，ほ とんど今日用いられているものとあまり巡っ

ていないことは面白いと思います。

7] <ばかり (7図) 似) は木材を図のごとくえぐり取って

水を湛え，その71<が平かになった状態の 11寺を水準にする

もので( 略して板で箱を作ったものもある) ，今日の水

盛治形の原始的な方法である。筆者の若い頃はまだこの

ような施工をしたことも党えています。それから(ロ) は準

( みずばかり〉のー積で中央の角柱の前方 と後方にある

頂を限で見通す ことにより，水平を定めることに使われ

たものであります。

以上で古来使われていた大工工具の一端を，極め て簡

単にZききましたが何分にも浅学非才であり，しかも 11寺日

が短かかったので充分な資料もなく，全く冷汗ものを徒

らに記述いたしまして申し訳ないと存じます。どうか至

らぬ点およびr : n違った点も沢山にあることと思いますの

で，識者の御ut 正と御指教をいただくことができますれ

ば幸甚に存じます。

( t官 者 大 阪建設業協会工f 6部長)



建 築 生 産 に 関 し 職 人 の 実 態 の 変 遷

中 出

こんな題をいただいて沓をはじめたが，内容は全くそ

れにそわないものとなってしまった。強いていうなら，

戦後の建築生産に関 し，職人の実態とでもなるのだろう

か。

旺盛な都市の建築意欲

賠償の交渉 とと のわず，空しく帰国したインドネ ジヤ

のハッ タ前副大統領は，羽回空港での声明中で，日本の

建設情況の盛んな点、を とりあげていた。彼の口調の中に

別にそれを非難している何ものもなく，むしろ 日本のた

め，それを喜んでい てくれるかのよう ではあったが，ヰム

には額面: i i l l りに| 瑚きとるととができFなかった。

敗戦後進駐軍工事に救われて，係命をつないだわがま長

界は，その後沖縄の米軍基地の工事に阪い，国内には紡

絞の地銀工事が一斉に起り，そうした産業界の動きに刺

被されてか，都市にはヒソレの建設が活発化するにいたっ

た。 丁度H日和25 ，6年頃である。当時フィ D ッピ γ との賠

償問題にからんで，吉田内閣が勧告の形ではあったが.

2在んなヒソレの廷喋意識を抑制しようとしたのもその頃で

ある。

しかし戦前戦後を通じ 14 ，5年fUJ建築らしい建築のなか

ったわが都市の，こ とにその戦争の大きな被害をう けた

都市の必要上もりあがった建築ブームが，御座なりの勧

告で中断するほど綴浅いものではなかった。すなわち東

京にはじまった建築ブームが，大阪，名古屋と! 順次地方

におよび，さらに循環を繰りかえして今日なおつづき，

期間にしてわずか6，7年のこの建築界の活況がわが建築

技術の向上に果した役割は大きく，戦時 'j -'の技術の低下

を完全に回復したかに見えるのである。

都市建築戦後の特徴

都市における ヒソレ建築の規模は，近年ますます大きく

なりつつあり，これが戦後の都市建築の特徴の一つであ

る。

大阪にも ii 災前の建築で一万f干を泌すものが幾つかあ

る。しかしそれらはすべて二回，三回の地築過程をふん

でいる。今日のごとく一万. e y . ，二万坪という大規模のも

定 夫

のの一度にでまたことがない。

日本の経済基礎が浅いといわれ，事j1武以来とうたわれ

た好長気が日銀の金融引締に忽ち不張気となり，不渡手

形の発行が戦後段高 ( 10月) を記録するという，まこと

に悲しい日本の姿ではあるが，その経済事情が，戦後の

わが都市建築に変った性格を与えるにいたった。戦前に

は個人も，法人も資金の蓄mをまたずして建築など企画

しなかったが，戦後は一変して借金で家をたてるように

なった。税がi T I くて資本の蓄積をまったのでは実現不可

能なのかも知れないが，個人は金融金庫から借金する。

法人はW:資はいし、方，銀行の融資，ネ1:1i'I の発行など ，ピ

ノレ建築においてはテナ γ トの協力金と全く他人の金で建

てられている。すなわち借金さえできれば，採算にのり

さえすれば，規模が大きいほどよいのだ。かくてii 災後の

建築はますます大ならんとし，工期も金利計算の必然の

帰結として， ii 災前のような悠長さは許されない。最近ま

すます甲ーくなり， ii 決後建築工事の今一つの特徴をなして

し、る。

短縮された工期

戦後の建築胞工のスピ ー ド化には目ざましいものがあ

る。商業建築における工期の短縮は，工費の低廉同様に

重要であり，その要求ーはわが施工技術の上ばかりに とど

まらず，設計の上に，材料の J' .I ' L - 大きな進歩をもたらし

h  

ｉｾｏ＠

μ)  基礎工法の進歩

クエノレポイントの採用は基礎工事における痢削を非常

に容易化した。それよりも土に対する工学の発達は， ru 

気回結法を生み，サジドドレ Y 工法を生じ，軟弱地盤を

人為的に圧縮して，これに建物の支持力を与え，久しく

常識として，われわれが採用した杭打工法を不必wとす

るにいたった。工授の点からも，エ ｪｾＱ の上からも，突に

ii 1 i i 期的な進歩である。

(ロ) 仕上材料の進歩

新しい建築材料の登場は建築を単純化し，純工の乾式

化を促進して，工期短縮に貢献するととろ突に大きなも

のがある。
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昔のEi; 築のほとんどすべては，内部仕上げを左官に依

存したが，戦後は俊透な建築材料の出現によって，ii 災前

のように大き な天井を左官で仕上げ るなど全く なくなっ

たと いっても よい，内装ばかりでなく，新金属の発達 と

その採用は建物 ￦Ｎ ｾ ［ Ｎ 棋 より ， 石，タイノレ ， 左官 な ど一切

の湿式材料を ロックア ヲトし ようとさえ してい る。とく

に塗毅材料に対する研究，改良にはめざましいものがあ

って，左官塗 りたて後 3 カ月 6 カ)j とおかねばならな

かった乾燥期聞を今日 では 1 カ月 で， はなはだしい時に

は半カ月で塗袋工事に着手し得るようになった。

い) 混凝土会社の出現

大都市における建築の活発化に呼応して出現したも の

に，ift 凝土会社がある。 iU話一本で必要な| 侍に，必要な

獄度の混凝土が得られることは，都市建築のように 100

% 敷地を利用する 現場施工には最もあ りがたいことであ

る。

同 施工の機械化

進駐軍が日本の建設業界に与えた移響は，施工の機械

化であったと思う。そして彼等の残して帰った使いふる

した施工機械が，わが業界の機械に対する認識を深める

上に，その運転技術の修得の上にどれだけ役立ったこと

か，建築は土木に比し，機械の利用度が小さいが，それ

でも基礎の堀削，運搬，杭打あるいは鉄骨の建方など

に，軌道カをもった優秀な機械が競って利用されるよう

になり ，経済的には とにかくも工期の続編i の 1: には大き

な効果をあげているのである。

依然として高い労務への依存度

前項にのベた諸要素はわが施工の短縮化に大きな役者IJ

を果しているが， ー方人下の多い，したがって，労務fi

銀の安いーわが国では労務への依存は依然として高く，工

期が短かくなった というも，そ の大部分は人海戦術に似

た入手の投入と，夜を日につぐ無休の結果tとまっところ

大きく ，こ の点アメ P カの施工とは大いに違うのであっ

て，入手依存は経済面でも，工期の而でも，究極的には

安易であるため，わが業界の際情化といい， 機械化とい

うも微し得ぬうらみが多い。

ところみにわが入手への依存度のいかに尚いかをアメ

P カのそれと比較してみよう。

建E没工業ー生産観察|寸1の報告 S の'1' にアメ 3 カの建築 仁

干lf のj反骨li 構成がのっている，それによれば下況の ごと く

工場 肉質f 住宅

労 務 1i: 20%  18%  22%  

材 料 23 1/  15 1 /  28 1/  

外 注 1'i 54 1/  63 1/  43 1/  

経費お よび利益 4 1 /  4 1/  7 1/  

労務ｾ Ｇｩが平 均 ＲＰ Ｅ を占めている。これに対しＮ日本では

( 同報告7らによる) I二l 銀調査の統計によれば

労 務 t'i 14. 2%  
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材料ｾ Ｇｩ 29. 5 1 /  

外注ｾＧｲ 36. 1 1 /  

経費お よび利益 20. 2 1 /  

と，労務裂が 14 .2% となっている。すなわちアメ P カの

20% は数の上では大であるが，労務質銀のわが労務者に

10倍から 15倍することを考慮に入れる とき，彼等の20%

は 2 % か 3 % になり( 外注1' i 中にも労務費があるから，

労務授の20% を労銀の比率で割れないが) ，わが 14 .2%

よりは るかに小さく なる 。すなわち，われわれは彼等の

5 倍から 7 倍近いl俄人を使用 しているこ とになり，いか

に職人への依存度が高いかわかるのであって，ととに職

人の良否が工事におよぼす影響の大きいとともうかがわ

れるのである。

職人の不足と技術の低下

ii 災後，J政人の技術の低下が盛んにとな えられてきた，

長い戦争中には養成もされていず，応召して外地の協と

消えた命も多かろうし，帰ったものの負傷のために，老

いのために仇けぬ者も決して少なくない筈，そ とへ恩わ

ぬ建築界の活況である。職人の不足も総体的な技術の低

下も当然なととである。

とくに米軍の要求に よりて， 施行された職業安定法は

中間搾取の排除とボスの株殺を目的とし，何人といえど

も労務を供給し符ないとて，労務に闘する下;! ? の制度を

破駁したが，わが業界にfY<1する限りらょっと的はずれの

l必が少なくなかった。

優れた技術により ，職人の尊敬と，元誌の信頼をうけ

て存在する下請はボスでもなく，中間搾取でもなかった

が，安定法は一作にこれを抹殺し ようとした。その結果

職人を俊成するものも減少し ，かつ中心を失った職人の

動揺はなはだし く， ii 災後の技術低下をさらに助長したか

の感があった。

職人養成の必要

安定法の定めにより， Jfi成業補導所が各地に設けられ，

大阪府でも ，木仁，建築，左 官 ，タイ ノレ ， 主主ｾな どの科

Il について月 捕々当事教育をほ どとされてい る。 しかしそ

の対象はあくまでも失業者，転職希望者，身体傷害者な

どを主とするものであって，哀の業界の要望による労1))

ゴ ｊ の充足を目的とした ｊ ｾ 成人の長成 とはいい 得ない。

もと より下前に のみ 依存する元 ［汚染者には が ｔ ｾ Ｑｦの ｬ 刻心

なく ，J般人後成の必要性はただ工事の者11度，J級人 の争奪

に苦しみ，賃銀の吊上げになやむ下312i 業者の間で熱心に

とりあげられ，彼等のうちには左官を塗装工を独力で後

成しようとする者も出現する にいたった。もちろんその

成果を今後に期待するのであるが，あ る見習工. の養成を

企画した下請業苦は幾人かの世話役に十人づっの見沼工

を筈IJ 付けて，現場でこれを長成せしめた。しかし世話役

の一人 A が仕事の小さいため，うち 8 人を世話役 B に預

けた。 B はと れを工事の多忙のままに手元的な仕事に使



大

鉄 筋

左

造 作

ー

イ

也 気

衛 生

大 理n

ro 1 者 平 均 年 令 と 終 験 年 数 用した，後A に大きな工事が出たため B より 8 人の見習

工を返して貰ったところ，手元においた 2 名の見習工と

の聞に大きな技術的差ができていたとの話をきいた。

エ

ヱ

官

エ

J レ 工

工

工

石 工

| 人 数 Il 令平均 IB:験dl -

161 

89 

99 

6  

13 

57 

43 

(7) 

9  

28. 5 11. 7  

30. 9 6. 17 

28.9  11. 75 

38.8  21. 3  

25.6  8.53 

30. 03 10. 63 

31. 0  8. 8 

(23) (3. 75)  

30. 5 5. 1 

16.8  

24. 73 

17. 15 

17. 5 

17.07 

19.4  

22. 2 

(19. 25)  

25 .4 

一方に仕事をもっ下請が見習工を養成するなど，決し

て楽な事業ではない。

アメリカの見習工養成

アメリカではユニオ γ が建設業協会の協力を得て，見

習工の養成に当っている。そして職人もホワマ γ もこの

養成に立任をかけられている。カ Y サス市の大工組合と

業協会との協約書の中I t : . . 見習工を 1 つの仕事に使つて

はならない。各種の仕事を習熟するよう合型的な概念を

ro 2  :; 長 年 令 に よ る 聡 人 の 分 布

年 大 エ 鉄 筋 工 左 宮 造 作 工 タ イ ル 工 沼 気 工 衛 生 工 大 理 石 工

令
%  

16 
1  7.69 4  7. 00 1  2. 13  

17 1  62 1  1. 01 1  1. 77 1  2. 13 1  11.11 

18 4  2.48 2  2. 23 4  4.04 1  7.69 2  4.26 

19 3  1. 86 2  2.23 5  5. 05 2  15. 39 1  1. 77 1  2. 13 

20 7  4. 34 3  3. 37 6  6. 06 1  7. 69 3  5. 26 1  2. 13 2  22.22 

21  5  3.12 2  2. 23 9  9. 10 1  7.69 2  4. 26 1  11. 11 

22 12 7.46  5  5. 64 7  7. 07 2  15.39 5  8. 76 

23 9  5.59 5  5. 64 10 10.10 1  7. 69 2  3. 54 1  2.13 

24 8  4.96 9  10. 10 5  5.05  3  5. 26 2  4. 26 1  11. 11 

25 15 9. 32 7  7.88 8  8. 08 6  10.52 

26 10  6.23 3  3.37 4  4. 04 1  16. 67 2  3. 54 3  6.39  

27 20 12.46  8  8. 99 5  5.05 1  7. 69 2  3. 54 5  10. 64 1  1111 

28 10 6.23 5  5.64 1  1. 01 2  3. 54 3  6. 39 

29 13  8. 08 4  4. 49 4  4. 04 1  1. 77 4  8. 52 

30 9  5.59 3  3. 37 2  2. 02 2  3.54 2  4.26 

31 2  1. 24 1  1. 12  2  2. 02 l  16.67 1  4. 26 1  11. 11 

32 3  1. 86 3  3 .37 2  2. 02 1  16. 67 2. 13 

33 2  1. 24 1  1. 12 1  1. 01 1  2.13 

34 3  1. 86 3  3.37 1  1. 01 
3  5. 26 I  1  2. 13 

35 1  62 2  2. 23 1  1. 01 1  1. 77 I  3  6. 39 

36 1  .62 1  1. 12  1  16.67 1  7.69 5  8. 76 

37 1  .62 2  2. 02 
1  2. 13 

38 3  1. 86 2  2. 02 
2  3. 54 

39 1  62 1  1. 12 

40 1  62 1  1. 01 
2  3. 54 1  2. 13 

41  2  2. 23 
1  

42 1  .62 3  3. 37 2  2.02  1  1. 77 1  2.13 

43 2  1. 24 1  1. 01 1  7.69  1  2. 13 

44 62  1  1.12  1  1. 01 
1  1. 77 

45 3  1. 86 1  1. 12  1  1. 01 
2  

46 1  1. 12  1  1. 01 1  16.67 i  

47 2  1. 24 2  2. 23 1  1. 01 1  7. 69 

48 2  1. 24 1  1. 01 1  1. 77 

49 2  2. 23 

50 3  3. 03 4  7. ∞ 

4 1 248 l  

4  

2 l 202 1  

1  116.67 1  

1  

1. 77 1  4 1

8

.

52 

56- 60 2  I  1. 24 3  3. 37 2  I  2. 02 

61- 65 1  I  1. 01 
1  I  11. 11 

89人i ペJ | 14  

%  人 %  

q J 1 4 1ω %1  9̂ 1  

%  

13 1∞ 1∞ 

39 



節 3 表 経 験 年 数 に よ る 職 人 の 分 布

設

大 エ 逃 作 工

%  
人数 1  %  人数 1  %  

1  4  2.49  30 33. 73 

2  5  3. 11 8  9. 00 11 11. 12 

3  10 6. 22 7  7.86 7  7. 07 

4  8  4. 94 4  4. 50 5  5. 05 

5  6  3. 73 8  9. ∞ 9  9. 09 

6  8  4. 94 10 11. 24 7  7. 07 

7  11 6.&4 4  4.50 5  5. 05 

8  11 6.84 2  2. 24 9  9. 09 

9  6  3.73  3  3. 37 5  5. 05 

10 28 17. 40 1  1. 12  8  8. 08 1  16. 70 

11 1  0. 62 5  5.05 

12  14 8. 70 1  1. 12  

13 5  3.11 1  1. 12  1  1. 01 2  33. 10 

14 4  2.49 3  3.03 

15 11 6. 84 1  1. 12 2  2. 02 

16 1  0. 62 1  1. 01 1  16. 70 

17 1  0. 62 

18 3  1. 86  1  1. 01 

19 2  1. 24 1  1. 01 

20 1  0. 62  1  1.12  2  2. 02 

21 

22 1  0. 62 1  1. 01 

23 1  1. 01 

24  1  0. 62 2  2.02  

25 5  3. 11 

26 2  2.24  1  1. 01 

27 1  1. 01 

28 2  2.24  

29 

30  2  1. 24 2  2.24 2  2.02 

31 1  0.62 

32 l  1.12  

33 1  0. 62  1  1. 01 1  16. 70 

34  2  1. 24 2  2. 02 

35  2  1. 24 1  1.12  

36 

37  1  0. 62 

38 3  3. 03 
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40 2  1. 24 1  1. 01 1  16. 70 

ＴＶ ｾ ＵＰ＠
1 1 101 |  

1  1  1. 01 

計 1 1ω 人 | 同 8ペ100%|
99人| 100%| 計1 10 

与えねばならないとあって，それを職人，ホワマンの議

務としている。もしこれに反して見習工を使用した時は

10 ドル以下の罰金か g ホワ" ' l ' / の場合 1 年間ホワ" ' l ' /に

なると とを禁ぜられている。前述の世話役 B の場合は差

当 り10 ドノレの罰金である。まことに徹底した見習工の取

扱いぶりである。

現場での見習工の使用も職人[2 人について 1 人の見習

工を，それから職人 10人を増すごとに見習工 1 人を地さ

ねばならないと ，l1i i述のカン ナス市の協約にかかれてい

40 

タ イ ル 工 低 気 工 衛 生 工 大 理 石 工

2  15. 38 7  12. 30 9  19. 16 3  33.34 

4  7. 05 3  6.38 

1  7.66 4  7.05 6  12. 78 

1  7.66 1  1. 75 2  4. 26 1  11. 13 

3  23.28 10 17. 58 2  4. 26 1  11. 13 

1  7. 66 4  7.05 1  2. 12 

2  15.38 3  5.32 2  4. 26 1  11. 13 

1  1. 71 2  4.26 1  11. 13 

1  1. 71 

1  1. 71 6  12. 78 2  22.26 

1  

7 “  
1  1. 71 3  6. 38  

1  1. 71 

l  1. 71 1  2.12 

5  8. 77 1  2. 12 

2  3.58 

1  1. 71 1  2.12 

2  3.42 

1  2. 12 

1  1. 71  2  4.26 

1  7.66 2  4. 26  

1  1. 71 

1  2.12 

1  1. 71 1  2.12  

1  7. 66 

2  3. 58 1  2.12  

2  3.58 

1  1. 71 

13人1 100%| 人| % | 人1 1 人|57 1  100 1  43 1  100 1  9  1  1∞ 

る。見習工の採用を好まぬ業者に協約によって使用せし

むると同時に，職人に対する見習工の告IJ 合をある E容に と

どめて，121熟の機会を多く与え ている点感心せさ' るを得

ない。

現場における職人の実態

すなわちわが建築生産に大きな クエイトを待つ峨人の

後成ながら，今日までほとんど関心をもたれず，むし ろ

放置せられてきたとさえ考えられるのであるが，現場に

おけるJf i隣人の実態はー休 どう だろうか，手ムは新朝日 ピノレ



の現場について， 8職種477名の年令，ならびに経験年数

を調べてみた。

第一表は各職別の平均年令と経験年数を表し ( A - B )

欄は職人のその織にはいった年令の平均を表わす。表中

造作工は年令も経験年数も最も高く，新しい者，見習工

の少ないととを示し，かつ高度の技術を必要とする職種

には中年よりはいり得ないと とも ( A- B ) 欄の 17 .5才を

もってうかがうことができる。

その他はタイノレの25. 6才ーから鉄筋の31才近い範囲にあ

って，この年令は敗戦当時 17 .8才であったものの年令に

等しく，経験平均年数の 11 .7年以下であ るととと共に，

今日現場における職人の養成はii 災後なされたことをもの

がたつている。

職にはいる年令もほとんど 17才から 18才位が多い，義

務教育を卒える者は 16，7 才放ほとんどこれに合致して

いる。 鉄筋工， 大理石の据付工の25才にもなるのは，技

術的に容易であり，かつ大した工具を必要としない ζ の

職種には途中 より転向してくる者の多いことを示すので

はなかろうか。

第二表は年令による分布を示すのであるが， 36才以上

の職人の少ないととはやはり戦争の犠牲をものたるもの

だろうか，全職種に共通している。

アメリカでは ＵＵ 才以上の ｬｾ 成人の使用を協約によって義

務づけているととろがある。峨人が少ないからではなく

老人の失臓を救うユニオ γ の意図であり， iiu述のカソサ

ス市大工組合の協約書中には， ， 1餓人 S 人につき55才以

上の者 1 人，さらに 5 人を治すごとに l 人増すよう規定

しているから，彼等の現場の大工中には55才以上の老人

だけでも 20% を含んでいるととになる。

しかし第二表に よってわが現場には35才以上のものを

計算しても，彼等の20% の前後にすまず，この点わが現

場の職人には元気がみなぎっているといえる。

第三表は経験年数による分布を示し，第二表の年令分

布ではほとんど差のなかった各職種間にかなりの佼劣が

ある。今そのこ，三についてみてゆくととにしよう。

似) 戦前のレベルをとりもどした大工

160 名の中には親方について 7 年の年期を卒えたもの

が55%近くおり，亙与えていないものもほとんどは一度は

親方について，大工仕事を習ったものである。戦前は兵

隊検査までの約束で弟子入りしたものであるが，今では

そんなよい区切りがない上に， li 災後思想的な変革もあっ

て，腕がたてば一年でも飛び出してゆくものが多いとの

ことであり，それらの技術はそれ放に決して親方につい

ている者に劣るとともないといわれる。

経験 6 年以上のもの8 0 %以上におよび， 8  ij説泊中造作

工につぐ優秀さであり ，戦争による技術低下からもはや

完全な回復をとげているのも，わが闘の民家はほとんど

すべて木造であり， 大工を志す者 はどんな田舎でも親方

につくことができるからではなかろうか，その家大工が

仮枠に転向する者が多いため， 7 年間の年期を主事えた者

が 161 ;名の仮粋大工中55% の多きにのぼるのである。

(ロ) 最低 レベルの鉄筋工

仮粋大工と相まって，躯体工事に関係する職種でも，

鉄筋工となると大いに違ってく る。

第三表中 1 年以下の経験者，いいかえれば未熟練工，

すなわち見習工が33% もの多きにのぼることは仮枠大工

に対する家大工のような供給源がないとと，その習熟場

所が大都会に限られていることが大きな原因ではなかろ

うか。新朝日ピノレの施工中，鉄筋の組方，継手の位置，

継手能活の寸法などに，終始注意を繰りかえしてきたの

であったが，この原稿をかくため調査した結果が，符節

を合すかのように 8 職種中最も程度が低いのである。

鉄筋の組立は合理的でない場合，構造体におよぼす影

響は， コンク Y ートに豆板のある程度ではない。その重

要な部門でイJJ < 鉄筋工の一群に未経験者に等しい者が33

% も含まれているという事実は業界にとって悲しむべき

ことである。まづ何よりも鉄筋工の養成の急務なるを痛

感せざるを得ない。

い) 殺式工法に救われる左官

経験年数 2 年組が 11 % を占めているのがちょっとめだ

っが，ととの下請は持成中の見習工を現場に問問してい

るための高率と，思う。

左官工事などでは，仕事の種類が多く，その程度に応

じた仕事があるために経験 2 年組の 11 % はさほど工事の

程度，仕事の能裂に影科ーをせぬものである。この頃のピ

ノレ建築の仕上げは戦前のものとは大いに良一なり，問じ左

官仕上げでも漆喰がプラスターに，そのプラスターがモ

ルタノレの ペシキ塗りに と， 変化をしているため左官には

この変化に適応してゆかねばならぬなゃみがあり，能率

の低下があるとは下誌の話であるが，今後の仕上工事は

ますます乾式におきかえられてゆくは必至であり ，左下T

不足はその而からも解決されてゆくのではなかろうか。

結 語

私は第一生命の混凝土を 1階1階12 日で打ち あげた。そ

の当時にしては早い方で，できるかどうか心配したもの

であったが，新朝日ピノレでは. それに 3 倍するものを 10

日間で打ちあげている。しかも新朝日ピノレは，周辺の大

毎，新大阪ピノレ，住友ピノレなど大工事の真只中で， 予定

通りスム ースに打上げてとられたのは，各職種の技能の

向上のおかげであると考える。戦後の職人の技能は低い

といわれたのは5 ，6年前のと とであり， 6 ，7年聞にわた る

娃築ブームが，今日の職人を養成し てきた。すなわち必

! J Aが職人を養い，その技術を向上せ しめてきた。ほとん

どは以前の徒弟形式によって。そしてある一部のものを

除いては戦前のレベルに近づいているのではないかと考‘

えるのである。 Clll 者 K K竹中工lii 庖取締役)
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近代の建築が社会の産業経済の発展に伴って広大にな

り，またその種別も広範囲にわたる複雑なる関係から，

とれが建設に要する職域にも影響してー建築物の完成を

見るまでには笑に多数の設計監理上の技術者，すなわち

主主環士はもちろん. :otli 工上これに従事する各労務者なら

びに関係者などの日夜不断の協力が必要となっている。

建築技術者たらんとする者のためには大学その他諸学

校あり，主L喋士，技術者として現在社会に灼いている者

にはその研究に，あるいはその指導に，建築学会，日本

建築協会，建築士会あるいは建設業協会その他があり，

平素各部門に応じて ，会員に対し学術の研鈴にあるいは

災務の遂行に便なるよう講習会 ・雑誌の刊行によって定

期的に技術者の向上，意欲の増進に寄与し得るの道がIJ 甘

かれていて，社会の発展上有主主なる技術指導の機関が多

い。しかし一面，娃築技術労務者すなわち職人に対する

技術の研鈴にあるいはJ[，訟能を通して，社会公共の福祉棺l

進に貢献すべき労務技術者を長成する機関は至って僅少

であり忘れられているかのように思われる。会l司を通じ

名都道府県内に存在する公共職業補導所があるが，建築

クj務技術者を補導するものは各府県内にその数H口を数

えるに過ぎず，その内容についてみても現今における労

務者に対する育成機関として，その数の胞設あるいは教

材の内容を見ても. J[i銭貨遂行上にはなお不充分て' あるか

のように忠われる。したがって現代地 ) J 占少年者の職業

技術への関心がなく，将来の職務として事務関係への職

. o J を希望するものがほとんどであるといわれる。人口七

万余を有する小者s市の実例であるが. rl' 学校スF於者中就

職者についてみると，

卒業行 1，231名( 就職者 405名 進 学 者 762名)

就職符 4051奇'.1' 製造業 340名. Ｇｊｾ 務関係 Ｑ Ｙ ｦＢ

技術関係 1名 そ の 他

以上は1 ) i なる 1 例で，いかに労務技術r . . を希望する青

少年の{ 些少であるかが伺われる。また一面現1 ' 1 : 労務者の

' 1 ' で，将来のため職能別その技術遂行J-. 符易に履行し得

る笑ブJ の養成の指導を希望する人々の多いこともまた疑

う余地がないが，現今労務者に対する社会の無限解から

技術指導機関の僅少と長時間のジ'J11J からの疲労によって
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研鈴意欲の向上を防止され，技術の低下を余儀なく辿る

人々の多いとともまた見逃せない世相の一端であるかの

ように考えられる。

すでに欧米各国では，早くから競って技術指導に全力

を集中し，イタ Dーのご とき少年にも技術指導を行い ，

あるいは濠洲「ν ドニー」大学内には，職業技術補導研

究所などが設けられたごとく，本邦にあっても速く奈良

時代春日村Li上，東大寺や興福寺内には大工その他職人に

対する養成部門があり，地方番匠の子弟がその技を磨く

ために集り，一面校術を通して社寺の力が全 IEI に及んだ

というととである。

とくに近代社会がその文化を達成しようとする 11寺，そ

の施設建設に従事する建築士との関係が必然的に重要視

されると同様，その計画管理を担任する建築士とジ'j 務に

従事する職人とは，建築業者を通じ交互協力かつ指導し

つつ始めて建物の伎の向上が容易に達成されるものと信

ずる。

何事に限らずーっの目的を完徹するには各関係者の緊

密な笑力ある協力が必要であるが，その協力を円滑に処

理遂行するがためには」ニ下左右の連絡に携わる部門も同

様に重要視される。したがってわれわれ建築士は社会の

一員である以上. J[i成能を通して社会公共の福祉j匂進に寄

与するためにも，建築技術の研鎖に努めるかたわら，日本

建築協会のごとき建築各関係諸機関に従事する会員を有

するものを中心に建築技術労務者すなわち職人の養成に

相互協力し，その現代に適応した技術ならびに学課の事I i

導を行い労{ 力意欲の向上を計る必要があると恩われる。

人は生れながらに知識を吸収しようとする天賦のブJ が

あるが，良き環境あって始めて育成されるものである。

また人には独向特有の性能を異にするもので，これらを

よく社会的にイ判長発達せしむるには誠意ある「リーダー

ジップ」すなわち英語の「エデュケージョ γ J rラテ γ 」

訴の「引き出す」 という行為が要望される。良g . 育成あ

って人はみづからの能力に応じた職業につき，職能をlill

し社会公共の福祉増進に貢献するととができうる。今日

われわれの求むる「可決人養成」なるものは往時小説や伝

説に見える彫刻怖の左手五五郎や，小説幸問露{ H ' f r五iTi:



搭」中の大工源十郎あるいは伊豆の左官長八などのよう

な天才的職人を求むべきものでなく，職域に応じその能

力を充分発揮しうる社会性に富む責任ある職人を養成す

べきことを強調せんとするものであり，かつ微力ながら

従事しつつあるものである。

社会と建築技術労務者

経済安定九原則により社会のw甥が新方針にしたがい

新滋法第27条によって労イ力者が人たるに値する生活を営

むための労幼諸条件が明らかにされていることは一般の

知るとおりであるが，社会一般は慾か直接利害を日夜共

にする中小土建業界の一部にはなお今日旧制を辿りつつ

あるように恩われる。とくに関心なき技術未熟による長

時間の労イカは心身の疲労となり，その結果能率の低下，

Jfi成立の放楽すら生じ， 労資ともにその筈をおよぼすとと

がある。その原因にはいろいろあるが，理解なき建築注

文者の短時日工事期間の厳命がその一つに数えられる。

ことに疲労が加算されるにつけ「エネルギー」の浪費と

なり，過度の疲労から職人の智力体力ともに永久的に減

退し技術研鎖怠欲の向上をそぐものがある。北欧の一例

であるが，建築労務者専用の「アパート」があり国家県

市ならびに事業者共同の出資( 割合は相違) により建設

し，在住者も建設工事l阪の労務者を入居せしめ，工事工

程上の述絡を計る上に使ならしめ，かつ家賃，税金高は

扶養家族数に応じ低減されるがごとく，社会は労務者に

対しその休養と日常生活の上にも関心が払われる状態に

ある。すなわち間接的に労務者の勤労意欲の低下を防止

しその理解の一因を示すものである。

建築士と職人

建築士と職人とは，物質的には業者とのごとく関係が

ないが，工事施工にあっては， とくに密接な関係があ

る。とくに現今のごとく建築の多方面にわたり進歩発達

にともない，設計に設備に施工I ' t . ，すべてに多く技術的

新知識の導入が必要視される。 したがってこれを実施に

適用する場合，新材料に対する性質，経済的の使用法そ

の他構造u -.の問題に対して常に寸暇，例えば雨天とか休

息 ｩ 時間の一部を利用し，れ関係 労 務者と協力補導し， ｾ

J' Hの適正を，かつ職人をしてその職能を通して意欲の向

上を ｾ ｉ って，その進歩発達を ｩ ＡｬＢ る事もできるし，またこ

れら ｬ 般人の補主導により，ｾ勢 て Ｑ Ｚ の職 ｲｴ がＭＧￋうされる こ と

もある。

近来1 ' 1年技術労務者の中には篤学に志、す人々があり，

建築士法の発令によって将来への独立性の確保ならびに

生活怠欲の向上を計 り，進んで社会公共の福祉の増進に

職能を通じ寄与せんと ，建築士国家試験の必要学科の研

修に激務の傍ら従事する人々がある。との必然的要求に

対し，われわれ技術者はその桁導育成に対しても協力す

べきものである。あるときは厳寒の夜作業所の残り火を

阻んて会事進や法規の研究を行い，またあるときは休日を

利用して工事現場で実地を見学指導し，地方転勤の者

には「プ 9: / ト」を送付し， 了解に苦しむ部分に対して

質疑応答などをなし，設計製図の練習にはみづから建設

した建物の製図を利用したり，あるいは課題には作成に

必要な資料を添付し，研究時間の僅少な人々のための使

に供するなどすべて簡易にかつ短時日に作成しうる方法

とし技能の研鈴にみづから進んで努力するよう，その育

成に興味を感じている。

建設業者と職人

建設業者と建築技術労務者 とは，営業上にあるいは施

工上にあたかも両腕のごとく密接な関係があり，とくに

労務者の養成に対し平素の理解 と関心と が重要視される

が，ことに中小建設業者の一部にあっては，企業の性質

上職人に対する生活 と技術に対する向上，指導ならびに

研修に関する理解が不足勝のように感ぜられる。新時代

に相応した合理的な建設には技術の実用的な社会性ある

職人の養成に よって ，始めてその目的が逮せられ，永久

の繁栄が確保される業務の拡張と，労イカカの情養とを合

せ考えらるべきことを願うものである。

と〈にその技術の優秀にして業務に対し村励なる職人

に対しては，永久にその生活の安定を確保するがごとき

奨励の方法や ｾ成能 の研鎖に必要な有給休暇のごとき種類

の方法をもって，後進にその道を開き 労務後術者の養成

に協力すべきととなど，各業者間においてもまた怨設業

連合会の名において定期的に実施 さるべきことを要望し

たい。

建築関係機関 と職人

幸にして本邦建築技術者指導機関は，各地各局にわた

り技術者各技能の研鍛意欲の向上にその指導連絡に寄与

する学会，士会あるいは協会などとがあり，専門的部門

の発展に従'Ji そのJj 全がJl J J せられておるが，建築技術労

務者すなわち職人に対する育成指導機関としてかつ現代

の情勢に相応し，積極的に社会に進出する職人を対象と

する機関が情無 といっても，過言ーではないように思われ

る。建築士に対する指導連絡の重要性とともに労務者に

対するものも，また文化社会の建設途上にある今日， 斯

界各層有力者を会日に有する日本建築協会を中心に会日

各仰の協力に より，建築労務者育成指導に対する月刊雑

誌のご ときものの刊行に より，とくに地方在住の実務に

従事する労務者小建設業者な ど，建築関係業者のために

も，平索不足勝の職能研鈴の補導育成に歩みを進め，建

築労務技術者新体制の確立により ，その- n' 成を: ! l t凋し，

かつ要望するものである。

( 官者伊丹建築研究所長)
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布分業職の生業卒

品.1.，

- r 大

よりは，職人の技能，経験に頼っていました。建設工業

は技術的に低かったばかりでなく，社会的にも製造工業

とは一段低い存在だというのが一般の通念でした。建設

業者が製造業者と同席を許されない という不愉快な事件

すらあった程です。また当時の建設業は前近代的な経営

で大企業といえども不安定なものでした。とういう状況

ですから，大学出の学生は当然建設会社を ｊｾ 球場とすると

とを敬遠しましたし，建設会社の方も ，学士を必要とし

なかったでしょう。私の先輩 S 氏の話によると，大正の

末頃になっても学士の建設会社行きはごく僅かでかつ特

殊なととのように思われていた ということ です。しかし

その後，漸次増加し昭和に入ってか らは大学卒業生の職

場分布は大体安定しています。大学によって ｉｪｾ りますが

京都大学の場合は第 1図に示すように，官庁が約50% ，

A主設会社が約20% ，設計事務所，企業営絡がともに7 - 8

% ，研究教育が 10% となっています。この比率は第二次

大戦の発生によって軍事化が進行し，官庁へ転職するも

のが増加するまではほぼ変っていませんから，我同官立

大学の徒然科卒業生の戦前における職場分布とみて差支

えないでしょう。私立大学については事悩が災ります。

￬￬ｾｮ￭ｪ に建築科のあった私大は早稲田大学と ｈ 木大学です

が，両大学とも，私大の特色として官庁がずっと少く述

設会主1: が尚率となっています。いづれにしても，今まで

みてきたように，官庁の占める割合がきわめて高いこと

(官大) ，建設会社も 多いこ と( 私大。宮大第 2 位〉そし

て設計事渡所が少いことは日本的な特徴であり，アメ Y

カにおけるごとき，建築科卒業生の98% が設計事. ! l } 所へ

進むという実情と比較するとき，建築産業組織の構造的

夫和巽

秋の深まるとともに就職戦線も活況を呈してきます。

この号が発行される頃にはもう峠を越したととになるで

しょうか。近年は技術革新の波にのって工科系統の大学

卒業生は引張りだこで，学科によっては学校側の売込み

とは逆に，各会社侭lから学校へ求人に出向いてくるとい

うこともしばしばだそうです。しかし閉じ工科系統でも

建築科の場合あまり楽観してはおれません。 l作年の匂11

武張‘ 気11 Iに比べると今年は金融事情の悪化で，民間会社

の設備投資が抑制され，また緊縮の範をたれるために官

庁工事が繰延ばされるという工合に悪化しています。注

文生産であり，経営の基礎も浅い建設産業は，こういう

打撃が直接身に応えます。そして就職事十15にも大きく影

響します。しかもこの影響し工合は大学卒業生の職場分

布とも| 児係があるわけです。訴がわき道にそれてしまい

ましたが，私に与えられました課題，大学卒業生の職場

分布を第二次大li 災前と ii 災後の比較を中心にして考察して

みようと思います。

戦前戦後 ICおける職場分布の変化 ( 京都大学)

官 官 訴 前 会 .. ， Ｆｕｾ＠ l ' 弔

「芸主 事貯明A 1 音EFT，

ｅ 三三三奈ミＺｦｾヨ ー，ｾＮＮＺ ': 1  I  

主主主ミミ祖ｾｾヨ ー・Ｚ ・ Ｑ

60 80 1∞%  

備考 (1) 戦前平均は S4年より S18年 IC歪る隔年現在のh育成比ヰ1を

平均したもの。戦後平均は S27. 28. 29各年現在の栴成

比率を平均したものである。

(2) 本図は S30 ，10 学会近自民支部研究報告W. 抑制「処築家

強築技術者の職場構成J による .

戦前の状況

大予キ:';U七の職場分布は建築教育とも大いに| 対係があ

るわけですが，戎国の廷努教育が発生的に官庁の建築を

設計し，また主主築物を行政上政督する官吏の1ft: J或を目指

していたととから，西洋の自由建築家安成コースとは非

常に呉った日本的性格を形成してきたことは， ii 災前ーから

指摘されてきたところです。大学の教育が建築のデグイ

γ の而とエジデニア Dングの面とを合わせ持っており，

そういう教育を受けた人達の多くは官庁に就職しまし

た。 1守庁の比率の高いという傾向はもちろん官立大学に

いちじるしい特色です。明治開化当時の日本はあらゆる

産業を通じて政府の保護育成によって成長しましたが，

建築もまた国家の体制を急速に盤えるために政府を主た

る建築主たらしめました。実際，建築家の設計院理を必

要とする程の建物は政府以外にはほとんど需要がなかっ

たわけです。資本主義の興隆発展期を迎えて民n日産業の

建築部要が地加し，この方而にも建築家を必要として来

ましたが，西洋的な自由建築家を存在させる法燃はきわ

めて浅いものでした。

方，建築を古起工する侭1，9J i 設工業はどうかというと

これまた製込= 工業の急速な発速に比べるとはるかに原始

的，手工業的な生産形態をとっていました。技術という

I  
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ro 2 図 職場数および単位獄勘当平均人数{ 京都大学)
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備考 (1) 地方出先機関，支盾などは独立の職勘11: 数えていない。

( 2) 木図の出所は第1図と同じである。

なｾいを 三 与えずにはおれません。

戦後の状況

戦後，学士の就職先はかなり変りました。戦前，戦中

に拡大していった官庁機構が軍関係官庁，外地官庁の消

失によっていちじるしく縮小しました。一方ii 次災復興の

要約によって建設業が非常な隆盛を示しました。こうい

う社会的な事情を反映して，職場の分布も官庁関係が減

少し建設業の増加をみています。 第 1 図でみられる よう

に，戦後平均では官庁30% ，建設業30% の同率 とな り，

大学卒業生の過半を 2 分しています。設計事務所が戦後

の経営条件の好転 (市場の拡大) にもかかわらず，相変

らず低いのにも注目すべきです。戦後にみられる構成比

率のこのような変化は単に量的なものでなく，大学卒業

生の建築生産における役割の質的な変化であると私は考

えています。少しこの内容を検討してみましよ う。

一つには大学自体の問題があ ります。! 被後6 ・3 ・3 ・4

の学制改革がなさ れて旧専門学校が大学に昇格し て建築

料を持つ大学の数 は急増しました。 li 災前に建築科のあっ

た大学は，東京大学，京都大学，早稲田大学， 日本大学

の 4 校でしたが現在では全国に分布してその数も 3，40 

校におよんでいます。それで同じく大予といっても戦前

とij災後とでは，対象が随分違っているわけで，戦前J と比

較する場合は旧専門学校を含める必要があります。 |円専

門学校卒業生は大学卒業生 とは異った職場分イfi をしてお

り，官庁よりも建設業が多く，官庁も地方行庁が大部分

で中央官庁は僅かなものでした。 ii 災後の大学卒業生の職

場分布は丁i支全般的にみて との旧専門学校約な傾向を持

っているわけです。昇格した新制大学についての職場分

布においては旧専門学校時代のものを受け継いでいる と

いえます。 li 災前からの大学は先程京都大学につい て例を

あげたように，戦前の様相とは一変し て他のがf制大学 と

同様な傾向をもつに至りました。つまり戦前官立大学の

持っていた旧専門学校との格差は職場分布に関する限り

消滅していると考えられま しよ う。そして就j隙知がこう

いう傾向を強めています。

つぎにｾ策関係職場の問題があります。先程官庁の分

布比率が低下したと述べましたが，全宵庁の職場の絶対

数が減ったのではありません。 第 2図に示すように僅か

ではありますが戦前より増加しています( 東京大学 1. 33

倍，京都大学 1. 02倍〉。しかし内訳をみるととの増加は

地方官庁のJ : l f11JJJ がいちじるしく ii 災前の 2 倍から 3 倍にお

よんでいるととに原因しているのです。とれは戦後にお

ける建築行政と くに住宅行政が常発化した ことの反映で

す。戦前でも各地の旧専門学校卒業生はその所在府県市

庁に大誌に進出 したも のですが，今では大学一般の傾向

になっています。建設業への進出も大いに注目すべきと

とです。建設業へ就職する ことを特殊視していた時代か

ら比べる と， 官庁 と肩を並べる位置にまで昇ってきた今

日はまったく隔世の感があります。とれはつまり大学卒

業生の果す役割が設計とか監督とかいう仕事から，施工

や経営という仕事に移行し たととを意1床します。最近で

は大建設会社からばかりでなく， 2 流 3 流の中小建設業

者からの求・人もあり大学卒業者に対するとの方面からの

期待は大きいものがあります。建設業の需要は，旧来の

m1 ' l A 戦 前 に お け る 験 場 分 布

| 卒 業 日 | 実 数 |

|  守E「| 行 政 |住 宅|営 繕 |鮒負 |私書 |企業幽 |研究教育] その他| 不 明
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{情考 ( 1) 東京大学ICついては 518年現在の全卒業年次別IC区分し，京都大学については 5 6. 12. 18. 27. 29各年現在の全事業生を対象としている。

(2) 本表は学会鈴文報告l f . ! 第54号，拙稿「犯築家 ・建築技術者の職場構成」について (2) による。
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第 2表 戦 後 約 10 年 IIU 職 場 分 布

官 庁 新 u 自 営 そ の 他 不 明 計 測 査 範 囲ｉｾｾ ｾ ｉ 中 央官庁 ｼ地方官庁 Ｑ ｗｾ＠ u  1設 計 | 企 業 10 ｾｉ 研究 Ｑ ｾ￸ｾ＠ 1  ｾ＠ 00 1  ，t  1  
側 ) 行 政 | 包 絡 行 政 | 蛍 織 硝 所 営 織 教 育

l1! 
大 1ＨＲｾｾＩ＠ 1  

17 1 m | 75 1  
(28.7) I  (10.2)  

25 1  710 1  ｓＲＰｾＳＱ＠

千 灘 大 1(よ)1  3|(293J (82 1  初 I( 装J ;1}|
21 1  259 I  ｓＲＲｾＳＱ＠

日 本 大 1(刈 11 1 出 1ＨＲ ｾＺ Ｉ＠ 1  (24.9)  I  (2.8) 
22 1  141 1  

17 1  471 1…  

蔵 大 1ＨＱＯ ｾ Ｉ＠ 1  

20 

l  m l u |  
52 1  276 I  ｓＲＲｾＳＱ＠

(40.5) I  (8.7)  

都 立 大 1(29

1

:)  1  

6  

1  ( おう) 1  ω  

工 学 院 大 |

3  I内材"LI

関 東 学 院 大 |

明
大 | ωI (却 |

ωI  (40) I  ( 1∞)  

早
大 |

(3) (2)  
I  (附 I ( 10)  I  (10)  I  ωI  (100) ｓＲＸ ｾＳ Ｐ＠

前 橋 短 大 | ω)  I  (お) I  (初) I  ( 加 | ∞I  (13) I  ωI  (15)  I  

井 大 1Ｈ ＲＸｾｾ Ｉ＠ 1  |(423)|( 1; )|( 82 |  | 15 1 11 1 81 m|…  
(8. 2)  I  (6.0) I  ( 4. 4)  

繍 都 維 工 実 1Ｈ ＳＰｾｾＩ＠ 1  1  ＨＲＴｾｾＩ＠ 1  (9う ) I  

23 1  245 1  ｓＲＱｾＳＰ＠

備考( 1 ) ( : ) 内の数字は%を示す。

( 2) 木表はffi 築教育研究会単 備会 館9回rn築教育研究会資料による。

手工業的な生産形態，どんぶり勘定的な経営から脱して

生産形態も経営も近代化，合理化していと うという 建設

業の傾向を示すもので，喜ばしいと とといわねばなりま

せん。

ii 災後のこのような職場構成上の変化は，大学新卒生に

おいてとくに顕著ですが，ii 災前にすでに就職していた人

途についてもはっきりしています。 とくに終戦時を契機

として再構成されました。つまりそれだけ建築の職場は

安定を欠いているということです。 これは重要な問題で

す。私の調べた所によっても，大学卒業直後就職して，

その後ずっとその職場を離れずにいる人はさわめてわず

かな数にすぎません。古い卒業生ほ どと の傾向の強いの

は当然ですが， 2， 3， 4 回転々としている人達が多いの

は職業として決して好ましいものといえないでしょう。

ともあれ，こういう流動性によって戦後の構成変化が新

卒生ばかりでなく全体に波及していったわけです。さき

に質的にtt . f ヒしたといったのも全構成を動かしたゴJ をみ

とめたことにも基づいています。

職種 と建築教育

さて以f去に建築の各務の職場における峨極と泌築教育

との関係についてふれておきます。行政，設計， l監理，

施工，研究教育という多様な職種にたづさわる建築家 ・

技術者の大学教育は現状では必然的に複雑な性裕をもっ

46 

ています。デグイ/ ' ， . . . L . 学技術のいづれにかたよること

も許されません。一方の教育が他) j にも役立つといえば

それまでですが，そのどちらにも徹底した内容を盛りが

たく，基礎的な学力の養成を目指す というととになって

しまいます。建築教育のこの二商的な性絡は実業におい

ては昔から論ぜられてきた設計と施工の分離，不分般の

難問題につらなりましょう。西洋建築輸入の明治初期よ

りこの方，建築の設奇|の権威は充分満足な地位を与えら

れずに今日に至っています。設計粍? の尊重が尊重されね

ばならぬこ とは昔も今も変り ません。 けれど も今日では

さらに重要で複雑な課題一一建築生産の生産性の向上，

そのための建設産業の近代化，設計活動の改善，公共共

間住宅などにおける規格化，標準化の問題などなどに筒

面しています。しかもこれらはデヂイ γ と じ'予技術との

密接な協) J を必要としているのです。建築教育や，弘、策

予研究はこういう深窓を前にしてそのあり )J を考泌、する

必安 l乙迫られているのではないでしょうか。とんでもな

い大きな問題にまで発展してしまいましたが，これも大

' j  ｾ Ｚ ＮＺ￯ｩ＠ '1:.のJfi球場分イli のl&- 近の動Irij に関連して， ? 主設産業

の構造，総安、教n の問題にまで諸兄姉のil. G' i : を促したか

ったからに外ならないのです。

(41者京都大学建築学大学院)



- E軍 司 -墨田 置 置

tJ、つ各 住 戸 の 損 失 熱 量 は ど れ ほ ど 違のトI 'i. 
ア中 層

国

3.  各壁体の損失熱量計算

各壁体の損失熱量 H 勾 IKcal / hl は，壁体の面砧を S1l

Im21，両面の温度差を ，1t( OCl， 熱貫流率を K 1I l Kcal / m
2
h

OCl とすれば，次式で示される。

H ，， = K
1I
Sη t1t  

4立体両国の温度差は本例の場合 18

0

C であるが， '1 '1111 

室( 本例では風巴および便所) に面する壁体では別に計

算せねばならない。前項でのべた よう な無換気の場合に

は中間室の温度 tM. は次式で示される。

ｴｍ ］｟Ａ｟ ｋ ｴ ｓ ｪ ｴ Ｋ ｾｋ ｭ ｓ 仇 ｴ ｯ
ｾｋ ｪ ｓ ｴＫ ｾｋ ，情 ｓ Ｂ，

とこに K t，K m はそれぞれ間仕切壁( 室内と中間室

の! 日] ) および中間室の外気側壁の熱貫流率，S"  S怖 は

それぞれ同壁の[ l@ l ， to， t はそれぞれ室内および外気

の気温である。

また床下気温は，理論的に解析するのが困難であるの

て建築学会編「住宅の保温設計」による。 f 位 J
1.  建物について

計算例 としてアパート を住宅公団の 56- 4 N- 2K 裂をと

る。この建物は 4 階建共通階段式の壁構造の R. C. アパ

ートで，その平面図と断面図をそれぞれ 図1 および 図2

に示す。ただし本建物の 1 階床は木造東建て床となって

いてー般的でないので 2 階以上と同級のコシク 3 ート

. 転ばし根太床 とし て計算した。
1

 

1

 

1

 

121 

2. 計算の要項

i  I  熱移動が定常; 状態で，各住戸とも問視に暖房する

ものとする。また壁体の貫流熱訟の方位更正率を無視す

る。

川 設計温度は外気 QOC ，室内 1 8

0

C とする。ただし

風円 ・便所を除を各室は岡温に暖房するもの とし，押入

は室内の部に入れる。

iiil 風呂および便所は換気を無視し て，その室内温度

を計算した。また床下の温度は室内外温度差のバを外気

温に1mえたものをとる。

ivl 熱伝若手率および熱1' 1 : 流率の数値とその計算はすべ 註 : ! 建築学会筒:住宅の保協設計，本年11月発行。
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図面断図 2

C3 C> O  

公 団 住 宅 平 面 図 ・ フ ラ ッ ト 型図 1



2五

S  ( m
2

)  

| 熱 貫 流 部 | 融 制 H n( Kcal j h

階 IK (K 叫 m2 h
o
C) 1 1 階 1

I 階

1
1 階

r.r 

N  居 笠 (2) !l! コンヲリ ー ト 7. 60 18 3. 0 411. 0  

各 11 11 
望E

ガ ラ ス 窓

1. 56 18 2. 7 75. 5 
紙 附 子

E  玄 関 !盟 コンクリー ト 2. 76 18  3. 0 149. 0 

階

ス チ ー ル
11 11 

.w 
ベ ニ ヤ 内 m

1. 44 18 4.0  103.5  

各 s  台 所 瓜 ガ ラ ス 1. 22 18  6. 0 幻9. 0

室
11 11 質量 ガ ラ =ぇ 0.68 18 6. 0 73. 0 

共
11 11 

堕 コンウリ ー ト 5. 11 18 3. 0 276. 0 

通 s  府 ｾＨ ｬＩ＠ 窓 ガ ラ ス 2. 95 18  6. 0 318. 0 

11 11 
壁 コン 9 リー ト 6. 23 18 3.0  336. 0 

骨f

鼠 度 差 d. t (OC )  

階 1 1 階 1
1

2  熱失釘の

面
地

マ

也

事

ι

体壁表 1

材類溜名室位方

755. 0 

N  (il! 所 堕 木元' i 大壁 3. 12 10.5 10.4  10. 8 2. 4 78. 5 78.0 80. 8 

11 11 
戸 ベ ニ ヤ 戸 0. 96 10. 5 10.4 10. 8 2. 0 20.1  19. 9 20. 7 

最

E  11 j笠
木造大' ! l l 2.55 10. 5 10. 4 10. 8 2. 4 64.1  63. 5 66. 0 

上

s  浴 ｾ＠ 墜 木巡大' ! l l 4. 58 4. 8 4. 0 5. 2 2.4 52.7  43. 9 57. 0 

階
E  11 ＡＮ｜Ｎｾ＠ 木 巡 大 陸 2. 25 4. 8 4. 0 5. 2 2.4  25. 9 21. 6  28.0  

及
11 11 戸 板戸ガラス付 1. 20 4. 8 4. 0 5. 2 2.4 34 .4 

ぴ
N  11 

望E コンヲリ ー ト 1. 83 4.8  4. 0 5.2 3. 0 26. 3 21. 9  I  28. 6 

最

下
館 室 床 タ 11 ｾ 敷 19. 80 12 0. 7 166. 0'  

階

A  口
所 床 板 強 6.75 12 1. 5  121. 0'  

玄 関 床 コンクリ ー ト 1. 15  12 3.1 42. 6*  

天 井 ・屋 根

コンヲリート

27. 70 18  1. 4  695. 0"  ポ ー ド

3. 0 18 14.∞ トリ
h

'

 

ン
コ

墜同W

 

鎚股

*の数値には 0. 8 をかけ， 料 lζ は 1. 2 をかける。

換気回数別各住戸の損失熱訟 (Kcal j h)

合住戸の釘失熱量比率

(11= 3)  

図 4住 戸 の 審 号図 3

"=6  

4. 938 

4.154 

4. 442 

4. 183 

3.399 

3. 687 

住 戸 の 狽 失 熱 量 ( K cal j h)

1  11=2 1  ，，= 3  1  11= 4  1  
11= 0  

戸

①

②

@

@

①

⑤

 

住

ここに q は空気1m
3
の熱容量 ( Kcal j m

3
.

0

0 であって，

これは空気の定圧比熱 ( 0. 24Kcalj Kg

O

O  と空気の比重

11.29Kgj m3， 0
0

0 を来じたもので，q=与0. 3 となる。

本例では V =  70 . 8m
3
， L1 t =  18

0

C であるから H a =

n  190( Kcal j hl とな る。

各住戸の損失熱量 H( Kcal j hl は 111，(31 式より

H = I: H n +H ，α  

各住戸の位置を図3.に示し記号ーを附ける。各住戸のJU

失熱廷を計算して表2. に示す。

次に，損失熱量がi設ノj、になる住戸①を基準として 3

回換気の湯合に各住戸の損失熱i立の割合を求めて 図4. に

示す。

で，ここでは前項にのべたように普通の床下換気孔がと

られている場合として室内外温度差の泌を外気温に jJl Jえ

たものを採用した。

以上より ，各壁体の損失熱量を計算し 表1 に示す。た

だし以J 二階天井よりの熱紛失は 2 告IJl:¥: /，最下階床よりの

熱損失は Ｒ ｾＡ｟Ｚ 減として，室内の丞ｩｆＭ［温度分布に対する補

正をする。

4  各住戸の損失熱量

換気による熱損失量 H αIKcal j hl は室の気積を Vl m
3

1，

室内外温度差を L1W O，換気回数を n( j hl とすれば次

式で示される。

H α= qnV  
(1957- 12 関 西 股 備 源 論 研 究 会 上 林 博 雄 )

131  L1t  
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か何lまと貝リ量重の

まE

日遮体壁

国

1. 透過損失 IT. LI 

壁体の遮音能力は一般に透過損失 ( Transmi ssi on Loss) 

で表わされる。今壁体の一方から入射する音の強さ( エ

ネノレギー) を 1
1 とし， 他方へ透過

する音の強さを 1
2 とすると，透過

損失 ( T. L) は

T  .L=  10 l og1み (db)

' 2  

で定義される。ととで 1
1 を A デジ

ベノレ ( db) ， ん を B ( db) で表わ

すと T. L = A- B  ( db)  となるから，例えば 80 ( db)  

の入射音が透過損失30 ( db) の壁にぶつかると，透過音

は50 ( db) になる 。

との透過損失の値は材料により，また閉じ材料でも音

の周波数によって異るものである 。

2. 透過損失と壁体の重量

2.1 理論による重量則

理論的に，壁の単位面積当りの重量が m ( kg/ m2) であ

れば，周波数 I ( c/s) の音に対する透過損失は近似と し

i  )  Bergerυ によれば

T. L = 181: J g m+ 1210 g / - 25  (db)  ( 3)  

であり， 押1が 2 倍になれば T .L 11 5 . 4db 増加する。

ii  )  Beranek 2) は， 音があらゆる方向から壁面に入射

する 場合の実験から， 図 2 の関係を示している。これも

m が 2 倍l乙なれば，T. L が 5. 4db 増加する。
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( 1)  

図- 1

T 凶 0叫 +(乎 tl

=，20 log10 m + 20 log10 1- 43 ( db)  

p =  1.2(kg/ m
3

) ，空気の密度

C=340( m/ s ) ，空気中の苛の伝播速度

で表わされる。ととである周波数，または周波数範囲を

限って考える と， 透過損失 T. L は壁の重量 m によって

変化することになるが，との T . L と m の関係を表わす

のが壁体逃音の重量則である。 (2) 式によれば mを 2 倍

にすると， T .L はもとの値より 6 db 増加するととがわか

る。

ところがとの式を導くには，つぎのように単純化した

仮定がおかれてい ると とを注意せねばならない。

仮定 1) 壁の材料は気密で，均一な材質でできている。

2) 壁の広さ は無限大で，厚さが非常に浮く 入射音

と宿l じ振動数でー板の膜のように振動する 。

3) 入射する 1きは平面波で，壁面に直角にぶつかる。

現実にはとの三つの条件がいづれも満足さ れない のが普

通で，そのため ( 2) 式の値より低くなるも のである。

2.2 実験による遮音の重量則

実際の壁は非常に複雑な振動をするので，実験値が相

当ちらばり ，多く の実験公式が発表されている。

Ber anek の実畿1<:: よる。 f はキロサイヲ J レ

iii) Inge川 ev 3) は周波数 100- 3，000( c/s) の範囲の平

均値として m< 200( kg/ m
2
) の場合

T . L= 12 .510g m + 15 ( db)  ( 4)  

すなわち，mが 2 倍になる と T .L が 3 .8db 増加する関

係を示し ，m> 200( kg/ m2) の重い壁に対しては

T .L= 2010 g m- 1  (db)  ( 5)  

すなわち，mが 2 倍になると T . L が 6db 増加する関係

を示してい る。 とれは図-3 1 曲線 となる。

図- 2

( 2)  
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iv )  Knudsen<)は諸家の実験から ，f が 128- 2. 048( c/ s)

の範囲の平均 として，図-3 K曲線を示してお り，これを

式で表わすと

T . L = 1 4 . 3 I o g m+ 13 ( db)  ( 6)  

となる。とれは m が 2 倍になると ーT .L が 4. 3db 増加

する関係である。

なお，図-3 B曲線は図- 2の値から 100- 3. 000( c/ s) の

平均をとって比較したものである。

以上のごとく実験公式は少しづっ巡っているが，いづ

れも実験値のちらばりによるもので，mが 2 倍になれば

T  . L は理論式による 6db よりは少し 4- 5 d b 増大する

ものと考えてよかろう。これが実際の壁体遺音の重量則

である。

3. 透過損失と音の周波数

以上壁体の宣E のみを考えたが，壁の透過損失は ( 2)

式も示すように周波数 f にも関係している。したがって

T  . L の周波数に対する性質をよく理解しておく必要があ

る。

今一つの壁体で重量刑がきまれば. T.  L は屑波数 f に

よって変化し ( 2) 式で / が 2 佑ーになる と T . L は 6db

増加することになる。これは前記の仮定から導かれてい

るために現災の状態ではない。笑際には壁が板振動をす

るとき，その大きさ，重量，材料，壁厚 l ( m) ，周辺の

条件などできまる固有振動数 f o ( c/s) を持っている。

また壁厚が部くなければ，壁体内を伝j落する同体TTの波

長 }.1 ( m) の影響も考えなければならない。これらを考

応、して理論式を導く と5 )

T. L当 10 I 0910f  1  +  Ｈ 色王 斗 Ｒ ｾＱ ー Ｈｦ ｾ Ｉ Ｒ ｾｳｩｮ Ｒ Ｈ 竺 ｬＩ￬
l.. '  ¥ 2pc  I  {  ¥ f  I  r  ¥ I..l ' /J 

( db)  ( 7)  

ただし P 1  : 壁体の密度 ( kg/m
3

)

C1  : 壁体内国体音のイ云j蔀速度 ( m/ s)

}.1 = デ : 壁体内問体音の波長 ( m)

とれによると，音の周波数 / が壁の回有振動数 f o に一

致すると， T . L = 10I og ( I ] = 0 とな る。すなわち f o と閉

じ周波数の音は，まったく遮音できない ということであ

る。また sm の項があるから ( 2π l/) . 1) が π の整数倍の

とき，やは り T. L = O となる。とれは壁! 写 l がT JSt }.t! 2  

K 当る周波数

f 1 = Ct! ). 1 = Ct! 21 ( c/ s)  (8)  

のと，/ ! " ，および 2f 1，3f 1 ，…・…・ H ・H ・，のときに壁の遮

音能力が無くなることである。はた ( 2) 式は ( 7) 式において

10→O. si n
2

( 27r 1/ ¥1)→(2吋/入，)" とした特殊の場合であるととがわか

る。〕実際には抵抗に よる壁の内部損失な どがあって，と

れらの周波数で T. L  tJ' 0 になることはないが，非常に減

少し 図-4の実験例5) のごとく ーT . L の周波数曲線l乙谷を

生じる。図- 4には参考のため ( 3) 式および図ー2 によっ

て得た直線をいれた。
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図- 4 コンヲリ ートlll1，巾 5m，高 2. 7m，厚 1= 27cm， の実

験値 ( 0点) 。 曲線は pt= 2. 300 ( kg/m3
) む = 2. 700 ( m/s) 

として各式を計算。10=日 (c/s) は実験により定められた。

4. 透過損失と壁の厚さ

T  .L を大きくするためには重註貝IJ から m を大きくすれ

ばよい。同じ材料では当然壁を厚くすることになる。と

とろが壁が板振動をするときの固有振動数は周辺支持と

して

6)

f r =  
( qt

n

2  

Ｋ ｾ ＲｮＲ Ｉ ， Ｏτ 弓了=  ¥ ::2 +  ' h"2 
11/一一一一一一

( c/ s) ( 9)  

¥a"  O" I V 4 8 m( 1 ー σり

ただし堕の大きさ ( a x b) . q，. q2: 整数で Q
，= q2= 1. の場合が ん

に相当する。 E ; 壁材料のヤング率，σ; 1司ポアソン 比

で表されるから，ほかのものが閉じなら壁厚 l に正比例

して f o が高くなることがわかる。 ( q ，. q，が2 以上の伯を

とるに従って閏有銀動数は前〈なり無数に帯{l : している。己れがT . L の

尖験1由が理論他より低くなる応l凶のーっと考えられている。り〕

また一方， ( 8) 式により壁が厚くなれば ん は 低 くな

り同時に図ー4で谷を生じる 2 f 1，3f 1，ー…・・，は間隔

が狭く数多くならぶことになる。 f o の谷もおい }j に移

動するから，重要な周波数範囲で T. L を低下させる結果

となり ，重量則のみで考えられるような大きな値は期待

できなくなる。従って壁j
写を増加して

T . L を地大させる

方法には限度があるといえよう。 f千通にはそれほど厚い

墜を用いるととはなく ，f J
・

2f 1… - の低下も支障のな

い程 度のと とが 多いが， 遮 音をｾする ＷＱＭ の周波数が低い

場合は. 壁の ん を その周波数から述ざけるよう充分注

意することが大切である。

1)  B r uel  uSound I nsulati on  and  R o o m Acoust i cs"  

P  .140 (1951)  

2) Ber anek “ A coust i cs"  P  .328 (1954) 

3) I nger s l ev “ A coust ics in Mo der n Bui l di ng  Pr act ト

ce"  P  .198 (1952) 

4)  K n u dsen  &  Har r i s  HAc oust i cal  De sig ning  in 

Ar chi t ect ur e"  p. 230 (1950) 

5) 川島定雄“ ! 1l 体の逃苛K 就いて" 沼1. :t:r. 17. 112 ( 附15)

6) たとえば絵平約 “ 基礎振動学" P. 267 (昭25. 共立) その他

(1957ー 12 関西設備原論 研 究 会 的川 純一)
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ξｾ Ｎ，，Ｍ

部ｾｾｾｾＤ，ｾｾｾ

いに芯1:1床のある と

住 宅 施 策 評 論 に 一 言 とで，私はその非

住宅政策に関するいろいろの施策

については，も早や耳新しいものも

ないほどに全く 「出つくした」の感が

ある。借家組合会長さんのつきつめ

た現実論から，赤い論客の市命的理

想論にいたるまで枚挙するにい とま

もないほどである。しかしわれわれ

はここで注怠しなければならないこ

とは，それらの現実論にじても王思想

論にしても住宅政策の本質と限界を

- さらに住宅そのものの人生ある

いは社会に占める位置を・・・・・・客観的

に知ることを忘れてはいないだろう

かということである。現代人は職業

人である。人は各々職業をもつが故

に何事についても，その職業という

立場からはなれることはまずできな

い。家主は金もうけのために借家を

考え、都合のよい法律をのぞみ. 学

者は研究のーデーターとしてその研

究業絞をつみかさねてゆく。しかし

住宅問題の解決それ自身はそのよう

な個々の願望や努力や見とほしとは

別のものである。もちろん、われわ

れは各分野における良しな努力は大

ブJ をことさらに こ

とあげするようなと とは屯も患って

もいない。 住宅行政の末崎にたずさ

わる私n身もとれを天職 と心得てい

るのである。であるにもかかわらす'

住宅問題に注がれる努力 とその住宅

問題の解決とは別である。

住宅政策は他の政策全般の中での

一節であり， けっして住宅政策が他

の霊ｾ・政策を リード するものではな

いし，側々の生活においても住宅は

なるほど快適であるのにこ した こと

はないが，それに支出される家賃は

収入によって絶対的に決定される。

生活綴式においても社会の客観的段

階がそれを定めるのであり，いかに

天 J ・的述築家といえ どもその新 しい

スタイノレを頭の rl' から生み出すので

はなくて，その客観的な可能性の中

から一つの組合せを取り出すにすきr

ないのである。さらにいうならば

そのような組合せにその天才が必ｾ

なのであり . 住宅の客観的段階と現

214 とのずれをなくすること，あるい

はちぢめることにこそ住宅建築家 と

しての真剣な職業の場があるのであ

ところが本誌はむ

本 誌 の 表 紙 デ ザ イ ン に 寄 せ て しろ反対に別々の

最近本誌の面白はたしかにー- 新しま

した。表紙デグイ γ がこれに一役買

っていることは事実です。以前のよ

うなナグヤ Pな貧寒なものとちがい

毎号・々々新しい線をねらった意欲的

な試みが表紙をゆたかに生ぎ生きと

したものにしています。色彩一つを

例にとって見ても各号とりどりにア

ザヤカなものとなってきています。

だが私がここで指テキしたいのは.

とうしたデヂイン意欲のオーセイさ

がかえって一つの欠陥をみちびいて

いるということです。それは要する

にー少くとも雑誌と名のつくものに

は釜本的に要求されるべき表紙のデ

ヂイ Y の一口陀が欠けてしまい，各

号パラパラの趣好をこらしているよ

うに見える ζ とです。一年 12カ月各

号の表紙デずインは，たとえていえ

ば. 同じ人間にそれぞれ別々のジャ

ケツを7Efせるようなものでしょう。

人間にそれぞれ勝

手な好みのジャケツを舟せている と

いうわけです。「建築雑; むの表紙の

ような「活のみ活のまま」の味気な

さも困りますが，さりとてとう前後

の見さかいもなしに突ピな衣笈を着

せるのもどうかと思います。これで

は「建築と社会」というレッキとし

た雑誌の個性= かおの方が喪われて

しまいます。だがこの原因は着せる

衣ｾの多機性にあるだけではありま

せん。 i 建築と社会」という誌名の

文字のぷ紙面での扱い }j にも問題が

あります。文字はまず何よりもある

程度の大きさ と，マッスによって表

紙のスペースのー阿にデ γ と膝をす

え，その存在を 1- 分明かにしていて

ほしいものです。ところが本誌の場

合この文宇はかつてはそれほど貧弱

でなかったのが年を迫うて次第に縮

んで行くとともに肉もだんだん薄く

なり本年に入るや全く見るかげも

る。 そこ には不断の勉強に よる客観

状勢の把援 と将来への深い洞察 と積

極的な意欲が必須である。

そして住宅施策の立案なり 遂行の

前に横たわる防警はそれをぶつ こわ

すのでな しにそれを避けてできるだ

け前へし んとうして ゆくのである。

あるいは惑施策への進路に障害をも

うけること によってその進絡を望ま

しい方向へ変えさすの である。

資金や労力を大きく注げばその障

害がの ぞかれる というの ではない。

量と質 とは別な問題で，社会の客観

的段階が別なものになればその とき

はあるいは住宅施策はその附警をつ

きやぶる質に改変するかも知れない

けれども。

そこでわれわれは「住宅問題を解

決するには」なん できついこ とはい

わずに，現下の住宅問題を少しでも

緩和する というととのために各人が

その峨場で協力するにはどうすれば

よいかということに共通の足場をも

てば，住宅を語る際にその立場々々

にもかかわらずその結論は非常に接

近するのではなかろうか。

( 正会員大阪府住宅建投J ! l ! 山地英雄)

ないものとなってしまっています。

これは，もはや「表紙」用の文字と

いうよりはむしろ「扉」に用うベさ

文字 といえまし よう。 だが問題はと

だけに止りません。木誌、の表紙にお

ける誌名の文字は上芯の ような「大

ささ」をふくめて全体として，その

スタイノレがほとんど毎年ネ コの眼の

ように変ってきていますが，これは

まことにどうかと，思われます。とう

した文字のスタイルはちょうど商標

や商標文字 と同じ性質ーのもので決し

てみだりに変えるべきではありませ

ん。とのととは今日一流の大雑誌が

とうした文字のスタイルを戦前のま

まに踏襲している事実を見てもわか

るでしょう。一般にあらゆるデヂイ

れ γ の板本は，たえず易り行くもの

( 流行性) と，変らざるもの( 伝統

性) とを微妙な調和関係に置こうし

とする ところに発するのではないで

ょうか。 57.10. 17

( 正会只京都1 < 術大学劫教授 向 井 正 也 )
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「建 設 業 物 語 」

「短躯 ・赤ら顔の鼻の下にひげを

貯え ，毛虫眉毛にいかり肩，それで

ニッカ ーにハシチングという出でた

ちで. おまけに胸高に金鎖を張りめ

ぐらしている。することが粗野で.

成金趣味で. 金使いが荒い …・・・」こ

うした最近までの世間のいわゆる土

建屋に対する認識から始まり . 建設

業者の生い立ちから 明治 ・大正 ・

昭和と各|時代における業界の発達を

土 持 保 ・ 太 田 透 共 著

彰国主L発行総築文庫15 P  . 168 ￥170  

受持つところで上記発達史の外に

丹那 トシネノレの逸話などを交え. 今

後に役立つであろう貨危な資料を提

供しつつ しかも肩のこらない読み

やすいものに緩めている o 後編は太

田氏の治主主で前編よりは. ややm: み

を増し 記録を法＿としてｾＺ千の考証

が加えられたものになっている。一

つの論文のために準備しかけた資料

が. ζ の巡杭となったものであろう

辿り 11災後に起った新しい諸問題に が. それだけに. これが支給されず

まで触れて稿を閉じている。 に終ったことは残念である。 ように. この種口述を十分取 り入れ

明治維新. 文明開化とともに急速 建設業の発達は明治初年以来のと た書き物は将来11要な資料になる こ

に産業界にデビュ ーした建設業は. とであって. それが. ついこの間始 とは疑いない。

鉄道のイ官設に新政府の樹立による まったばかりであるためにかえっ 戦後. 近代産業として. さらにー

官衡や兵舎の建設にまた民間にお て縦った文献は少い。しかし. その 段の脱皮と飛躍をしなければならな

ける一流商社や銀行の建築によって 殆んど初めからのことを記憶してい い建設業その過去の実態を要領 よ

. まず順調なスタ ート を切った。そ る業界の長老が今なお俄在である 。 く. かつ気軽にとりま とめたも のと

の後. 戦争の度び毎に大きく飛躍を ロで話されるこ とは何か文献になっ して. 業界人へは自己反省と将来へ

続けた経過を述べ. 組合の結成およ ているもの よりも軽んぜられると と の発展の足がかりを供するとともに

びその発達史を説きながら . その問 があるが. との場合はそれが体験か 一般の読者へは業界のありのままの

における業界の地位の向上や入札制 ら生み出されているものだけに正確 姿を具体的に興味深く認識させる こ

度の今昔などを語っている。 無比のものである。古事記が円本の とに役立つものであろう。

前後 2 編i乞別れ. 前編は土持氏の 歴史の記録 として最初のものである ( K K松村組 政 岡 基 次〉

建 築 漫 画 山口ゅうとう 山川111111111川' "川川川川l川l川 l川

衛 星 住 宅 「土 地 代 不 要」 ス ト

ベース

「オイオイ ，基礎が図面より 30センテ低いぞ」

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIUIIIIII IIIIIIII IIIII IIII IIIII Utltl l l l lUl l tl l  
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最 高 の 品 質 ・ 最 大 の 生 産 を 誇 る /

伊奈の

ヲィJl

1 n.r7A  D ' ' J 0. . )  

- 衛宝陶器

〆

印 附 属 金 具

伊奈 の嶋印衛生陶器には J 完a:;;:;;;:z;;コ 印附属金具をセ ットで御利

用下さい ます線おす〉め申上げます。

《主〉 伊奈製陶械式審議t

本社永工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 田 電話常滑( 代表 )700

東京事務所 中 央 区 西 八 丁 堀 2 - 8 電話築地@5261 ・5262



の 規 格 品 /

Ｇｊ ￯ 面唱ＭＭ司唱 ｲｾ ‘
六 ツ の 魅 力

モ ダ ン な カ ラ ー 絶対にムラのない 、上品で美しい 、 ハ

ーモニーカラーで48色も用意しております。

完 全 な プ ラ イ ト プライト( 光沢品) はマ ッ ト ( 艶無 し)

1' 1 : . 比べて張り上りが優美で清潔感に溢れ、汚濁せず技術

的にも完全焼成品です。

衛 生 的 で 耐 久 性 何時 までも 衛生的で、半磁器ですから

クラ ッ夕、最IJ 裂はありません。

容 易 な 施 工 寸法は機械施工のため正確で，索晴ら し く

早 く仕上 ります。

薬 品 に は 不 浸 蝕 特に耐酸、耐アルカリ性 l亡優れてお り

ます。

納 期 の 正 確 本邦最大の月産100.∞0へーベに達する 生産

量は 、如何なる御需主Eにも短期に正しく納入出来 ます 。

⑩ 

4. 

5. 
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帝

国

ホ

テ

ル

、

東

京

国

際

空

港

μ

-

ル

、

合

同

庁

舎

、

鉄

道

会

館

、

殆

ん

ど

の

全

国

郵

便

局

、

電

話

局

等

国

内

外

の

多

数

の

ピ

ル

の

内

装

叉

は

外

装

に

は

グ

ラ

タ

ン

タ

イ

ル

を

多

量

に

御

使

用

戴

き

大

変

好

評

を

得

て

居

り

ま

す

。

土山梨陶所

本社製品を御傑用頂いた干行国 ホテル新館

多 治 見 市 上 山 町
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臨 時 総 会

24日 4時一一4時半 於会館集会室

出 席 者 竹 腰 会 長 中西院事外 13名. 委任状

401 名

議 事 川 定款変更の件

121 昭和31年度中 ( 1月一3月) 事業報告の件

131 昭和3 1年度決算承認の件

141 昭和32年度予算承認の件

以上. 各議事 とも原案の通 り承認議決された。

臨時評議員会

24日 3時一一4時 於会館集会室

出 席 者 奥 島 副 議 長 外 7 名. 委任状42名

議 事 川 定款変更の件

121  昭和3 1年度中 ( 1月一3月) 事業・報告の件

131 昭和3 1年度決算報告の件

141 常務理事重任承認の件

奥島副議長が議長となって審議し. 各議事とも

原案の巡り承認議決された。

理 事 会

10日 2時一一3時 於会餅会議室

出 席 者 竹 腰 会 長 外 11理事 事務局2名

議 事 川左官工事講習会開催の件 121名古屋市に於

て講演会開催の件 131学会主催講習会後援の件 141台湾

省建築技師公会赴日参綴団歓迎の件 以上審議の上. 何

れも実施のことに決議した。 151入退会者詮衡の件 161報

告事項

事業委員会

7日 5時一- 6時 於南区松山旅館

出席者 驚尾委貝長. 岩崎副委員長外 11委員

東洋 レーヨンのナイロン紋fi ・鍛 温

毛ケット・レツプ

室内装飾設計 施工

代 理 庖

美 工 装 飾 株 式 会 社

代表取締役 小 早 川 美 武

大阪市西成区姫松通 1 の30 電話 ⑧2564

り (10月分〉

事務局2名

殺 事 11110月 事 業 に つ い て 予 定 の 通 り 実 施 を 決

定。 12111月の卒業企画建材工場の見学会を予定した。

131忘年懇親会について 小委貝会に於て検討することと

してその主査を委嘱。 141その他。 151報告事項。審議終了

後. 山木委員作成の沖縄の米軍工事及び風物のカラ ース

ライドを鑑賞し 委員懇親会を催した。

教育委員会

設備講習会準備懇談会

9日 3時一- 5時 於会館会議室

出 席 者 竹 内 委 貝 長 外 小 委 貝4氏 招待者石

黒氏外8氏 事務局2名

設備工事講習会の企画検討の参考とするため. 講習の

対象となるクラスの人々に参集を願って. 本講習会の実

施に関しての意見や希望を聞いた。

設備講習会小委員会

23日 3持半一一 4時半 於会館会議室

出 席 者 浅 田 主 査 外3委員 事務局1名

先日の懇談会の結果について意見を交換し協議の結

果更に講師予定者の芯; 見を聞くとととしその候補者

とし て. 管工事に須賀工業の三村氏. 沼気工事に近徹也

気工事の真砂野氏を推薦した。

工高生設計 コンクール審査会

19日 2時半一- 6時半 於会館集会室

出 席 者 応 因 審 査 委 員 長 外5審査只 教育小

委員浅田主査. 乾委員 事務局2名

北海道から九州に至る全国に亘つての応募25校69点、を

審査して. 入選10点. 準入選 3 点を決定した。

出版委員会

床工事塗 り物分科会懇談会

テ ッ ク ス

フローリング

気光式通風鰭

田辺工業株式会社

s  
責任筋工

大阪市西区江戸沼上通一丁目五 電話土佐娼. @7437- 9
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4日 21時半一- 51時半 於会館集会主主

出 席 者 竹 内 主 査 外6委長招待者・森畑左官

組合理事長外3氏 事務局 1名

w仕上工事のうち左官工事に関するものについて話を

聞くため左官業者を招いて懇談会を開催し. 委員との

聞に質疑応答怠見の交換が行われた。

災害委員会

鉄骨計算便覧小委員会

11 日 5時半一一7時半 ー 於会館会議室

出 席 者 馬 場 委 日 長 外6委民 事務局 1名

実際に役立つ鉄骨の計算便覧を編集発刊して説明会を

開催するとともに. 主とし て地方の構造関係実務家の参

考・容 とするととを企画し. とれに取り上げる項目につい

て倹討協議を重ねた。

31 日 3時半ー- 5時 於会館集会室

出 席 者 馬 場 委 員 長 外3委員 事務局2名

前回一応決定した内容の項目につい て再検討を加え て

とれを整理し各項目の執筆依頼者を選定した。なお駅

名. 発刊予定日などについ ても協議決定した。

編集委員会

12日 2時一4p寺 於会館会議室

山内ー者佐野委員長外3委員 事務局3名

議 事 11111 月「建材特集 J 号経過報告。 12112月「建

築生産」号経過報告。 131正月「関西の建築」特操号の報

告及び追加企jilij の決定。 1412 月「構造」特集号の企画

次団幹事会に於て企画するこ とと し 検尾 鬼武の両氏

に出席をお願いすることに決定。 151そ の 他 広 告 改 善 小

委貝会の結果報告その他。

広告改善小委員会

10日 311寺一一51時 於会館会議室

出 ｉｾ ，Ｇ ei' 佐野委員長外3委口 事務局5名

編集委貝 と事業・委日会及び建材協会からの出席委貝に

事務局広告関係者も加わっ て協議した。広告が一層会貝

へのすー ピスとなるよう . 読者の利用できる広告内容に

改善するこ と に つ い て カタログの繍入. 広告グダイ

ン. 記載事項の改善などについ て意見の交換を行った。

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀北通四丁目 ーO細野ピノレ三六号

電話新町⑬九九五~九九八
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法規委員会

148 3時半- 5時 於会館会議室

出席者恒関委貝長外7委員 事務局 1名

建築基準法の改正に関して建設省から提示された問題

点について逐次立見の交換を行い. 確認及び検査に関す

るもの 5 項目につい て芯見の取緩めを した。

名簿委員会

19日 5時半一一7時半 於会館談話室

出 席 者 谷 口 主 査 外4委貝 事務局3名

経過報告の後. 名簿表紙のデずイジ . 染者案内欄の業

種区分などについて更に検討評議した。

若い会員の集い

17日 6時一- 81時 於会館談話室

第 4 回の集会を開催。出席者 14名で. グストとして竹

中工務庖の中出定夫氏を招き. 鷲尾委員長も特に出席さ

れた。 i土 と基礎のあれ とれ」をテー 7 として 中出氏

の永年の経験による興味深い談話を中心に. 出席者一同

自由に話し合った。

講 演 会

建築技術者のための原子力講座

12日 1時一- 5時 於大阪姥設会館

東海村原子力研究所の建設. 原子力発沼会社の設立と

原子力関係建築の建設機運地進にf ' 1' い 建築家としても

これに重大な関心を持たねばならぬ11寺節が米た。本会で

は右に鑑みて下記の講演会を開催した。

原子力について 阪大教授理博浅間常三郎氏

原 f ブJ と建築技術について

京 大 教 綬 工 博 横 尾 誌 は 氏

原子力建築の施ーじについて

大林組研究室長 'p，' 1刊 豊重氏

映画( 英国総領事館提供)

コーノレグー ・ホーノレ建設 イーストマ Y カラー

英国の原子力発電の発展 開 上

浅間博士は. 原子力の理論 よりは その応用面につい

て諮られ. なかなか興味のあるお話・であった。横尾博士
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盗氏

定夫氏

工 法 清 水 建 設

特殊工法 竹中工務応

2 8 日 2 9 日 3 0 日( 各人 1日のみ〕

於大阪生コY クリ - r  K. K. 佃工場

金子

中出

2 3口

2 5口

実習

見 学 会

南海会館見学会

15日 2時一一4時 参加者 135名

坂倉準三建築研究所の設計清水建設施工で. 鉄筋コ

γ クDート造. 地下2階. 地上8階. 総延坪約 15 ，000坪に

近い大建築である。建物は. 南海i [ ( 鉄事務室. 高島屋.

劇場3館の3プロックに分れているが. 外部仕上に陶管プ

ロックが多数使用されているのが珍しい。黒. 1立を主と

した色調で各所仕上も筒紫であるが仲々立派であり.

5 階の結婚式場は大変華やかなうちにも務静いた感を受

けた。近来明くなかった大建築の見学会であった。

毎日会館基礎電気閤結工法見学会

は今瓦欧米を廻られ 特に米国における原子力関係の建

築を主として視察され最近に帰朝されたもので. スライ

ドを使用して最新の技術につき述べられた。菅田氏もま

た今春米国の原子力建築について視祭研究のうえ帰朝さ

れたもので. その施工関係の講演は大変参考になるもの

であった。当日の聴衆は約 ＷＰ 名で予 ｊｾｉ より淋しかったの

は残念であったが. それだけまた熱心な聴衆で. 速く名

古屋 ・京都からの参会者があった。

講 習 会

現場管理実務講習会

本月は引き続き下記の講習を行った。

10月 1日 4 日 機械器具. 工具類の包'理

竹中工務開楠潟1 #雄氏

石工事. タイノレ工事の施工と管理

藤木工務庖 矢野 豊 作 氏

材料の検収とその管理

鴻 池 組 土屋 史 郎 氏

鉄筋コγ クリ ート 工事. 鉄骨工事.

防水工事の施工と管理

清水建設 鬼 頭 寿 郎 氏

木工事. 屋根工事. 金 属 工 事 雑t

Ij J の施工と管理

鹿島建設

8 日10 日

参加者 103名

建築工事には前例の少い地盤の沼気回総工法の見学会

であるが現場は一時的短時間の視察では充分に状況を

知り刻Eい憾があるも. 先ず日建設計工務の宮川技師から

当現場における同工法の施設並びに経過につい て詳細説

明を受け. 大林組係貝の案内により地下の現場に赴いて

純設の状況を見学した。なお現場に於ても係貝から詳細

な説明を聞く と共に質疑応答が交わされて. 実例の少い

工法のとととて大変参考になった見学会であった。

3時一一4時半18日

久哉氏岩下

15 日18 日

29 日 11月1日

22 日25 日

離宮見学会

恒例による離宮見学会を下記の通り行った。

桂開E 宮 見 学 会 修学院灘宮見学会

10月29 日 11 時 10名 10月30 日 9時 19名

30 日 11 10 11 31 日 1/ 11 / 1  

3 1日 11 10 11 11月 2 日 11 7 11  

11 月 1 日 1時半 10 11 4 日

2 日 11 1時 10 11 4 日

11 11 11 

鉄筋コ ンクリート技能講座

毎年開催の本講習会も. 本年は第 4 回をZ;I えるととと

なり 広く当地方の初等技術者に期待を持たれるに到っ

た。今回も申込者は予定数を超えて 105 名 に 上 り 下 認

の通り講習を行った。

会場大阪建設会館 6時一一B時

10月14 n 材 料 都島工高教諭

16 11 試験法 阪大教授工博

1811 7.k ，混和剤 ，調 合 大 林 組1

21 日 工 法 大林組

辰雄氏

正一氏

尚武氏

一夫氏

尾

島

口
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午 餐 会

10日 11時半一一一 11時半 於会館集会室

10日は会館の開館 1周年の日に当り . また元理事の京

大横尾教授が欧米視察の旅から最- 近に知られたので歓迎

を兼ねて. 狭くはあるが会館 411皆集会室で記念の午餐会

を開催した。竹腰会長が用務で少し遅れられるので. 定

刻東先II 副会長が. 会館設立についての関係者の協力に対

する謝辞と会館の利用状況を述べ. 開館記念と横尾教授

の帰朝歓迎を兼ねて午餐会開催の旨の挨拶をされて会食

に入り Ｎ 一同ビーノレで乾盃祝ｫＧＺｾを表して歓談主ｉｬに会食を

終った。その後横尾教授の欧米視祭のお話を伺い. 同

教授の撮影されたカラ ー映画を鑑賞して散会したが. 出

rif 者は30名であった。

台湾省建築技師公会赴日参観団歓迎会

25日 11 1時半一一1時 於大阪建設会館

台湾省建築技師公会の赴日参観団々長関頒声氏外 5 氏

の一行が来阪されたので. 関係間体 5 会共催で歓迎の午

餐会を開催した。学会政問幹事が共催団体を代表して歓

迎の挨拶を述べたのに対し . 関団長が流暢な英語で熱弁

を振い. 日台文化交流の必要を説かれ. 来日以来の歓迎

に対して謝意を表された。団貝中には日本の大学の卒業

者も居られて 出席の同窓と久澗を叙する風景もあり .

問和やかに歓談を交えた。務 ノ内弁当の食事も珍しい

のか大変喜ばれた ようであった。行程の都合で短時間の

会合ではあったが. 甚だ有意義な催しであった。な お当

日は各会から 15名が出席した。

支部主催講習会

兵rr，及び京都支部に於ては. 夫々下; 己の通り講習会を

開催した。

兵庫支部

10月21 n 左官工事講習会 於姫路市

日 本 壁 に つ い て 大 市 大 講 師 山 田 幸 一 氏

洋壁について 大 林 組 谷 口 尚 武 氏

10月22門 左宵エポ講習会

期 ｾ Ａ 路市 と問

10月23 日 コシクリート談習会 於盛岡市

制 合 大 林 組 寺 沢 一 夫 氏

施 工 竹 '1' 工務! 吉永山 並立二氏

於盛岡市

京都支部

10刀 左宵工事講習会 於京都市

28日 日 本 壁 に つ い て 大 市 大 講 師 山 田 幸 ー 氏

29 日洋壁について 大 林 組 谷 口 尚 武 氏

レ事々 よ 商月率良無* 斗主主主 墨

。 井 田 商 事 株 式 、 会 社

大阪市 ?良速区西円手町ー 0 - 七百H也浅町駅貨物八号門前

電 話 ( 5ヨ) 4 8  9 0 ・ ( 26) 4 8  0 9  r  

会員名簿

昭 和 33 年 版

附 録 業 者 案 内 欄

日 本 建 築 協 会
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昭 和 31 年 度 決 算 報 告 社団法 人 日 本 建 築 協 会

昭和31年度収支決算はl昭和3 2年10月2 4円開催の臨時総会において承認されました。ここに御報告申し上げます。

一 般 勘 定

イ昔 方 之

科 自 金

現 金

当 座 預 金

暫 通 預 金

郵 便 銀 管 貯 金

?詫 期 預 金

未 収 入 金

仮 払 金

未 経 過 支 払 金

fl ・ 量5

会 MJ 此1 資 金

本 則 収 支 勘 定

ノE、I  

計

空E 産 之

嫡 要 金

悶 定 資 産

付ー 1揖

流 動 資 ｾｬｩ

当 座 預 金 162. 318 

普 通 預 金 27. 029 

Jて JOJ 官l 金 20. 000 

郵 便 振 轡 貯 金 15. 352 

現 金 12. 630 

維 槌1 iI!  

仮 払 金 7. 374 

未 収 入 金 359. 310 

未 経 過 支 払 金 148. 389 

近畿u ! 築会館出資金

近 畿 建 築 会館出資金

本 年 度 収 支 勘 定

本 年 度 収 支 勘 定

-e 、
苦十

貸 借 対 照 表

昭 和 3 2 年 3 月 31 日 現 在

部

11  

貸 方

官E

11 

科 目

12. 630 fl. llll 償 却 m 備 金

162. 318 未 払 金

27. 029 仮 受 金

15. 352 米 経 過 収 入 金

20. ωo 2占 本 金

359. 310 Ul 業 時E 備 金

7. 374 放 日 高 l伴 氏 司I 業 資 金

148. 389 il? 入 金

197. 2鈎

1. 000. 000 

186 .472 

2. 136. 173 

11 

17 持十

財 産 目 録

昭 和 32 年 3 月 31 日 現 在

部

11 

負 Iil 

I<<i  

11 

摘 1反

197. 299 引 当 助 7と

主基 木 金

幻7. 329 ui m 司 自 備 金

付 保 償 却 単 UY 金

放 日 高 鮮 民 事 業 資 金

流 動 負r . ' !

借 入 金

仮 受 金

515. 073 未 払 金

未 経 過 収 入 金

1. 000. 000 

186. 472 

2.136.173 

11 

£目注

百十

之 部

金 粧l

28. 839 

873. 198 

38. 485 

168. 125 

47. 672 

347. 300 

232. 554 

4∞. 000 

2. 136. 173 

之 部

金 暫l

656. 365 

47. 672 

347.300  

28. 839 

232.554 

1. 479. 808 

400. 000 

38.485 

873. 198 

168. 125 

2. 136. 173 

57 



収 入 之 部

科 回 金

会 :el 収 入

iIl m 収 入

後 援
d品d、、 Ａｬｾ＠

雑 収 入

ノ ，ｾ 、
St 

支 出 之 部

科 目 金

耳1 m Ｗｾ＠

支 部 聖i

司I 16 所 :el 

ｩｾ＠ 務 :el 

Jn 絵 与

l事 '1' 1  

an 賦 ，I'.I! 金

予 i睡 ｾ＠

合 骨十

昭 和 31 年 度 収 支 内 訳 表

n 昭 和 31 年 4 月 1 日

至 昭 和 32 年 3 月 31 日

電邑 Z空 目

地正閲m 

会

E2E2T 2  2  2  5.360. 410 体方
金，ヨk

会

9. 010. 295 

57gf J i  

一負般 型軟F雑審S売E 上上 収収

36.0∞ 後 援 メ4、2‘  :el 

469. 330 縫 収 入

14. 876. 035 合 計

額 :el 日

書烈m 量E電

貝 会

9. 327. 792 
演 E時総現 会

容 器 行

270. 341 支支 部部 梢交 附助 金金

1. 039.610  高I 務 所 E主

旅泊i文日駐1  

{交金刷司

11貨112 2  2  空

ｲｰｾ＠ iiJi 

646.487 

1n よl

維

3. 195. ∞o  
給起i

!!J J  手
料］、ｾ

:n: 与

187. 463 
他厚労失除 生 国業貝災E年 金保保保福 保険険険利険 料料料料鈍

29. 780 ｾ ｉＡ＠ 賦 2型 金

166. 034 予 備 聖t

15. 062. 507 
d日h  計

本加j総収入 14.876. 035 "  総支出 15. 062.507 差司 l次期繰話不足金 186. 472 

58 

金 官E

2.470.2ω 

2. 651. 2∞ 

148. 4ω 

90. 4ω 

6. 8ω. 832 

116. 4切

443.的。

95. ωo 

161. 570 

750.765 

552. 618 

36.∞o  

469. 330  

14.876. 035 

災 支 tll 

96.597 

179. 812  

6.645. 688 

159.802 

日3.880

960. 353 

751. 6ω 

241， 510 

28. 831  

1. 039. 610 

22. 057 

186. 098 

381.116 

71. 565 

49. 283 

136. 368 

2.515. 100 

99. 900 

580. ∞o  

]02. 289 

39. 120 

23.991 

220 

21， 843 

29，780 

166，034 

15. 062. 507 



会 館 特 別 勘 定

Ili 方 之

科 目 金

思 物

町 話 般 備

什 耳晶

銀 行 勘 定

現 金

未 収 入 金

本 則 収 支 勘 定

合 百十

支 出 之

科 目 金

m 長[ 軍司

瓦 j町 代

水 道 I"¥: 

火
i足 保- 険 専1

人 ｾｉ ・ 首位

{昔 地 事T

公 ;w 

雑 ｾ＠

支 払 利 息

{コ... 計

近後建築会舘特別勘定貸借対照表

昭 和 3 2 年 3 月 31 日 現 在

部 ｾ＠ 貸 方

額

11 

1型 自

16. お8. 945 一 般 会 計 繰 入 金

319. 4ω 寄 附

862. 850 f昔 入

780. 862 未 払

148.844  

1. ω o  

280. 028 

18. 762. 429 
4回5、

近後建築会舘特別勘定損益計算書

自 昭 和 31 年 10 月 10 日

至 昭 和 32 年 3 月 31 日

部 収

額

11 

ｾＲ＠

金

金

利 ιl 

計

入

日

44. 089 第 二 一 般 会 計 繰 入 金

112. 891 貸

*-
ｾＱ＠

2. 314 雑 収 入

28. 243 本 則 不 足 金

52. 105 

40. 715 

107. 370  

271. 414 

623. 014 

1. 282. 155 
d口h‘  計

之 部

金 額

1. 000. 似苅

309. 415 

16. 955. 000 

498. 014 

18. 762. 429 

之 部

金 粧i

485. 000 

450. 0∞ 

67. 127 

280. 028 

1. 282. 155 

59 



昭 和 32 年 度 牧 支 予 算 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

lI {j fl : !32年度収支予算は昭和32年lO}-j 2 4日開催の臨時総会において承認されました。ここに報告申し上げます。

一 般 勘 定

昭 和 32 年 度 収 入 予 算

利 回 | 金 額 | 項 | 金 額

l 個 人 会 't'l I  2. 700. 側

会 資 収 入

同

マ

‘

，

舗

ぜ

‘
，

会

会

体

万

団

地
側

"
h

u

 

n
u
 。

。
F
h
a

 

2. 鎚0. 0∞

153. ω。

時I 会 政 72. ∞o

雑 紘 収 入 I 6.4∞，∞0  

ｬｬｉｉ荷 Ｘ担泊 ￮ｩｾ 構昨習会収入 I  245. ∞0  

t総i島3 会 収 入 45切O. ∞0

m 業 収 入 I 9. 47 

約 歓 完 上 収 入 I 15ωO. ∞0  

図 f型符1リF出 版 収 入 |  幻O. ∞0

雑 I 1. 3∞，∞o  

収 入 下 戸

会 館 特 別 勘 定

近餓建築会舘昭和32年度収支予算

収 入 之 部 支 出 d目三
部

ｾ ｾ＠ 目 ｾｾ＠ 目 額 l

貸 E在
' 1 

1. 020. 000 借 入 金 利 子 850. 000 

一般会計繰入金 1. 080. 000 f占 地
' 1 

49. 000 

雑 収 入 50. ∞。 火 災 保 険 料 22. 1∞ 

公 Ｚｾ＠ 151. 520 

氾 気
' 1 84.∞o  

瓦 j肝 代 171. 000 

水 道 代 12. 000 

人 判 't'l 114. ∞o  

雑
't'l 切. 000

償 却 't'l 306. 000 

3繰1越不年足金納狽度 280. 000 

余 ω. 380 

合
Bt I  2 団 側 |
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昭 和 32 年 度 支 出 予 算

料 目 金 耳2 金 額

会 議 't'l 100. ∞o  

部 会 't'l 20. ∞o  

委 員 会 政 1切，∞o

雑 総 't'l 6. 4∞，∞o  

司I m 't'l 9. 110. 000 

講 演 講 習 会't'l 320. 000 

j.f.! 会 't'l 5∞.0∞ 

図 瞥 発 行 自 330. ∞o  

雑 1. 290. ∞o  

| 支 部 交 的 |

270. 0∞ 
支 部 370. ω。

支 部 補 助 金 100. ∞o  

円同、L  
話

't'l 180. 000 

通 {日 't'l 30. 000 

旅費交通' l ' i 220. 000 

務 't'l 1. 036. 000 j.f.! 金 聖i 384. 000 

印 刷 物 質 ω ，∞o  

文 房 具 't'l 42. 0∞ 

雑 't'l 120. ∞。

給 幸司 2. 720. 0∞ 

諸 給 与 3. 390. 000 超 勤 手 当 100. 0ω 

:l't 与 570.∞o  

健 康 保 険 料 114. 0ω 

厚生年金保険料 44.ω o  

厚 生 fi 210. ∞o  失 業 保 険 料 28. ∞o  

労 災 保 険 料 4.∞o  

職貝 稲 利 ｾ ｾ 20. ∞o  

賦
lP.I! 製 30. 0∞ 

定繰入金 I  1.…  
予 備

<<n 624.ω o  

合
計 卜山 側 | 合



厚 さ |大きさ | 孔 | ピッデ | 孔 数 1 .. 

42L国主三三三也_:__118X竺|‘ 11111 三

il 針 11. 5尺角 9  ヌ 23. 8%  18x  18 1  三

1. 3分厚￥1，400 ( 坪) 1. 50' 厚￥1，ωo (坪〉 三

接着剤はセメダイン附の

サンライトセメダイン

大

靭

水

燃

易

麗

易

簡

ι-

工

硬

強

耐

雛

施

美

塗

0

0

0

0

0

0

0

 

厚 さ |標準サイズ|重 量 制 問 ( 枚 )

3 尺 x 6 尺

6.0ヤgl 3卯

1. 3分 ( 4 務)

4 尺 X 8 尺 10. 7k ￥ 850 

3 尺 X 6 尺 7. 7kg ￥ 620 

1. 5分 ( 5 %)  

4 尺 X 8 尺 13. 5kg ￥ 9叩

3 尺 X 6 尺 10. 5kg ￥ 800 

2.0分 (6. 5ヌ)

4 尺 x 8 尺 18. 5kg ￥1，3∞ 

..... 

曾装

硬質繊維板( ハードボード)

日本レイヨン株式会社製造元



7 回? - t : . 手“

種ミｾｾ
号" t - ' I - t : : ' 事同

本社工場

東京支応

ORI E NT AL  

t:' i' ー手: t
1l

/ ' 1

昨云己

ＷＱＷ ・ｾＺＺＮＮ亨柑

用途- 橋梁周・プラ γ 卜フオーム用及耐酸床周

Jt lll ン11ft メ勿l製造紘式会副

本 社 及 工 場 尼 崎 市 長洲字稲川新田村 番地 電 話 大 阪 ⑬4947- 4949

東 京 支 白 及 工 場 埼 玉 県 北 足 立1耶桜町駅前 電 話 川 口 5978 蕨252

九州支庖及工場福岡県八僧市東浜田1J 16帯地 電 話 八 幡723 ・2512

東北支脳及工場 福島県郷山市外冨久山町久保田142 m話 :p，日山267

名 古 屋 営 業 所 名 古 鹿 市 熱 田 区 三 本 総 町2の35 ¥l ! 括名古屋③7674

延 岡 作 業 所 宮 崎 県 延 間 市 北 町45'l &地 電 招 延 岡3632

約 国 作 業 所 山 口 県 岩 国 市 今 津 川 口 市 話 岩 国776

字 部 作 業 所 宇 都 市 浜 通 り 2 丁 目 電 話 宇 都511



関 西 建 材 協

顧問会 ( 第 1 回〉

15 日 正午一一

21時 於クラブ

関西

竹股. 宮l協. 置

地. 奥島. 布施

各顧問出席

各 顧 問 と の m 親 中村会長. 戸田

副会長. 室谷理事長. 鈴 木 志 垣. 大和理事. 会の近

情と事業企画等報告後. 大要下記意見を開陳された。

会の基礎を一層固めると と 有力新会貝を募ること

常設展示場の活用に努める とと. 特に新材料展示に重

点、をおき古い資料は代謝し常に伝子新の気を潔よわせよ

材料に| 刻するカタログを拡く集め一般に便益を与え よ

いかなるものでも問合せに満足できるよう努めよ

等々 。

理事会 16日 2時ーー4時 於 会 飢 地 下 室

室谷. 金光. 太田. 若 井 井 場. 村石. IU村. 中山.

村 田 外 委 任 状 P 通。

総会尚索引項鍛ぴにrm催打合せ. 入 退 会 不 認 会 民 募

集. 諸報告等。

初 泊 中 の 中 務 弁 官聾士

講 演 会 16 日

311寺一一511寺 於

会館 4 階

弁護士中務平吉

氏をmじ手形取

引について実例

の訴を聞き. 実

際取引について

の トラ ブノレ11;; ，質疑応答を行い崎会fl i l . に終了. 米会す

るもの室谷理事長以下60余名。

総 会 々 場 風 景 の 一 部

参加

総 会 29 FI

3時一一71時 於

東天| 羽

中村会長以下会

日90名. 尾崎同

士外新開社来賓

10名. 事務局 7

名 合 計 107 名

2 11寺関係珂lIssl v . びに事務局出場準備 311寺10分大和理

事司会で開会. 室谷理事長議長 とな り評議口選挙後

会長. 副会長決定の旨報告し中村会長議長 とな る。

法人前昭和32年収支決算. 法人後32年度収え予算. 事

業企画. 顧問推薦等議決した。

なお休恕中. 河野氏. 保凹氏の講演説ぴに余興を催し

た。

建物保全部会

22 日一一一23日

凶日市. 湯の山

1111;'i'i. はl iIJ{，j産業

K. K. 詰I i 谷尚庖当

者子幹事. 外ケ γ

トク . 7}cQ.  沢

田. 111下 回 島

マノレνγ 商会主主

びに大和常務理

[j'C.  22 日午後上

六発湯の山一泊

協議 と懇親会俄 !

し 24日四日市

大協石油K. K. 工

場視察. 大沼製

品深長案内にて

見学後. 部会解

散臼由行動。

評議員会 (!rJ 1回)

29 I1 411寺 於

以天|革!

品賞m宮:: - ull 君外

26名出! 市. 室谷 問 見 学 1 ] ' の 一 行

理事長仮議長となり議長. 副議長互選の紡よい 核 問 自

日I1君議長に. '1'¥イ欽一君副議長に選任. 同; f J ，挨拶後

横田君議長となり. 会長中村文夫. 副会長戸川賢・

15木友-fi ' を決定。

32年度法人前決算法人後収支予算. 決議. ＧｊｩｾをＨｦＧＺ ｵｩｴ ｪ

ｦｴＧｊＧ ｪ 問等 Ｗ ＢｒｾＮｧ。

第 1 回評議員当選者

( 議長) 1l4lll 宮 ・白[1. ( 副議長) 作倣 JMbII I日ゾよ.

'1' 盟f i 4次郎. 111崎達夫. 柏原因光. 佐々木! ム. 安井邦

三. 佐々木通次. 和田友一. 松本六郎. 1  LI本政雄. 依

113，'，心和. Jj;栄木権四郎. 倦川智造. 架 山芳雄 村よ一郎

小島! ) j ，戸谷周円. 問辺将実. 新;11ニ伝次郎. 大谷l昭訪

日[1. 白井良吉. 高m良. 井下菊一. 丹司奈良一. 福;)1:

外 吉. 総本三民11. 三 宮 欣 一 郎 納 谷 四ull . 安田善四日11

井田泰玄. 尾崎博一. 伊藤長太郎. FI 比昌一. 仲野村d

太郎. 松井邦彦. 椅頼圭蔵. 伊丹甚一. 石井一信

4

2

 

.  10 月
A

Q

Z

 

分 幸民

I&lの山，沼l物保全部会朝食前協議鼠鼠

、、、

保全部会四日市大協石油見学

(計40名)

入会復活

三舟建材脳会( 代表者船津稔) 所私大阪市住吉

区上住吉町31 r包帯治 2420 営業積目 陶管. 大正便

所

61 



退 会 者

三田工業i株 式 会 社 ( 代 表 者 三 田 繁 雄 ) 所 在 大 阪 市

東成区宮林町5

関 西 建 材 協 会 日 誌 10 月 分

7 日 於大阪ホテル j由硝子i妹式会社50周年祝賀パーテ

ィ開催. 室谷理事長参列。

9 臼 青木副会長. 大和常務理事は大林組. 宮脇建築部

長. 問中商工次長. 東畑事務所. 日建設計. 竹中工務

庖等. 顧問会の件にて廻訪。

10日 建築会館一周年記念午餐会. 大和常務理事参列。

11 日 室 谷 理 事 長 大 和 常 務 理 事. '1' 村 会 長 に 面 会 総

会外会務打合せ。

24日 向山県総築士会総会に際し開会のFA; めに応じ 133烏

応用化工 ｋＮｋ 並びに ｾ［ｩｊ ｬ く化学工業 ｋＮｋＮＲ ［ｴ上出張 そ れぞ

れ製品説明。

25日 午前. 大和理事はニ柴屋装備工業K. K を訪ね同社

岩崎重役の急逝につき弔門。

26日 奈良女子大学文化祭に際し . 求めに応じ約 15宇土建

材出品した。

.. 
_ :  

<4“  

、... 

同笠谷: B J j m長 の 会 状 報 告
顧 問 と 対 波

総 会 中 村 会 長 挨 拶 興 の 一 時 休 館 rj 1 余興 11: . 興ず

信 用 と 誠 実 ぞ モ ッ ト ー と す る ・ 建 材 1 0 0 社 の 見 本 か 一 目 で 見 ら れ る

⑨ 

｝ ト ｬｮｮｾ
62 

、・

設 計 ・ 施 行 ・ 管 理 に は

ま ず お 気 軽 に お 越 し 下 さ L 、。

関 西 建 材 協 会

大阪市東区北浜三 丁目三 じ

( 近畿建築会館内)

事務室専用電話を増設しまし

た。

T E L ⑮ 9908 

T E L  @ 7 172 展示場 1，1]: 用

4惨



調』

4  

建 築 と 社 会

特 集 号
号

一般号 口

一般号・・ ・・ ・・・ 2  

一般号 ー・ ー・ …  … 3  

一般号 ................... .，...・ e ・-・ 4

スポーツ建築特集 ・ー .. .. .. ....・ H ・・ 5  

建築 と美術特w・e ・e ・.... .. .. . ... .. ・・ ・ ・・・ 6

一般号 ・ …  ・・ -・ … ... .. . ・7

変遷 と見通し特集 ・…. . . . .... ... .. ... .・ o・. ....... 8  

支部特集一 ・・ … ー …・ q

水省特集 ー. . .. ... .... ...・.....・ 10ー11

sIJ 立35年記念史号 一・・...... ............ .. .. 12

作 品 作 風

公共建築

京都地方検察庁庁舎 ..........・・ 9  

設計 ・監 理 主n般省近畿地方m散防

施 工 大 成 建 設 ( 株 )

学校 ・養成所 ・幼稚園

大阪市教育会館… ・ ・ー ・ ".・ ......... 7

設 計 大 阪 市 建 築 局

施工 大鉄工業株式会社

t b取市立西中学校 ..... ....…・ 9  

設 計 京 都 大 学 生 前 科 学 研 究 所

MIi工 ( 株) 総村 組

ltillli J占取市復興局建築.器l

京初府了t医科大学綜f精霊t......... … ー ・9

設;n .  ｗＮ ｩｾ ＱＡ京邸府 ｭ 築部 ＱＺ＿ 織 ［ｷ

脳 工 ( 株 ) 訟 村 組

京都市日吉ケ丘高等学校・ ・ 9  

i投計 工 学問 士 制 口 捨 己

施工 ( 鯨) 験問組

図笹館 ・美術館

T HE A T E R  A R T S  C E NT E R  

設計 MA R C E L B R E UE R.. ... …3  

広ぬ児童図 .!f 館 ... ..... ... …q  

設 計 丹 下 他

研 究 所

米国科学院原子織噴1侮寄研究所. ... ....・ M ・... ... 9

設計 . ¥t i 型的川m築専J f; )所

施 工r I l 水建設( 株) 広j活支応

病院 ・診療所 ・医院

大阪府立結成療養所羽山野病院. . . . . . . . . . ..… ... 2  

殺 計 大 阪 府 建 築 部 営 織 課

施工 ( 株) 藤木て務院

体育館 ・競技場

リ ｾ ・ スポーフセンタ ー

スタジアム ・体行n!'r ・ 5  

大阪府立体育館・. . . . ••• •..• ••• • ..... ." ...."....・ H

設計大阪府強築部営織; w

アサヒ ・アリーナ ..... ... ... .... ...............1/ 

設計 ・施工 ( 株) 竹中工硲広

国営阪神競m場第 2m見所ー. .・ e ・.. .. ........ .... 1/

設 計 中 肉 六nsm築Ul fh所

施工 ( 株) 和国組

T W O-F  A C E D  S T  A Dl UM ....... .. ..... . 1/ 

E生計 Smi t h.  H egner  &  M oore  

事務所 ・銀行

室町物産( 除) 大阪支応一 .. 一・ ー.. 3

設 計 山 下 野 郎i投計事務所

第34集 1953年 1月号- 12月号

号

施工 ( 株) 竹中工f ; ) 脂

三和銀行京都支脂 ー …・・. . . . . . . . . . .. 4  

放置十 三和銀行建築家

細工 ( 株) 大林組

住友信託銀行難波支庖 ・・・ ・ 6

股 肝 日 正E股計工務( 株)

施工 ( 株) 竹中工務脂

神戸銀行船場ピル ・ ・・・ ・ ・・ 7  

i役目十 ( 株) 渡部主n築般計司 Jf 6所

施 工 ( 妹} 大林組

13 " 士フィルムヒツレディング. . . . . . . …. . ・・… 。8

設計東南日建築司lfh所

細工 ( 株) 大林組

新阪事JI ピルデイング ・・ 。 . . . 8  

厳 司I 阪神低気鉄道 ( 株) 工あ部

i投計 ・脳 て ( 株) 大林組

稲武ヒリレテ' イング

般計 ・路 工 清 水 建 設 大 阪 支 庖

日本県味会館 …. . . ・ o・... .... ... ... . ... ・ 9  

設計 ・監班兵政県建築部t . t 繕諜

施 工 ( 練) 竹中工高居

神 戸 銀 行 本 脂 . .. . . … ー ー …  9  

般計 ・監剖 日建設計工務( 株)

施 工 ( 株) 竹中工務陪

兵 ｾｬｬ 相互銀行 .. •. ・ ... ... ......... ... ...... 9  

:lIl: nr・監111! ( 株) 安チI'm築設計司1 l 包所

胞 工 I i ' l 水ru投( 綜}

一宮市商工会: m所 ・ ......... ー. . . . . . . ・・・ 9

放. 1[ .  W，i BI! 日建設31工務 ( 株)

飽i 工 作I水磁波( 株) 名内属支庖

不 ニ商事 ( 株) 名古展支脂 ... ........ …・ 9

般nr . ltillli 三菱地所( 株)

名古忠雄投司I泊所

施 工 大 成 越 投 ( 株 )

住友銀行名古屋駅前支庖… ... ". ... ・H ・.... ... .... 9

i投計 ・監珂! 日ru設計工16 ( 株)

劇画 工i i ' l 水辺理主( 株) 名古屋支活

第一生命ピルテ・イング ー ・・ .. 12  

設 計 茸1一生命ピルテ・イ ングtlBI!部

胞 工 ( 株) 竹中工筋応

劇場 ・|決開館 ・会館

浪 花 隆 ー ・ー ..... ..... ........ ....... 4  

2生計 ・施 工 前水磁波( 株)

近畿低気通信会館・ .. ... . .... .. ，. . . . . . ……・ 6  

散骨| 近 畿 ｭ 通局新， ｾ ｴ［Ａ ＧＮｉＡ

施 工 大 成 建 設 ( 抹 )

八坂女紅場歌舞練場. . . ............ ・・・ .. 9  

般 肝 ・施 工 大 成 建 設 ( 掠 )

住宅 ・アパー ト

T H E  N E W  C A S E  S T U D Y  H OUS E  

般 針 C R A I G E LL WO O D  ...... ......3 

帝国銀行品川猿…. . . . ・ H ・. . ・・ ・ ・・ 3

設 計 平 閏 ・松岡建築事16所

施 工 ( 株) 竹中工f ; ) 広

HOUS E  B Y  R I C H A R D  N E U TR A... 4  

京都府1; 1住宅・・. . ... .. .. ....， ・ ・0 ・・ 9

ホテル ・旅 館 ・料亭

E L  S AL V A D OR  H OT E L …4  

般 計 E D WR D  D .  S T ONE  

料苧河文 …  .... …  ........ ..... 9  

設 計 ・監凪! 篠田川 i口m来事; ] 5所

』包 工 前水建設( 昧} 名古凪支庖

総 目 録

。

八勝館中広 ー 一・・ .... •••• •. ・0 ・e ・9

設計 ・監宣II 刷口拾己

雌 工 消 水 辺 紋 ( 株 ) 名 古 屋 支 庖

工場 ・倉庫

名港海 遮西耳 ｬ 顕倉 ｾ ｉｉ ＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮ ・ ・ 9  

設 計 ・監llli 日m設計工f ; ) ( 株)

施 工 大 成 磁 設 ( 株 ) 名 古 屋 支 庖

海 外 作 品

欧米旅行から拾う ード ー岡編作太 ｮｾＮＮＮ 7  

評論・美学

劇場政策と演劇ー・

一一劇場は演劇1<: 先立つー田中 照 三 6  

股近 ｬ 世界陸築界の傾向と日本の ｭ 築への鎚ｾ

リチ ・ウエノ ・リツヲス … 6

m築と災術の歴史的展f : 1 l 大 怠 三郎 H  

股近のm築美術 ・・ ・・ 上野伊三郎 H

近代健策と美術 ・ … ー向井 正也・・ . 1/

近代 越集と茶道 ー 丸野 澄 訂 . . . / 1

m築と絵画 ........... .. . . . . . ・・・・ヨl 月 侶 ｊｾ ＮＮＮ ｉｉ

MOS A I C  について. . . . 辻合事代太 郎 H  

m築と9 : 1 的感覚. . . .. . ... ー高 岡 克己 H  

i j ! 築への画家の断佃・・ ・ 小 訟 益 欝 .1/

彫刻家の見Tニ現代担! 築へのむ百

池田 遊子… H

彫刻と建築について・ ー・ ー 浅 野 iTi附...1/

ru壌と9: 1. . . .. . 一 中川 あ い… H

DE S I GN に つ い て … … -A本 同 行 H  

両府磁築( 摩天般) の ;11. ..... 徳m :Xi'.. 1I 

室内装飾及家具

援にでも作れる嗣紙製家J l ..... . 政問 J正次 7  

都 市 計 画

郎市計画から 考える スポーツ ・

センターについて ｉｉＧｾ 司被 郎 5  

間関都市から近附.1[ 阻まで・ ..: 輸 雅 久 8  

閃土側発の変せんと見却し

( その1 アメリカの部) 総 j 干 光夫 8  

計画・設計

大阪府立体育会舶について ー 竹内 j品J C- .. 5

京大学生 結 核サナトリウム設計の紫 ｴＯｾ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ ..1/ 

ｉ 再造問題 Ｑ ＹＵＲｾ ＱＹ ＵＳ 年 ・ ･ ・ ･ ・ＮＮ Ｎ Ｎ ＮｾＡ尾 悦 空 1  

Ｑ ，ＢＱ造 Ｑ Ｙ ＵＲ ｾ ＱＹ 臼 年 ........ 田伴 潔 p

m造 技 術 者 は 伺 を 為 す べ き か 宅 井 修 5  

近代主n築栴造の発展 ＮＮＮＮ ＮＮ ＮＮ Ｎ ＮＮ Ｎｾ日忠義ｊＧＡ ＮＮＮ Ｘ

構 造

t &縫の新しい斌み

( 脚堕っ き浮商滋礎の鯖) ・・向指 Ii l 夫・ 7  

建 築 材 料

建築材料とし ての新しい合成樹脂・

井 本 誌… 7

杉 皮uについて ー ・ 上 問 符- ... 3

施 工

ドライ ブイツトについて ・6 日 野 勝 好 3  

コン 9 リー ト床の仕上工法について・

政問基次 ・日野勝好 ・岡 本 弘 ・5

細 工法の変遷K 将来の見通し・・・ 日野 勝 好 ・8

コン合リート硲艇の寿命について・

設 楽 μ 三 9  
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建 築 史 号

私たちのru築史 (1) ・・・0 ・ 林野 会孝 “ 1

(2)... .... .. ... ...  11 ・・2  

(3) ........... ・a・ H ・ 3

11 (4) … ・ H ・ 4

( 5) ・ー ... 11 ・5

11 (6:干… ・… … 11 … 7

( 7) … .... ... ρ 8  

T H E  RI S E  O F  T HE  C I T Y と

J NT E L L E C TU AL  HI S T OR Y  ..・

徳田 ¥li. .. 4  

住 宅

家庭台所のあり方 ・0 ・野田豊島夫 2  

ヨーロツパの0，" 1 ' : 建設と戦災復興

尼 崎 久 助 3  

戦後における住宅問題のうつりかわりー

扇回 iil ... 8 

ζ れでよいのか木造アパート ・ラッシユ

越 智 隆 附 … 9

生活の独立( アパート IC住んで)

山 内 Ｑｾ 兵衛 ｉ 守

浴衣と日本住宅 …  野沢幸三郎 9  

建 築 教 育

ι れからの技術教育はどうあるべきか 1.. .. .  2  

2 ・ 4

3...... 7  

建 築 運 動

建築運動の変遷と新しいru築i 1I! 動

納谷 'll i規 8  

災 害

水 Ｇ［ ｉ ｾ 九州筒 ・0 ・ 10ー 11

被'.!rr y : j ' . { 一門司市小: Q 市八儒市久間

)j(: rli 稲岡市! ) J J Ul 酷八i . l : l H)

熊 本 市 長 崎 県 他

福附瓜の水' 占 .•••• •••. ••••• ..'"i 脳 Ui U， 11 

ｼ勺 μｾ ｩｉ￯ の水制 ー l 1' l : J1:敏す凸 H  

熊本県の被:11 と復興対策 。 叡 弁 公 威 H  

良崎県の地とり鮫1 ，< と対策 j寸31:1 淡古 H  

九州の水1Hl : 直面して. . . . ・ t ¥崎 市 w

水7?車IIl ! ) : 山i : : l ・ ... .. . ... .. ••••• • ...10ー 11

悦 ';!J 写良一有田川上流，中 流，下 流 日高

川下流部: I . ' . t 志川 中 流 部 伊 都

I臨 他

和歌山県下の水害 和歌山県互II 策烈

近青島各大学連合水内科学調査団報告よ

りばっすい

気 鋭，地世1，生 態，土 木，建 築，経済から

みた水省， その被市原因と対策 .... ・H

ｾ村ｻｴ宅と水省・ 0 ・.. . . . .. . ・ e ・...../1

和 歌 山 県 山 村 部 崎 山 稲 よ ー

ｲｴｩ 近ｾの鉄筋コン合ワートの水苫潟査

大阪i I i 銭的・3作 』えz.

水2F京都知 υ ・ 10ー11

被告写J ' l -11・ 手 町 巾 和 来 村 荊H託 行 棚

: Cr 他

I軒111織の水? ? とその対策 グ

京都府政策，課長森n 約

台風13号によろ大阪府下辺築物被'1':- ' .. ..... ... 1/ 

大阪府建築部 H  

和歌山県水 ｾｉｊ について 栗 林 か づ ま グ

外l苅治水例 2 点

新中国の水利政投.. . ... . . . . . . . .M M a  11 

オランダのt園児，千桁地，洪 水 ・

ド ・ワード 伊 藤 幸一 訳 H  

7]<. 1fの感: ¥1l

水3 について釦う ・ ・ U I s 他三 H
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水省 IC答えて ...・ H ・ 一 薄 胞月 H

災 害 IC思う ・ …一 . . . . . . 山内嘉兵衛 グ

九州の風 水容に也1う ......・ 0 ・e 岸川 且I麟 H  

木材 入 札K 与え た影 響・ 0 ・・ … 西国 f白次 H  

和歌山被災者は銀WJ を求めています ー

野田 自由夫 H  

座 談 会

Jf. 1閉乙れからのru築技術の学校教育はどう

あるべきか..... 教育委員会 ・2

Jf. 2問乙れからの建築技術の学校教育はどう

あるべきか ー 田教育委員会… 4

スタール博士夫人を囲んでの座談会

欧米の住宅について一一… 日 7  

耳 ｾ Ｓ 問乙れからの建築技術教育はどうあるべ

己tJ >… … - … … … … … … … ... .. . 7  

「学校教育座談会J 摘要 ー 鷲 尾 健 三 … 7

35周年記念座談会

Jf. 11ti1 I型旧談 。. . . ・ e・ ....... ....12

Jf. 2閉J l i l顧と将来を語る ••• •• ....••• ••• .. .12 

茸¥3間協会の過去と将来 ・・H ・s ・ ・ 12

随 想

新務所!直 竹 腰 健 造 ・ 1

19日年の迎材界を思う • .. .・伊雌滋太郎・ 1  

53年 l. a の強築教育K 望台 ー中野順次郎 1  

℃学はどC . K 問題を求めるか一- mi i l 学者iの

会 合 IC出席した門外淡の1t- . 西山 卯 三 2  

わが 半生 を問 顧し て建 材界の変遷ー

作品と作者

神 戸

新ru策を. R. て! @あり

随且ト. . . .. 

; 滑銭ICι とよせて

'I 仏と仮托

.A: iE七年以の思い/ l ¥など

迎築界の過去と 1寺米…

紫 煙 室

井 上 民 治 8  

松浦卯太郎 ?  

… 伴 潔・ 9

中川 初 子 守

Ｇ ｾｾ ｉ＠ J Iァ .... 9  

5 問 日 武 ー 宇

野 地 修 左 ・ 9

Ｇｉｾｩ 創出 Ｙ

洩制約之庁 1  

社会人として建築界K 要求するもの

鈴 木 伴 手 1  

社会人として独自由家K 望む E と

中: J I あいー 1  

現7f の公営住宅の; ( ( 味するもの ・・

山地 英Ij; ... 2

仕事の述書 ・0 ・0 ・ ・ “ ー 若木盟太郎 ・3

5つのru策的l ! l ' ・・ 0 ・ ー三浦 三tf... 7

記 事

飛刷仁l川紀 ........ 記念行事業見学部委 貝 4  

業者から 体育会館 をみる .... t事総 修 … 5

K きんへ( 体育会館の管理者からの! 護，1 1 l ) ・・

問中 巧 5

域口U ・谷さん ・中之j斗… 重度中 -Tl . ... 8  

8年たった広尚の復興 ・…・. . . . .田吉田 三郎ー ・9

神戸市の今背 ( 明治 ・大 正 ・昭和) ・

凶lt1 'l'ii' "  9  

建築事務庁[35年間顕一 池岡谷久? ヰー 8

制 立35年 記 念 事 業 概 記 ・ ・0 ・… υ ・ー 12

解 説

大阪府ru築基司自法施行条例1部改i E ....・ … 7

資料・統計

京初市内 ICおける ru築物のil! ; 役状況…. .....

K.  M . 生 守

統計数字K 現われた愛知県下の建築状況のー

断 街 ・ ー ・0 ・e ・・… 原 町'1... 9

愛知県下の泊l築 事 情 ・ … X.  Y . 生 9  

号

ru築 協会の変遷( 創立35年 記念史号) ... .... . .12  

沿 革

定 款

司J f ; 5 所変遷

総 会

評 議 員 会

l l l ! 耶会 ・常fI1会

役 貝 及 び 職 民

会 員 動 勢

財 政 状 況

寄 付 金 受 領調

m温・隊 約 ・: bi 見出

「建築と社会」変遷

委 員 会

幹 事 会

講 演 会

講 習 会

座 談 会

問 覧 会

展 覧 会

創 立15年記念事 業

創立25年記念事業

新体制と時局対策委貝会

学会 ・協会合併問題

懸賞及び賃金制

出 版 図 智 満

会員海外渡航者; 鴻

索 引 ( 磁築と社会自11刊り- 1明和27年) ... 1  
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作 品 作 風

公 共 建 築

1，!fril I l 市庁舎 .... .. . ... .. .... . ......... ・H い…12

設計 日建設計工硲( 株)

施 工 前 水路;j<i (抹)

事務所 ・銀行

丸一紡鍛( 株) 大阪出張所ー ー . . . . . … 10 

股計 ・胞工清水建設( 株) 大阪支庖

日本紡制検在協会新館 .. ... .. . . . . . . . . . ・… 10

設 計 渡 辺 建 築 事 務 所

K K舷下商応 ー ...... .. .. .. .・..・・・・ 0 ・12

設計 ・施工 ( 除) 竹中工務庖

ｾ和ピ ルテＧイング ー ・0 ・..・・ 0 ・.... 12

設計 ・路 工 消 水 建 設 ( 株 )

会 館

問多会館・ ・…. .... . . ..... . .... ..... .. ..... ..... .. 10 

;投Jt ( 株) 竹巾工f 6 佑・

住宅 ・アパート

長谷部鋭吉氏邸ー … ・ 0 即・・ H ・H ・... ・H ・.. 11

東畑i謙三氏邸・ ・・・..・ e ・. .. .... ..... .... .... . .. ... ...... 1/

竹股他造氏邸 ..........・ e ・- ・・ 0 ・.. . . . . . . . ゅ… H  

村野雌吾氏邸…. . . . . . . ・…・・・・ ー. . .. ....1/ 

安邦武雄氏自1...... ..... .. ー ・......... グ

村田治郎氏邸 ・u ・・ ・ H  

l 1' l 国友也氏邸

佐藤冨夫氏邸

倉敷レイヨン岡 111 アパート. . .. ....ー… ・ …ー・ 12

設計盆数レイヨン( 株)

施工 ( 株) 藤木工務応

設計計画案

上野市居. i l 1 l / S 懸賞競絞殺計当選訴さ … 10 

小Ｚ｀伝治ｾ

評 論

住居の国民線・ 0 ・・ e ・e ・- 戸悶嘉秩 ・長 事… 11

R OMA NE SQU E  R E V I V  A L とリチヤ

ードソン . . . . . . . ・・ ・ . . ・・・ ・2

日本の現代建築における伝統の問題 ー 7  

日本における建築教育 . •• . •. ・ ...・ a・-・ 0 ・7

作 家 論

建築家と環境 ー・・・ ・グロピウス 10  

東京におけるグロピウス ・ . ! J ! J 主主司書皇軍 H  

近自民地方 ｉｾ おけるグロピウス

その日々の足どりについて・ ・川上 口 .. 1/

グロピウス氏と遊んだ話 ・・ ー白 石 博 三 ...1/

号
号

中国地方でのグロピウス・ ・・・佐藤 m夫 10  

ドイツ時代のグロピウス・ ・・敵国 JId忠 "/ 1

紫煙室 ・倉敷のグロピウス教授

浦辺鎖太郎 H  

号

大阪における住宅地計画・ - 阿山卯三 H  

30年後の大阪 ー・ ・ 中 村 銅 . . 11

中小都市の都心の造成 ・楠瀬正太郎 H

都心の設計l M. 例K ついて・ ・秀ぬ 乾. . . "

海外部市計阿紹介

「パリー及びパリー閤J ｉｾ 関する研究報告

ｾ ＮＮ ＮＮＮ＠ .・ o・... ... ... . ... .. .. .. .. .. ... 吉 阪 隆 正 H

アメリカの都市計画一一特に都市再凶発事

業 K 関連して・ 0 ・ 0 ・0 ・...・ e ・本減和彦… ρ

ソ巡視lifi の工業の配胞と人口の配分K つい

て ー ー ー ・高谷 8車霊 H

工場計画 ・施工

欧米の製鉄工場見学の; 氾・・・・・・高鍋 民夫 3  

紡鍛工場から合成繊維.[ 湯までー・

浦辺鎖太郎 H  

ｖｪ 削工場 ｭ 匝剖ＡｾＮ・ Ｐ ・ •. ・2主i木守{ 太郎 H  

サイロ K ついて 大阪製紛サイロ

陶 浪 以 彦" ' 11

事 Ｑ Ｑ 戸港第 Ｗｾ 堤上屋 ￟ ｊｩｉｬ磁波℃引について ー

司1 司i' • ITIi "i 秀車I・e・ρ

大日本製梢株式会社堺t 場

殺計者の ζ とば. . ・ e ・. ... . 山 口 文 象 ./1

m紋工事施工商について 桑山 75吉 ./1

「大関」醸造工場についてー太田 逮ーが

タイガー針n探株式会社大阪工樋について・

紺 谷 繁 信 … グ

工場計画維観 .... . .・… ー塚本 j;!i次...1/

資料工場労弱者のための福利継投ー ...... .  

E D WA R D D  MI L L S  

室11 修 訳 H  

設 備 原 論

建築の音響設計と吸音材料の使い方

船 越 議 開… 7

l  室の形の般計. ... ..... ...・ e ・..

E  室の残響投計

E  吸音材料の使い方 ・

夏季の戸外風ili ' 風向について. . . . . . . .

石 原 正 雄 … 8

設 備

強烈設備に就て ・ - 山厳正次郎 0 ・1

建築設備の問題 ....... ... ... 問中良太郎 H  

住宅の設備改善K つ い て … e ・e ・竹内 きく H  

交通昔ml C よるエレベータ及びエスカレーク

の台数の選び方 .. .... .. .. ... ・木村武雄 グ

協商設備について ー ・・・ ー杉 浦 務 二 H  

銀行の設備について・ -ー … 商縞 誠宮島 H  

m力Ul t ，由民対応すべき主n築m気[ 投備に此いて

牛田信次郎 ρ  

消火設備談産車 ..... ・e ・. . …. . ・. . 小川 ; 波耳 H  

衛生投備雑文・ ・・・・・ . . . . . . . . 大路m- aB"' / I

般<<11外論・・ 0 ・ 石 原 正 雄 … H

構 造

舛B理似堕の耐火t，l l 迭について，法規授只会 11 

建 築 材 料

最近の塗装材料はついて 伊 藤 幸 一 2  

高分子というもの ー ... .. .+1二本 稔 8  

プラスチックスとn ! 築ー ・ ・田中良太郎 H  

ru築J f I 合成高分子材料一覧表…編集夜. f . J . 会 ρ  

現代建築とガラス・ …. . . .  ー大野 正巳 H  

「アンチサン」防熱ガラスに就て・・ ・

木 村 裕 夫 ・4
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青年建築家

ば年ｵＡ築家特集号 ｉｾ 寄せて … Ｐ ・ ＧｪＱ 村 羽… 6

守年建築家への銭拶 ・・ Ｐ 浦辺ｾｻ太郎 ＮＯＱ

@' 家宏事島

作品 「話回日美代J ' b草加「大友字家J / 1 

坂m 美郎

作品岐阜県立岐阜高等学校・ ー . . / 1  

論 説 機IJ'官主畿と云う滋符 ...............11 

今 西 茂k控

作 品 尼 崎 文 化会館計画集 ・千市グリ

J レ・他一 ・ …  ................11 

柾11鴎 m築Dfl 限 ・ ・・・・ .......1/

三 rn - 1) ]  

作 品 古 賀 の 井 旅 館 ・他 - … - ρ  

渡辺lti 己 外2名

作品相生住宅・…

税明 相生住宅について 0 ・・・・・. . . . ・ H

森下 裕良

作品帝国人絹紙株式会社名古屋工場

2情蛍

論説建築 ＱｾＱ ，長ける栴組力について ' ' '1/ 

平生 舜

作 品 丸 普 石 油 肥 後 栂 給hh所 ・他ぃ "1/  

論説無窓人工環鳩のｬｊＡｦＶ所主 ｮｾ 自の可
能 性 . .... .... ..... .... .. .... .. ... ....... . /1 

長谷川元UII ・吉岡随一

作品 N 社甲子園祭 ・他・ .. ・....... 1/

感 組 感 あ り と せ ば ・他 ・ ・・ ・・ ./1

松 村 民 三

作品倉敷レイヨン西条病院 "1/  

感 銀 四 つ の 断 想 ・ ..... .. ..1/ 

稲 Z自 歳 明

作 品 羽 衣 展 示 住 宅 ・芦屋Y 氏邸ー … グ

: 説明住宅二題"

Jtlli 光生 ・

作 品 関 西 労災病院 .... ...・ e ・-…・ 0 ・ H  

説明 関西労災病院に関係して ・・ ・ ...1/ 

'ef 武 保 総

作品 ロピテル( 熱海病院ホテル計画

集) .............・ M ・ - … … ・ H

説明 ロピテル ｉｾ 就いて ＮＮＮＮＮＮ ・ ＮＮ ＮＮ Ｎ ＮＮＮＮＮ Ｎ ＮＮＯＱ

小 林 爺

諭 説 新 し い 世 代 の 為IC' …. . . . . . . ・ H  

小 林 盛 太

鎗説新現実主義への紋み( 序論) ー グ

近 藤 正 志

感 想 懐 疑 ー ... .. .. ... .. . ... ... ........./1 

太問伝一郎 ・ 0 ・・・・ …山 H  

都 市 計 画

コアという考え方 ・ … 高 山 英 挙・ 9

古代ギリシ都市ヤのコア 森田成 ｾ Ｎ Ｎ ＮＯｉ

わが国民担げ るCommuni t Y il! ;防E 関する

3理鼠.........・ 0 ・・・. . . . .... . ...... 日笠 端。 ../1

大阪市改造計画の抱負 ー 伊 東 五 郎"' 1/

大阪市上町改造計画鉱請さ

大阪市大中沢研究室 H  

大阪市の地域構成 ・ 吉田安三郎 w



地盤と基礎 号

地盤と基礎・・・・ 0 ・ ........υ 伊東 五郎・・・ 5

大阪の地盤 ・ー ・0 ・0 ・0 ・ … 森 田 紀 元 グ

最近の土償制益法 ・ .. .. ・村山朔郎 . .. / 1

W EL L  P OI NT 工法 ・・瀬古 新助 ρ

鋭Ａｉｪ｝ｾっき浮商基礎ー ・ - 高 締 鹿 夫 . . . /1

i I ! 物の不同沈下l問題・ー 一 ー・櫛尾 滋賀 H  

大阪ft 同庁舎の基礎工並びに越礎地盤

f{l 田 栄 . . / 1

広島ピルデ イング基礎決定について n

宮川 迷ns. .. / I

大阪古図線記 ぃ …  ー ー日中沢誠一郎・ . . / 1

施 主

合ライアントか らみた建築

巻 頭 宮 … … ・ 竹 腰 健造… 12

建設界に対する私の希望… 井口竹次郎 H  

デ7 レ経済下の建設界… ・・大島 墜造 H  

オフィスピルのなかより 中総 武 一・0 ・w

デパートと私の建築観 北沢倣二郎 w  

ホテルのあり方 ・ 0 ・ 郡司 & … H  

門外淡路築を ｾ｛ｊ る… ・ 大原総一郎 . . / 1

施 工

打放しコン ヲ リート床仕上げ工事報告・ ....

ー尼崎駐留米軍倉庫工事ー・多昼幹夫・ 2

7 ス7 7 ) レト防水工事の歩み・縮図書一郎… 2

建 築 史

私逮のE迎E築史 (ω8).. " " " "….“....

) 1  (9). . . . " " " " " "….一 /1 3  

(10)  

( 11) ー ・・・ /1 7  

法 規

建築基町田法一部改正他ー ー 法規司E貝会ー 10

建 築 経 済

米国の景気とm告の役削 ...・ 大 島 堕 造… 3

I L O会2翼民出席して

使) I j 者側代表として… ・ー訟村雄吉・ 4

労働者側代ぷとして・ n ー早川 方行 . /1

i I ! 般省全i I ! 労の実態と活動について…

m水 等 … H

日本K おけるi I ! 殻産業験貝労働組合の現状ーィ

左官協同組合の実状ー ー ー癌勝 谷ｾ 次郎 ＮＮＯＱ

建設峨貝座談会

一一土恕9/- の労働問題を誠る ー 0 ・0 ・ H

土建労働者の災態とその活動… 菅野拐事U. .. 11 

土処労働者はめざめている M . M 氾 H  

i I ! 築労務者の状態 ...... .. ..... 相沢喜久太郎 . .. /1

日本i I ! 股産業職貝労働組合協議会

節2@東西合同幹事会議事録・e ・e ・. . . . . . . . . . / 1
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号

i J . I 築労働問題メ モ .. .. .. "". . . . . .X . Y.  Z ・ 4  

建 築 教 育

現験教育11 : 関する調査結束について

岩 下 久 裁・ 2  

建 築 運 動

国際犯築学生会総・・・ ・ ・ 7  

紹介と所感・・ ー ・滝沢 J':l l J '" / 1 

リポート「国民的伝統J K よせて・・

西山 Yrl 三… H

' 会舗の: t : t i i l ! を自覚して地道な努力を' ・

北 野 銭 巡 . / 1

国際建築学生会蟻報告 ( R o. me 1954年}

片桐 泉… H

国際i I ! 築学生会議への毒事加にあたって経過報

告 ・

卒業後の就職 ...，............ ... .. ... ... ...1/ 

防 災

i I ! 築家は保険の規則も織っているべきだ

中村 観 1

スプリン ヲラーと建築火災の実験レポート

竹口情夫・・ 2

座 談 会

設備座談会 ... ... ......... ・ .. .. ..・ 1  

欧米建築の変遷・。

村野藤吾 ・附備作太郎 ・

小川 正 ・三氏 テイ i技... ・. . . . . . . 7  

紫 煙 室

新春随: ! ! l … ・ ......... ・吉田寅之助 ー 1  

虫を無思できたらーーキルコートと

B. H. C I1: 寄せて. . . . . ・・・

ニつの E と ....... . . . . . . . ・岨l口 必古 . 4  

つれづれのJG" " " …一 …  櫛田宮一郎 5  

法隆寺M尾問題と建築家の自覚

小 山 迎_ ... 6

村野「さん」 … … ・・ ・竹内 孝 7  

永速の) ' f 年村里f...... .. ........ ・ . X Y  Z " ' / I  

作家と作品 e ・0 ・....・ e ・- 浦辺鎖太郎 . . . / 1

材料の使い方について. . . . . . ..

材料の感触 ..... .. .....….い.. 岩木 m行 .υ .. 1/

わが街の草弘A記 .….日. ーー …  ・元良 勲 9  

鉄筋住宅余話・..... ー元吉勇太郎・ 12

欧米建築 ζ ぼればなし ・ 尼 崎 久 助 2  

見学犯 愈紡本社 ・尼崎キリンビール・ 0 ・0 ・・ .10

建 築 の 眼

小川 正 ・西山卯三 ・船越畿弱 ・細口錨tr .

九可思滋賀…. .. .................... . . . . . …ー…. . .・ e ・.12



.. 

建 築 と 社 会

特 集 号
サ

日本における建築的伝統特割¥. .•••.. •.. ••.. … 1  

コンヲリート特集 . ... ... ... ... ...・ e ・e ・....… I … ・2

住宅問姻と住宅経営特集 ・ ー… .... ... ...... 3  

劇場特集 …  . •• •.•. 一..... ・ 4  

設計システム特! l l ・ 0 ・ ・・m ・ 5  

節2伺i ' f 年建築家特w・・ ー… - ・ 6  

国 際 号 ー・・ ・0 ・・e ・e ・… … … .. .・ H ・山・ e ・e ・-・ ・7

安井低1 I ! 記念号… e ・0 ・0 ・・・・・・ .... . ... .... . . ・8

i j ! 材特集 ー .... .. .. .. ... .. .. ・・・・・・ …・ 9

エ渇砲業特集 ・" ・・ ・・ … ・… ー 10

設備特! l l ・ー ー・・・ー … … ・11 - 12

作 品 作 風

公 共 建 築

鉛附町役場庁舎υ. . .

1設計 . D監理 ｎａ ｵ ｲｾ 取ｵＡ築研究所

施 工 八 千代91! 役 ( 株)

大阪北m照 凪 . ー ・2

投計 ・監理! 日本m償低額公社磁築部

施 工 ( 綜 ) 松 村 総

愛知県市町村会館.. ... .. ー ー・・・ ・2

般計 ・監sJ! 日建設計工あ( 株) 名古屋

事務所

施 工 ( 株) 安藤組名古屋支脂

商事E区役所 ー 一 一 一 一. . . 2  

般計 大阪市主主築局

施工 ( 株) 奥村組

下関市/i 合 ・ ・・ ・ ・ 5

般 治 問 中 誠 崎 谷 小 三 郎 巡 来 限

脳 工 大 林 組 広 品 支J.s

伊丹市庁合・ .. .・ a・. . … ... ..... .. ..・ 0 ・・ .. ... 11 - 12

設 計( 株) 久米i j ! 築事務所

政則 ・監 四 伊 丹 市m股 部 建 築 課 久 米

建築司l li]所

脂 て ( 株 ) 鴻 池 組

同際沼々株式会社東京局舎 0 ・・・・・・ - ・… 9

殺計 ・施 て 消 水 建 設 株 式 会 社

愛知県文化会館 ・美術館 υ ・ ・ 5  

2生計iiiiBJ ! 指導小坂秀雄

設 計 ・監草II 愛知県m策部信繕. l ' . I !

施 工 ( 株 ) 大 林 組

病院 ・診療所 ・医院

京都市五条保健所 ー e  ・.... 2  

股frl 玖f，jSi l i m被局t:t織課

脳工大l I ! 土m ( 株)

事務所 ・銀行

グリーンピル ・ ••• ••. •••• ... .. . ... .. . ・ 1  

設計 ・施 L ( 株) 竹中工あ底

侮回ピルテ・イング.. ・ .. ・ ・ 8  

股3十・細工 ( 線) 竹中工fh庖

双恩 ｾｪ ・ 竹腰建築耳 ｬｦｨ 所ピル ー ・ 9  

般 計 竹 腰 建 造

施工

三和銀行本応… .... .. .... ..・ ...・ ・・ .11ー 12

設計 ・監迎 山下野郎設計司l li] 所

MIi 工 ( 株) 大林組

扶 震 相 互銀行 ｲ ｾ 取本 ｪ 占 ・ ー … 0 ・8

設 計 大 成 建 設 (株) 設計部

施工大成建設( 株) 広島支庖

劇 場 ・映開館

兵ｾｉｬ県水産会館

放 針 兵 庫 県 営 織 諜

第 36集 1955年 1月号- 12月号

号

施工 ( 株) 竹中工E首脳

近鉄会町/.. . . . . . …白 川 . . . . . . . . . . . .  4  

位 計 村 野 ・森91! 築守I務所

胞工 ( 株) 大林組

近映会館( 近畿映画劇場) υ ー ・4

役 計 林 野 ・森政策

脳工 ( 株) 大林組

OS  T heat re  … … e ・e ・.. ... ・・ ・ .... .. 4  

般針 . h包工 ( 練} 竹中工務脂

アシベ劇場・0 ・.. . ..・ 0 ・" .. 一 ..." ."'"・ 4  

設計 ・施工清水建設( 徐) 大阪支広

ｾ 知 県民民文化館 ・6 ー .. . …- … … 5  

殺計 ・監 理 愛知県9 1 ! 築部位絡線

施 工 小以主主築( 株)

梅聞大映............ .. .... .. . …  ... 11 - 12  

股計 ・監 塑 丹 蛍m築設計司l li] ifr

加i 白工消水 ｭ 般Ｈ株Ｉ大阪支ｾｾｾ

住宅 ・アパー 1・

大阪府高間アパート計画 一・…・ ー .... 3  

設計大阪府住宅耳!

大阪古市問地計画 ・ ・… . . . . . . …・. . .. 3  

設計 久米建築耳l l i ]所

理主盟 大阪市建築局住宅課

施 工 今 西 組 ・勝呂組 ・大末組 ・木村工

f;5所

芦属高層都市計画ー …  ... .・ .. .・ H ・.. . . …・ 3

設 計 日 建 設 計 工l i ] ( 株)

代官山J ; ! ! 急高層アパート計画・ .. .. . . … … 3  

設計久米建築￵ｊ ｬｾ 所

施 て 大 成 建 投 ( 株 )

円本町/Jffi; 括公社甲子閥的合 ー ・ ・3

紋汗r' 監ll I! 近俄低気通信局m世部

施 工( 例。 } Uニ組

百貨后・商庖

( 株) 大沢商会名古屋支庖・・ ー ・ ・ 1  

1役社 ・施工前水砲設( 株) 名古島支J ; 5

オブトンカメラ! 苫・・・. .. . ・ 8  

2生 計 足 立 孝

胞 工 北 村 工E革路

喫茶広 ・レストラン ・パー

食: ! i t ピル「ドウトンJ .. .... .. .. .. .... .. .. ...… 9  

i役計 村野 ・森強策司116所

施 工 的 水m; 役( 株) 大阪支応

安ラプ ・キヤ J てレー

トJ レコセンター ..・ e ・- ・・ 0 ・・ … ・… … ' 8

役 ｾｉ 今}周辺築デザインルーム

他工 ( 株) あめりか昆

工 場

明治製菓株式会社大阪工婿 μ  …  ・0 ・・・ 10

設計 ・監国阿部事務所阿部，l ! 倒志

胞 工 ( 株 ) 大林組

総下m子工業保式会社高槻工儲… 白.. .・o・10

設計 ・監l l I! 日建設計工あ( 株)

細 工 ( 抹 ) 銭 高 組

姫路発m所・ ・ ・ ... . .... .. ・..・ 10

紋E十・脳エ ( 株) 大林組

oI 土製鉄広畑博叡工場 ー e ・e ・... .. .. .… 10  

大 阪 砲 築 事 路 所 高 嬬Nl 夫

日強般計工ｾ 坂永金m

取畑建築司lfa所 佐 々 木 保

川崎製鉄株式会社 千業製鉄所 ・ ・・・ ・.10
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サ

大阪瓦i軒株式会社岩崎℃場，ー… … .. ...... .10

殺 計 大 阪l:t J軒( 株) 抽H股ffl¥

施工 ( 株) 大林組

大阪港サイロ施設について ー…..・ e ・- … 10 

( 株) i U畑i j ! 築司l li]所

大東紡鈴鹿工場 …  ー ... .. .. . .... . . .・H ・.. .10

設計 ・監理! 日強政計工務( 株)

施 工 工 場 (株) 大林組

寄宿舎及食堂( 株) 銭高組

懸賞 e 設計計画案

近翁大学工高車業股計コンヲー J レ入選抜

1955年ー … 0 ・0 ・0 ・ e  ・・ . . . . ・… 6

築後市庁舎指名重量技殺計当選集 ・・… 8  

日淫設計工島( 株)

評 論

丙f下のi j ! 築的伝統について. .. ・説m 俊一 1  

民家史の一課題・・・ 0 ・ 白木小三郎 1  

桂般宮と践家 …・ ... .. . .. . 外村古之介 1  

民自主的伝統と国民的伝統… ・ー丙はI g( J三 1  

商業主E築における A dvert i si ng V al  ue 

小川 正 4

u! 築家ピユウギンの宮l l . o: ! .... .. . .. . .. .. ・e ・- …・ 8

木材のある解釈と表現について・

小川 正・ 8

殺計システムの緒1問題一 ー・ 編集委貝会 ・5

分業設計システム ...... ー 山吉日正次郎・ 5

協開設計について ・e ・e ・.......... . ..J.i(大 A K T.. . 5

締法家からみた設計のあり方坪11' 将勝 5  

構造家から砂 fニ設計のあり方 .J;.'Ij ll l 不学 ・5

日本のm築一一過去と現在 ー・・… 7  

J apanese A r c hitec t ure - Ol d &  

Ne¥v ..... ..... ... .... ..... ・・ ・…・…. . . . . . 7  

日本担築のある相 ・ e ・1草ID 俊一・田7

Some  A s pec ts of  J apanese Ar chi -

t ect u re by  MO RIT  A  k euc hi .. .  7  

日本庭園について ・ ・・ ・ 森 組 . 7  

J a panese Gar dens  

by  M ORI  Osamu...  7  

アメリカ現在建策概観

ウィリアム ・アレツ世ス 7  

General  S u  r v ey s  on T he  A meri can  

Mode rn  A r c hi t ect ure  

by  Wi l li am Al e x.. .  7  

作家論・ 評伝

村野戯吾評伝 ー ・ ・・ ・ 7  

作品 そ ご う 茶 室

広品世界平和記念盟:t: i

M UR A N O T ogo.  A r c hi t ect  ・・・0 ・… 7  

前川国男評伝 …  .. .. ... .. ... . .. ... ... ・H ・......・ 7

作 品 神 奈川県立図3 鮪 ・苦海1 i t

MA YE K AW A  K unio.  A rc hit ect ・ 7

安井武雄作品 ••••. •.•••. ー ...・ H ・... ・・8

安井君の怨い出 ー波 江 悌 夫 ・8

安 井 君 ー 一 一 ー ・0 ・良谷部鋭吉 ・8

安井先生 ー・ .. ... .. . …ー ・ 村 野 藤 苔 ・8

安引先生泊位1 ・ 川村邸三郎 0 ・・ 8

第2期 青年建築家

鈴 木 英 夫 甲南高校校舎 ・申友会館 6  

梅 田 孝 治 伊丹基地士宮ヲラプ ・他 H  

浜 田 和 夫 神戸石屋川独身錠 ・他 ー. . . . / 1 

岱岡三樹夫 与多呂本后 ・他6点 ・・ グ

議 袋 公 明 府中市庁舎 ・F 邸 ・悩 ぃ・… . / 1
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号

佐久間 宏 O  民 邸ー・・ … … .... .. 6

高 矯 則 夫 石原産業四日市工場・ グ

嵐浜共同住宅

栄 木 一 成 姫路発電所・ ・・ . 1 /  

加 藤 啓 治 大沢商会名古屋支底・ . .. 1/  

都 市 計 画

芦屋高j国都市の政i設計画・... .・船越 富島liJ. .. 3  

計画・設計

近鉄会館が生れ出るまで ー 竹 内 孝 4  

明治製繋株式会社大阪工場R ついて

細川 正… 10

松下電子工業K K高槻工場設計のみそ …ー

坂永 金111..."

姫路発f耳目rr...... … 関西氾力K K建設部・ . . 1/

富士鉄広畑樽板工届 ー

高崎鹿夫 ・坂永金丞 ・佐々木保 グ

川鍛千葉製鉄所製鋼て場 ・分泌工掛11: ついて

高 純 段 犬 H

大阪ガスK K岩崎工場地安材く性瓦l Ti プラント

建設について・ 大阪瓦斯K K他殺部 . 1 /

大阪PJ i サイロ施設についてー・・佐々木 保 H  

大阪地安治川サイロの抱工11: ついて

中川氏l 1! "' 1/

ｪＡｾ 窓か干 ｮ 密 か

円建役計工fhK K名古! f i l ] Jfhirr.. . 1/

ガラス桜! 堕の解;没 ・ ・ 一時辺自白太郎 8  

窓・. . . ・ H ・H ・- いい ー中野 吉 弥 8

設 備

最近のアパートmエレベータ 公 文 一三 3  

三和銀行本脂強策{ 役備について

宮川 r，'j .. .11ー 12

三和銀行氷山の低気設備について

1背水g; ' J - Rs…H

i t l ! 築設備のウエイト 11: ついて 'br 吉志乃武 グ

鉄筋共同住宅の般備について 0 ・・小寺 保 H  

照明について 0 ・・ ー ・ ・笠原 裏 H

エスカレークについて ー ー公文 一 三・0 ・H

鹿芥の処，:PJ! . . … ..... •••• 須 賀 栄 一 ρ  

i t l ! 築衛生工業とプラスチックス製品…

小川 被耳 H

建築設備工事分艦発注問題

綜合i I ! 設業の立場から ー ー高 縮 減 益 H  

官庁側の立場から ー 諌 早 信 夫 . . . 1/

f l ' l 三者の立場から ・ ー 田中良太郎… H

' t' l工耳lff背負契約11 : 関する陳情 . . . 1 /  

梅田ビルデイングのウ ーワングタワー 11:つ

いて ー 鈴木俊男 ・竹原説明 11ー12

施 工

プレストレスドコンヲリートの設計・

坂 静 雄 2

ピアノ線について ・ ・ ・0 ・荻田 英二 . . . 1/

コンヲリート簡易獄験法・ ，奥山 正ーーが

鉄製型仲11: ついて い政問益次・ . . / 1

スライデイングフオーム R ついて

f j 回 112m・ H

水と土. . . . . . ・ ーー ・・ー 河悶 明峨 . . . 1 /

建 材

優良証明先行i I ! 材11: ついて ーー・ー・・ 9  

優良証明先行製品・

住宅・アパート

大阪府高間アパート計繭 ー 元 ff !rJ 太郎・ 3

代宮山東急アパートの計画と経滋

l l 9 回誠一 . . . 1/

住宅団地と! F . 活環矯特に大阪古市団地11:つ

いて・ 日本建築協 会 住 宅 委 員 会，. . 1/
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号

住宅の経'g・・ M ・o・... .・ ・ ・政附 u次… 3

公蛍住宅の家賃と建設費 ー 住宅研究会 . . . / 1

台所投開と住居'J'l ・・・・ ー 住宅研究会. . . / 1

イギリス R おける住宅政策の成果・ . 1 /  

建 築 経 済

建築工事と生産性向上運動 o・e ・- 渡部去百 10  

建 築 教 育

E れからの技術教育は どう あるべきか 4...... 5  

1/  5  …・・ 8  

座 談 会

ソヴヱト 建築を揺る ー ….................. ... 4  

一一村野藤吾氏を囲んで一一・

第4問 ζ れからの技術教育はどうあるべきか 5

ll!l 5問乙れからの建築技術教育はどうあるべ

ｾか ………・……ＮＮＮＮＮ Ｎ・ ｈ ・ …・ ・ … ・8

術開iかたぎ ・主部かたぎ … 0 ・.......... …… B  

紫 煙 室

iI!築 ・官事 ー 竹内 l晶夫 1  

「武 ｊ の ｾｉＧ と「文 ｊ のや ｬＧ ・ 波 江 倒1夫 2  

統相川白昼u....... ........ .・ 0 ・ 佐 藤 m夫 グ

シヰマスコープのぐち・ Ｎ ［ｲ Ｎ ｴ 語 ｾ 夫 グ

数のおもしろさ 0 ・ ......"11村 富司 . 1 /

住宅級品いろいろ ...... .. . 小林 三造・ 3

医者一とi I ! 築家ー ・e ・.1辛 潔 4

住宅鯵とi I ! 築家の立場. . .... . . …・山木 jJt ・e・H

学会世記長 ・ 佐藤 君 ＿Ａｴｾ ぅ・Ｎ ＮＮ Ｎ 大和栄昨ｾ Ｎイ

住宅と紡技病ー ・… ー問中 文雄・ 5  

老人よ， しばらく御遺慮を〆 ・・浦辺自由太郎 6  

m迭と法則 ・ .. ........・ 棚締 :諒 ・6

家と生活と女性・… ー… ー 竹久虹之助 B  

11: と水 ......... ... ...  ・

技 術 講 座

シャ ーレの応力の話 一峨尾4皇賞 ・北 村 修 1  

現代i I ! 築のエアコンデイ ν ヨニングにおける

= ・三の問題点 。0 ・・・ -一e

7 バ- ト』にE おける共遜の諸胞i投役並ぴtκE役H備Hの

改宇? について・ー .. ・..・ e ・-・伊勝 率 一 3  

劇場を主 とした室内音響. . . . . . . . . 船越 議 関 4  

劇場を主 とした照明 ......・ .m瀬 正 男 H  

観覧席床勾配の算出についてー鷲尽九郎 H  

不規則 ラーメンの 1 つの実用解法…

鷲 尼 他 三 5  

m置のそデユ- ) レシステムについて

会勢安貝会制 7  

一一ノイフェルト教授講演要旨ーーー

リE ツトデザインについて… 坂 静雄 S  

itl!材のテキスチユア ーと色彩ー布胞忠司紹 9  

シャ ー レの常総 ー主として経済性の問題一

精進研究会 ( K. K. K) ... 10 

建 築 の 眼

小川 正 ・西山卯三 ・船越通関 ・刷口笛古 ・

椛厄滋賀 1，3，5，6，8，9，10，11ー12

Sketch Book 

大阪市東住吉区役所 ー e ・ ・・ ・・・・・ 0 ・ 5  

日制実業本村ピル・. . ......

総定株式会社大阪支后ピル ... 

総江悶際映画劇場ー

大崎町役場

開三円，@ピルー ・ ・H ・H ・..・ ...... 1/

筒井地方政判所庁舎 ー ・ 0 ・H

名古属学院名古屋高校校舎 ー・・- …  … H  

大阪府営住宅… ... ・ ー・・・. . . ・・ u ・8

中小工場. . . ・ o・...・・ 一 ........ . … 10 

fま

fl'l 1岡工高生デザインコンヲール ・設計a課題

住宅入選作品 ー …・・ .11- 12 

記 事

前会長片岡同士追料l会と五月午餐会 … 6  

梅岡ピル批判会記 ー ・・会勢委只会組 ・8

餐員会活動の述絡と協;)J について

干 ｾｲ 芭健 三 ・ Ｘ

資料・統計

仕上別による建築材料名の取引 ー

伊藤幸一 ・森正loi "・9



建 築 と 社 会

特 集 号
号

一般号・

2  

住 宅 特 l，f，l...... …・・・・ 3  

構 造 11 ........・ ・・ …. . . ・ e ・..・・ 4

作品一般

第3回背年建築家

都心の団地計画

小住宅 ・小庖舗

設 備

1/  一日れい..... .‘ "“日日… 5

w ・.. . .・“"“ 一一一 一. 6

"  ・・・・・・…. ...・ 一 一 7  

11 ...・・・...・ M ・.......... .... .. 8  

9  

投計 ・施工

廷 材

11 ・・.... ー…・・・ ・ 10 

N … . . ..・H ・............ 11

地方娃築

作 品 作 風

公 共 建 築

-・・・・ ........... 12 

延岡市庁舎 ・野口記念館 ・・ 日・… u … 2

設計目' - I ! 彼自fヱ! ' l 5( 株)

施工 ( 株) 大林組

府中市庁舎 一 . . …. . …- …… 5  

設計 ・監理 日建般計工務( 株)

施 工 ( 株) 大林組広島支庖

天理市庁舎 ー ・…・…・ 0 ・一 .....・ 5

設計内藤迎築( J J ! ' l 5 所

施工 ( 株) 浅沼紛

島根県軍事察本部庁舎… e ・.......... … .... 12  

設計 ・監理 島根県土木部建築課

施 工 ( 株) 鴻池組山陰出版所

学校 ・養成所 ・幼稚園

大阪市立東中本小学校給食胞役… … … 5  

設 計 中 野 町i次郎

施工 ( 株) 奥村組

ノー トルダム消心学閥マリア科学館 … .... 11 

設計 ・施工 ( 株) 大林組

兵隊県立姫路南高校体育館法講堂 …  12 

設計兵庫県土木建築部建築課

施工 ( 株) 永jj 組

病院 ・診療所 ・医院

大阪市立大学医学部附属病院 ー ・ 5  

; 設計山岡苛主n3高司l f 6所

監理大阪市政築局岱絡課

施工 ( 株) 奥村組

公立学校共済組合近畿中央病銃 一 ー. . . . 5  

設計日強設計工硲( 株)

盟主辺 文部l' d大阪工I J l ヰJ16所

施工 ( 株) 大林組

国立大阪病院新病棟 ・ 0 ・0 ・11

設計 ・監理! 厚生省医邸周整備. r l ! ・他

施 工 ( 株 ) 戸 団 組

日本専売公社京都病院本館 .•.••• •. ・・・11

設計 ( 株) 山下帯郎役計司J f 6所

監理日本 ｉ Ａｊ ｾ ＧｴＺＮ 公社

施工 ( 株) 浅沼組

中 国 支 部 地 御 前 週m病院… ・… ー一 12  

設計 ・監理 日本俗信電話公社中国低気

通信局強築部

施 工 ( 株 ) 銭 高 知

体育館 ・競技場

天理大学ブールスタンド ー ー ….. . . . . . . .  5  

設計 ・施工 ( 抹) 竹中工勝庖

設計担当者 北村隆夫 ・小品一丸

施 工 担 当 者 犬 飼 保 介

勝山中学校法雨天体操場一 日・ ・・ 5  

設計 ・監理アルス' - I ! 築m童話 所 乾 馨

第37集 1956年 1月号- 12月号

事務所 ・銀行 号

早川低峨工業( 株) ・・ .. .・ e ・.... ・ ・・ ....... 9

設計 ・施 工 消 水 辺 被 ( 株 )

会 館

大阪府教育会館・ ・・ 0 ・・ ・・ 2  

設計 ・監l l l ! 大阪府強築部蛍鱗2盟

胞 工 ( 株 ) 銭 高 組

毎日大阪会館・ ー ・ー… …... . . . . . . . . . . . .. 9  

設計田辺設計工務( 株)

施工 ( 株) 大林組

毎日名古屋会館 …・ ・・ 0 ・. .. ..・ e ・ 0 ・9

監 沼田建設計工務( 株)

設計 ・施 工 ( 株) 竹中工Z封筒

神戸新開会館・・・ ー ....... …  10 

2主計 ・監国! 村野 ・続強築司l f 6所

施 工 ( 株 ) 竹 中 工 務j苫

m千家茶道会宣H・M ・.. ・....... .. …  12 

役計茶道裏千家家元( 施主)

施工 ( 株) 竹中工f 6 底

石栂文化センタ一 一 ・・・・ …・・ー -… 12 

美 術 館 設 計 菊 竹 建 築 計 画 研 究 所

施工八千代建設( 株)

体 育 館 殺 計 菊 竹 建 築 計 画 研 究 所

胞工 ( 株) 高松組

宗 教 建 築

天理教おやきとやかた東繍 ・ .... 5  

般肝 ・監理 おやさとふしん方伎術部

h1Ii 工 ( 株) 竹中工f J SJ; t j . おやき

とふしん方x蹴部及ひのき

しん部

天盟教教会本部炊司I場....・ 0 ・・・・・・ ・・ー・ 5

股計 ・飽i工 ( 株) 竹中工16底

般計担当者今井浩一郎

』 恒 工 担 当 者 犬 飼 保 介

的風寺本堂・・ 0 ・0 ・0 ・.... .. ー .  7  

1役計 11' 回日出刀

施工 r，'J 7.I<ru設( 株) 大阪支脂

住宅 ・アパート

H 邸 ・ … … … 3  

設計 . b包工 ( 株) 竹中工必広

平 生 舜 ー

逆瀬川コンウリート住宅・ ー …...・ e ・3

役3t .  h1I i 工日建設計工! ' l 5 ( 株)

竹中重) cQII

甲* 悶問地住宅. . ...・ 0 ・・・ ー ... 3  

l I I t 計口砲設計工務( 株)

細工 ( 株) 奥村総

日本住宅公団中宮第一団地…・・ 0 ・H ・a・…白 . . . 3

日本住宅団公共同住宅限前設計プラン ・ ... 3  

￯ ，ｪＡ洋前 ￭ｬｾ ｪ［ ( 株) 西宮社宅 …. . . . . . ......・ 5  

lIIt肝 ・施工 m水磁波( 株) 大阪支庖

堀 内 邸 … ・… ー .... ............ 5  

殺 計 岡 中 良 太 郎

施 工 大 商 工 弱 后

鉄筋住宅 ・耳障しい生活と住宅問 ・入選作…・ 0

F4 グループ… 8

鉄筋住宅 ・決しい生活と住宅問 ・入選作 0 ・・

北 原 武 文 グ

鉄筋u了包・裂しい生活と住宅問 ・入選作ー

池 田 忠 彦 . 1 /

鉄筋住宅・災しい生活と住宅問 ・出品作

山 口 文 象 . . . 1/

鐙輪凶( 大阪府自転車援興会宿舎) . ・ ・ 11

総 目 録

号

設計 ・監廻 日建設計工! ' l 5 ( 株)

施 工 ( 株) 戸田組大阪支応

工場 ・倉庫

多祭川発m所 ー・ e ・..・ e ・ ・・ ・ ・・・ 9  

2基本設計米国ギルパートアソシエート

社

設 計 関 西 沼 力 ( 株 ) 土 木ru築課

施 工 ( 株 ) 問 組

国際配信低結( 除) 大阪府舎 ・ 0 ・・・・ 10

設計 ・施工 r I i 水建設( 株)

大阪テレビ放送( 抹) 社民・ ー ...... .. ... 12 

設計 ・施 工 前 水 建 設 ( 株 )

文化財建造物 ・古砲築

正倉院双倉... .. 古犯築分科司E貝会保影 6  

設計計画案 ・懸賞

ll'l 2間工高生デザインコン? - ) レ入選作品 12  

課題観光ｾ内所

都心におげる高層アパート群団地計画総索 7  

中村勝郎 ・田中清吾( 渡辺ru築事務所) " ' 1/  

増田多郎 ・R I A グループ( 建築綜合研究

所) ー ー. .. .. ー. . . . . . . … ー ・ ーグ

井 上 高E・赤崎尚{ 百( 大阪建築耳He所 ) " ' 1/  

m川 洋 ・岡村多市( 久米氾! 築百J f 6所) . . . 1/  

山本純孝 ・神社l i I l 鍋縦( 安井ru築司J f 6所) 1/  

江川好己 ・今 r.t m・沢チ1: t羊 ・後藤m男

( 山下寿郎設計事務所) ・・ ー … … . 1 /  

Skech Book 

沖縄の新建築・・ H ・a・-…ー ・ e ・e・山本 務総 υ 2

生国魂神社本殿 ・. . . . . . ・. . . . . . .. .... .. .. . 5  

河内銀行本庖 ー. . . . . .. .. ..・ H ・... . .. ・5

日本専売会社広島地方局食堂… ・ ー ・ ・5

三駿中学校独立図轡館・ー ー...・ H ・.. .. ...... ..... 5  

ドミニカ国トルヒヨ大統領モニユメント国際

応募作品 .•. •..•• •...•. …  - 佐藤 lli 夫… 6

r! : 主みよ い街と住宅」のために 日本ru築学

生会縫 ー. ...・・.. . . . . . 目H ・H ・.. ...... ........ .. ... 7

大阪府立図曾館新館 .. .....・ M ・.. .. ...... ... 8  

殖産住宅相互( 株) 大阪支庖 ・・...・ a・ ....... 9

ある若い U SONI AN の建てた自分の家 10  

白浜コV レ7 クラブ ー ー・・ - ・… ........ 11

評 論

建築のデザイン 11:: 関するアンケート … 0 ・ 10 

ru築家11: : 望むー …...・ a・. . . ・・・中島健蔵 5  

竹山 ・浜口論争についてのアンケ ー トー・…・・ 4

宙空代建築と不安感11 : : 関し浜口君の反論を滋む

竹山総三郎・ 4

現代建築の不安と危険ー … … 浜口 笛 - " ' 11

東京1955年グリン プス ー ....... 布告辺rl 太郎 ・2

モスクワの砲築瞥見ー ・・土問光夫 H  

フルシチヨフ論文( 工業的方法をひろくとり

入れ，建設の債を改善し， コストをひききげ

よ) ・ ーー ・.....・ a・. .. ......... 一…・ 2  

温故知新ー一ー京鮭の話一一 池田総一郎・・ 12

第3期 青年建築家

住岡栄次郎 M 会 由I・e ・-… ー 6  

石中主主夫 伊政忠商司J K K 第2浦 和 註 グ

井上 1短 大阪港湾病院ー・・ ... .../1 

陥 村 隆 次 耳I 天 l掴 ・ ・ グ

小 西 敏 哲 愛 駁 労 災 病 院 他 ・ グ

八木 彰 岡 山 労 災 病 院 他 H  

吉 岡 吉 雄 平野人松山工場ヲラプハウス グ
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号

内 藤 誠 列 ウエスト低気K K大阪工場 . 6

a石 禿 夫 宝思映画撮影所 ー …  ー が

力 武 利 夫 東燃工業K K和歌山工場ハイ

ドロフオ- ，ング装I n 他 " 1 /

設 備

iJ H詰所u! 築の A げ C ondi t ioni ng の効m

石蛍正三郎 9  

設備の| 恨

般仙nt1翌日のIIlJ雌 : 冷却l地 と川の水:

l投l相のリミットデザイン ダクトの汚凱 :

冷暖房の零節冷房のほてり 。便所と大栄 9  

設似技術 k ピッグス

アース工事についてー ...................・ 9  

A ir C u  r tain : 水中 モーターポンプ・・ . . . 1/  

ヨペンハーゲンリブ ーm光灯の liii 色性・ . . 1 /  

太蹴エオJ レギーの利HI : 夜11日朝射 ー . . . 1/  

泊限度制l I ' l のオ ートメー ν ヨン: 火災報知器t

frt  c  it ' J 化般怖い. . . . . . . . . . ・

構 造

古典建築の秩序と 1脅迫・ 元良 勲一 4

構造の秩序のために …  横 尾 畿 貫 H  

ライトゲーヂ構造についてい 棚僑 掠 . . . 1/

材 料

対談 u ! 築材料はど う発展するか …

竹腰健造 ・中村文夫ー .11

サンドウイツチパネルの強きと断品性…

飯塚五日目厳 M 

m形鉄筋 ・とくに高張力の異形鉄筋について

小倉弘一Os... I /

新しい惣料… ー 11I 合 繁 l J . . 11 

新しいがうスとその特性・ . . . 村上 富島縫 ，.. 1/

仕上別による妓材名のP将司1

伊藤幸一 ・話是 正( f J "' 1/

関同礎材協会会J ; ! のU! M ( 総上111品) .・ H  

施 工

米関におけるu ! 築産業の概況 E量販拾治郎 10 

米関ｵＡ投ＩＡの経岱 ｾ￯ｆ ｊＡ ｉｾ ついて

井上前太朗 H  

アメリカの! t J j ての現況について

中出 } 主夫 H  

j1/f 談…再l畑織三 ・itll 辺鍛太郎 ・西 111卯三

』恒主 ・:lI): J十者 ・胞℃者をめく' る 31H13阻 H  

工耶契約の袋、涯について 大林組llf.f6Jl担 H  

建 築 史

石に柄がつき i l lHと は る ま で 芹 沢 民 介 1  

ー一一石邸時代の辺H -

写実より抽象( アブストラクト) への移行

一一石照時代の絵画一一. . . ・ e ・ 芹 沢 長 介 1  

f，!f 写山同教寺の古建築 e ・e ・.. ー野地 修左 12 

住宅 ・ア パート・団地

主Eてよ航せよ不燃住' i 3 . . . . . ・諌早信夫 3  

老人ア パートのl問題… ぃ 0 ・・・竹腰 他起1..../1

巾東闘一問地の住宅経釘 I(! 児 - " ， 11

都心の アパート 団地について 0 ・諸 l巾 灯夫 7  

荷崩アパートの般計企副 波打1 j日犬 H  

邸心の回lJ t l ! 肘聞の特質と 1111凶点

住宅設貝会・ 0 ・グ

都心団地成立の史的恨拠とその性絡。

中沢誠一郎 H  
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号

大規慎住宅団地の開発

西山011三 ・納谷倖i規ー 7  

市街地のアパー ト団地調査より

上 林 間 雄 H

関西の住宅についてー上野伊三郎氏と必る

伊藤幸一 ・l {<l [ l 友也 8  

ローコスト H; 宅 白木建築協会住宅委rt 会 H  

開問の住宅 K " ー 消毒< m"' 11 

建 築 経 済

f! i 近の鉄鋼{日給耳I W …  手I;h !fEニ・ .11

技 術 講 座

工事他工に関する誕司自民ついて 0 ・-

岩 下 久 殻 ・ 2

アパー トのダストシユー ト ー石原正l U. ・. 3  

住宅の暖房 ｉｾ ついて ー ー石 原 正 雄 … H

住宅 ・アパートの水と誹水 ・ー石Zi 正三郎.. .1/

建築施工技術の教育民対する一考察

犬l f ! 徳UB.. . I /

プレストレスト コンクリートの建築への応HI

坂 静 雄 ・六 車 煎 ・前悶米車8. .. 4  

水族館計画K 関する資料 加藤大雄・ 6

現代のアパートu ! 築から「設計管理 j の裏窓

をのぞく ........ •••.. •••. 越 智 隆 晴・・7

住宅の通風と換気 … 0 ・・ 0 ・0 石原 正雄 S  

F 世トの消音 ー … … 0 ・ー前川純一 9  

工事事連句について ー田辺 {汗 10

軽金属の加工と応用 ・小林勝次郎 11

栂友の伽叢配位一 …. . . . . ・・北尾 誠弘 12 

和歌山市における筏材 υ 竹 本 悦 夫 .1/

住友について ー ・・・. . . . . 佐藤 m夫… H

座 談 会

制治 とデザイノ殴; t を会 ・". . . . . . . ..・ 4

1 ¥: 談会一小住宅 日本砲築協会編集委貝会… 8

悶舗とu ! 策 日本硲築協会編集義民会 H  

股 仰 と 建 築 座 談 会 一 投11mの当面の烈魁

とU! : 君臨界への希望一一一 一 …. . .  ・・ … 9  

地下掛盤工法 ｉｾ ついて ー 災3 委員会 10

『

H

」

--一
=
闘

事

長崎の主s築今昔 ー ー ・・丹羽i : YW. . . 12

郷土色の建築漫談… ー ...il!J 抱月 H  

京mの最近の建築について 白井手正峨 . . . 1 /

兵隊浪花おける戦後のu ! 築活動 ..... .. 

森 問 国t次 H

中llo地方における戦後の建築情勢

"t;s西 m到 H

広 ｉ［ｾ の砲築点 ｦ 占 Ｑ ・ - 凶 飯 田 彬 H  

大阪府教育会館合評会Zd・0 ・.... " ・. . . .. . ...... 2  

紫 煙 室

ｊ 氏 ｉｾ お答えする …・ 0 ・0 ・・業師寺 W}. … 2  

私の型ｽ ｾよ りー・ ・ - ・・ 浦辺鋲太郎 "/1

ヨセフ ・ホフマン教授を惚う… 上野伊三郎・ 7  

建 築 の 眼

小川 正 ・西山011三 ・船越義房 ・姻口鶴古 ・

梢庖義氏ー .••• •.• ••• …  …e・2

.  3  

M … … … 7  

Je立孝 ・l瑚偏作太郎 ・佐野正一 . t約百' ) . f UB '

陶 ll!<以彦. . . ・ •. ・0 ・"." .. . ... ... ・・・ 8  

. 9  

10  

11 ・・ 11 

11 ......... 12 



建 築 と 社 会

特 集 号
号

歴史特集

構造上の緒問題特集.... .. . .. ... ー・・・ ・2

住宅特w・・ ............ .. . .... ... . ... ..・ 3  

m築の 1i I e 特w・・ e ・・・・・・..........… .... 4  

構造特集ー… …・… 一 一・ ... . …・・・……… 5

(館4恒1 ) 新人特M! ' ー.. ... .. ... ..・・・・ … .. 6  

般備特集. . ...... . . . ・…・ ・・・ …・・・ 7  

防災特集・・ H ・M ・… .  • • • • .  • • .  • .  • • • .  • • • . 一・・・ ・.. .. ・8

施工特集. . . . . . . . ... . .... ・…  - ・・・- … ・9

住 宅 特 集 ・ … ー ー・… .....・ 10 

建材特集・・・ 0 ・・ 一 ・・・ ・・・ ......... 11

建築生産特集 H  ・・・ .....・ ・・ 12

作 品 作 風

公 共 建 築

事l'戸米国総償却館… … … … ... .. . . …. ... ・H ・.. 1

般 針 山 崎 尖m致事務所 (米国)

施工 ( 綜) 大林組

兵凪県司画祭本部庁舎別館・ 一 … ・・ ・・ 4

設計 ・監理兵庫県土木建築部組築銀

施 工 鹿 島 建 設 (株)

下関市立外浦水族館日 ・ ・・・… ..・・ H ・H ・. .・ 5

設 計 坪 井 善 勝 ・建設工学研究会 ・下関

市役所建築課

細工 ( 株) 大林組

神戸市庁舎 …  ・・ ・ ・ 7  

般計 日起設計工務( 株)

路工 ( 徐) 竹中工務底

岡山県庁舎目.....".. . . . . . . . .… 口 ー・……・・ 7  

殺 計 前 川 国 男m築設計部16所

楠山m築構造設計U l 16所

員s工 ( 株) 竹中工16庖

u 古i I i 庁舎 リ・ 0 ・. . . . . . . ... ... •• 7  

般目十作回目出刀 ・丹 下 他三

民sT. ( 株) 大林組岡山支庖

南淡町庁舎 •. •• . … ー ・..... .... .... ... .11

般 計 坂 静雄 ・噌 回 友 也

他工オリエンタルコンヲリート( 株)

学校 ・養成所 ・幼稚悶

小111夫容専門学校 ー ー . . . . . . . . . . . . . . . . . .  9  

紋計 ( 株) 大阪恕築Ul l ' l S 所

血s T . ( 株) 奥村組

研 究 所

沼産省大阪工業伎術試験所ー .. .. .. .・ e ・… 9

般 計 近 畿 地 方 建 設 局 営 繕 部

施工 ( 株) 事l' 崎組大阪支庖

病院 ・診療所 ・医院

兵五1I 県立医大附属病院精神拘病弱ト ー ・ 4

般骨十 ・監砲 兵隊県土木建築部強策課

施 工 福 井 建 設 工 業 ( 株 )

事務所 ・銀行

小林製業株式会社. . . . . ...... ... ....・ H ・.." .... … 4  

役目十 ・監理 ヴオーリズ砲築事務所

施 工 ( 株 ) 大 林 組

株式会社大沢商会大阪支后 ー … ー ・4

般百十 ・監理 K K松田平田投肘Ul l 6所

施 工 ( 株 ) 大 林 組

木下商応大阪支広・ .. . .. .. . ... ... .. . … 一 .. 4  

般 計 久 米 建 築 喜J16所

施工 ( 株) 松村組

大阪m般会館 ……. . . ・. . ....... ・一 ・・・ 4  

設計 ・施工 ( 株) 大林組
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号

丸紅tIIl 悶株式会社…ー ......... ・・・ 8

設計 ・監理大阪建築事務所

純 工 ( 株 ) 竹 中 工E首脳

京邸ガスピル・・・. . . . . .. . .…. . . . . . …・ ・ ...・ H ・- ・9

披針' 1 i . 弁怨築設計i ] J16所

施工 ( 妹) 大林組

徳島ピルデイング… … ー… …ー… E ・E ・… ... 9  

1投計 ・監理 ( 株) 来畑硲築事務所

胞 工 ( 抹 ) 奥 村 組

住友ビルデイング別館 ・・…. . ... ... .. ...・ H ・ 9  

彼自十 ・監理 日建設計工務( 株)

施 工 ( 株 ) 大 林 組

中庭のある社屋 (K K竹中工務底本底) ・…・ 11

投針 ・施工 ( 株) 竹中工16底

( 株) 大阪古川商底ー・. .. . . …・… e ・e ・e・e・0 ・11

i波野f ・雌工大成< I ! 殺( 株) 大阪支脂

新桜総ヒリレテ' イング…. . . ・. " ... ....・ 12 

般計回路設計工務( 株)

施工 ( 株) 大林組

会館 ・劇場

神戸国際会館. . . .. ..... .. .. .. ....... . ......・ a・.....・ M ・1

理主計 ( 綜) 竹中工務后

監迎 ( 株) 東畑建築司J16ifr

施工 ( 株) 竹中工務臨

持1回コマ ・スタジアム・. . . . ・ 0 ・e・e・...........・ e・-… 2

1役目十. b包工 ( 株) 竹中工務庖

侮閏グランド劇場 ・: I E月劇場・・ 日 …  8  

設 計 村 野 ・森建築事務所

施工大成u ! 殺( 株)

関西大学教ff 会館 ・ー ・ 0 ・・・・ .... . . .12

紋計 . h白工 ( 株) 大林組

住 宅

北 州 国1 ・ ・・e ・.. ・・・ 3

設計l I ' l ffi 友也

施 工 ( 徐} 林工務広

日本住宅公団千恩山団地 ー …  ー . 3  

設計 日本住宅公団大阪支所

総式会社久米m築司Jfil 所

監理 日本住宅公団大阪支所

胞 工 株 式 会 社 大 休 組 ・株式会社戸開組

株式会社奥村組 ・株式会社熊谷組

鎚1'1' 建設株式会社 ・三井正I! l役株式

会社

日: ; $ : 住宅公問中宮第一問地 白・ 3  

設計 ・盟主ll1l 日本位ー宅公団i

大阪建築ijl16所

施 工 浅 沼 組 ・神崎組

日本住宅公団出来島団地 ・・ ・ ・・・ 3  

設計 . 1Kfll1l 日本住宅公閲 ・臼砲紋計工

お株式会社

』包 工 株 式 会 社 銭 高 組 ・大成建投

株式会社 . r ，' j 水述般株式会

社 ・株式会社鴻池総

悩々公社高槻アパー ト ・・ .... ...... 3  

般計 m々 公社盛築都新営晶l

細 工 大 日 本 土 木 ( 株 )

神戸銀行呉川町家族祭ー-

般計 ・監l l 1l 吉村悟郎il
l
; 高股肘事務所

施 工 兵 廊 県 住 宅ml 役( 株)

j回硝子高樹町アパー ト… .. .... ・・ 3  

設 計 栂 元成

施工 ( 妹) 信和工弱所

三回東急アパート .......・ e ・. .. ... ・ ー … 10 

設計 ・監 理 東 急 不 動 産 ( 妹 )
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施 工 大 成 建 設 ( 株 )

切戸町施設付住宅 a ・・・・・・・ e ・・・ e ・・ e ・・・・・・ .."・ e ・.....・・ 10

設 計 神 戸 市m策局留繕恕

監辺 日本住宅公団大阪支所

施 工 株 主E設工業( 株)

兵，i l l 県の併帯住宅 rs ピル」 … ............. 10  

設計 ・施 工 清 水 建 設 ( 株 )

横浜市内共同ピル紹介

住吉町6丁目第3共同ヒ. ル・ ..... .... ....... ... 10 

設 計 神 奈川県住宅公社 ・大阪犯策事務

所

施 工 閤MU ! 設鉱式会社

翁町1丁目共同ピル・・. . . . . .・H ・M ・. .. ..... ・・10

設 計 神 奈 川 県 住 宅 公 社 . U! i役t 学研究

会

施工' 1'1 御 組

長者町4丁目第2共同ピ J い ・10

設 計 神 奈 川 県 伐 宅 公 社 ・柳到I司Ifhifr

勉 工 関 工16庖

扇町2丁目共同ピル・・ ・ - … … - ー・10

設計制 ｉｾ 持 川県住宅公社久米犯策 ｬｉ ｊＱＶ

所

細 工 加 藤 組

ク ラ ブ

丙官カントリ- ' / ラプ・・… - …. . .・ H ・8

設 計 双 星 社 ・竹腰u ! 築事務所

施工 ( 徐) 竹中工童話応

百貨庖 ・商庖 ・マーケ ット

そとう神戸后( 噌改築) … ー.. . . . . . . . . . .... ... 4  

設計 ・ 施工大成建設Ｈ株Ｉ大阪 ｾｑｩ

近鉄百貨庖阿倍野庖新館ー・ …. . .・H ・.......... 8

投[!十 近自民日本鉄道( 株) m築部

. : t 匠村mf ・森強策司116所

構 造 事l' 足砲築事務所

勉工 ( 株) 大体組

工場 ・倉庫

三井土佐姻倉庫・・ ー …  …. . . . ・ H ・-…・ 0 ・4

設計 ・ 監理三井 ￚｾ 申ｻ徐 Ｉｦｦ 迎部

組i 工 ( 妹) 竹中工軍首脳

地図紡鎖姫路工場・・ ・ ・ ・・ .... ... 5  

設 計 入 江 般 針ul 務所

施工 ( 株) 神崎組

( 株) 播別造船所相生工場綜合司I務所・…・・ 12

1投計 ・施工 m水建設( 株)

古 建 築

吉村邸古u ! 築分科委員会撮影・ ..... .... 1  

Skech Book 

ディーぜル憎士記念苑の感担1・・光官民 議光 3  

第1回建築写真コンク ール入選発表 ・ 5  

近銭 ・大学 ・工高卒業設計コンヲール入選作

1957年 … 0 ・・.........・ e ・.. ・a ・ .... .. ... .. . 6 

m2回m築写真コンヲール入選 ・佳作作品 11 

2官31li l工高生建築デザインコン世ール入選作 12

評 論

1957年と 1857年( 新ゴシツ世愉時代) ・ …  

q 田 家 弘 1  

戦前 ・戦中 ・戦後と世代を異にするm築家は

学窓をでたとき何壱考えていたか{ アンケー

ト}

執 筆 者 竹 腰 健 造 ・村野謙吾 ・滝沢真弓 ・
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耳I畑謙三 ・鴻池藤一 ・小川 正 ・

足 立 孝 ・ 光 安 議 光 ・菊竹消却11 .

羽磁文男 ・重臣袋公明

C. M.デユ一世氏講演要旨

磁波工事の計画と管理の進歩。

号

五十嵐定義 5  

建築のライフ

ライフ とは ? ー一一問題の並立起一一

ii li 辺鋲太郎 4  

「ライフ J のj 'i ; d と新しき ｲｾ 図家弘ＮＢ

ライトのい う政策のライフ 増 田 友 也 H  

耐久的il'1'l'l l吋悦について 足立 孝 H

Ai r  Condi t ioni ng のライフについて…

畔柳健太郎 H  

衛生工事の耐J Tj 年数について・小川被耳 H  

低気工苛Iのライフについて… 白庄司秀三 ρ  

環崎潤撚より 見f二重E築のライブ

関西設備原論研究会ー H  

スチー J レサツンユの耐久性K ついてー・ 0

斎藤祐ｾＮ・ ｷ

アスフアルト防水の耐久 性 ー 市 川 良正 H  

鉄筋 コンクリ ー トの耐久性 ー谷口 尚武 グ

人造石K ついて ー 伊 藤 幸ー グ

アンケートＨライフのあるま ｅ 築 ｉｾ ついてＩ・ ｈ

第4期青年建築家

市川 宏 r . r 士写真フィルム研究所。 ... . 6

三川 栄吉 灘高等学校記念館

山 本 智 雄 三菱石油給油所2点。.

同村 功 興服産業株式会社大阪支庖 ' ，，1 /

北問 正絹l 神戸大映

山 本 俊 介 指揮理造船所相生工場徐合事務

所 -

下f川 達郎 広/:d県庁議事堂 ・坂出市庁舎

他

松司lilll - . ・鍛治狂男 ぴわ湖観光センター

( 仮称)

T Dグループ 共同胞殺を中心忙して，棟

の宮下綿成を追求した問地計

画案

後 藤 摂ニ 小時計庖誠策 ー

北村 隆夫 コマ劇場機構設計のアレン

ジをして

竹 原 議 開 設備工事を担当してー . "  

坂本勝比占 不安感論争が導くもの一一構

造 とデザイ J と一一

設備の現段階と展望

1. 熱環境への新しいアプロ ーチ・

柏 崎 正 也 7  

2. ru物K 利mきれろ新しい熱源の展望

柳町政之助 H  

3 空気制和の新しい傾向 ー平野彦兵衛 H  

4. 空気淵P陸自動化の現状 宗 問 問 生 . "

5. 換気技術の現状と展望 石 原 正 縫 H  

6. 騒音防止技術の現状 ・竹 内 地ー が

7. 室内音響の現状と進歩 ・前I11 純一 " 1 1

8. m灯照明技術の現状と将来・ ・・ e ・e ・-

大谷泰之 ・阪口J忠峻・ H

9. 日! 照調節の現状と将来 ー関原猛夫 . . . 1/

10. 新しいビルデイングの受配m方式 ・・・ 0

其砂野 町3... 11 

II 大阪の地下水の現状と展望 ...・

渡辺先 ｬ 甚ｾ Ｎ ＮＮ 11 

設備技術トピ ックス

除鹿と銀座・ ー 田中良太郎. "

殺磁 ランプ…. . . .. . . . . …・ 一石堂正三郎ー . . 1 /

T i me  L a g  ...... .. .... . .. .・ e ・… 前 回 敏 男 グ
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号

然 対 剖t.... ... .. ・・・ ・金 谷 英 一... 7

相互反射・ー ...... .. . . . 怯浦 邦 男 H  

アパー トのガス暖房…… e ・e ・. . …上林間雄ー. . 1 /

プレードレス ・ポンプ ......・ e ・.. 寺悶 進 . . . 1/

Bui l di ng Cont r ol  Engi neer s・.

須 賀 栄 - . . . 11

徳 造

デザイナーへ一一例法の場よりの発言

f I / l 逃研究会 ・2

m巡伎術か現場伎術か ー 木村 俊児・1

- ーキレアのru物を主臨にして一一

Ｇ耐ｾという乙と ｮ 維感・ 小 銅 鐸 ニ H

ニユーゴ ν ツヲの夢 ー 小出耳障弘・ 1

m進計画について J t 尾 健三・・ 5

m物はど E まで高くできるか 4脅迫研究会 . "

大阪市高周アパートの構造計画について ......

高崎殴夫 ・長田正雄 ・上田宏ニ . "

itl 淡町庁舎の PC構造について

坂静雄 . I m回友出 ・六rl1照 ・寺沢蜘夫 H  

H. P. シェルの; 設計ー …・坪井 普勝 " ， 1/

事1

'

1山閣の構造について .. . . .・紙面l 弘 H  

稲田紡ｾ姫路て場の例法について・。Ｎ

三宅 普 H

fij 円大阪会館のa下実測結果について

塚本ｾ次 ・ 宮 川連 ｕ ￟ ＮＮＧ "  

建 築 材 料

能量鉄骨について. . . . …・ ー・ 鷲尾 陣三 11 

大阪市鶴田f 団地軽; I i l 鉄骨造テラスハウス K つ

いてー・ ・・ ・ ・ ー ''r' r間 的 次 H

ru築材料としてのプラステァヲス

大山敏治 ・補山野己ー H  

ニE目前! tiセメントを使fll したコンクリート K

ついて ••. ・4 高野 1$1也 H  

閃丙正III司協会々. f J . のru築材料 ・11

基 礎 工 法

地下工法K 関する座談会 議官i紀元外… 9

土質安定工法 …  村 山 抑IJns. .. "  

被圧水と胞工 ・・・ ・ 谷 口 尚 武 H

新大ピル新築工事におけるウエルポイント工

法 ・ ・ … … … … 一 … 俗 一郎 一"

新明日ピルの基礎11: 応J 1 I されたサ J ドドレー

ン工法… . ..... ー ー………・4 、永 易 . . . 11

阪急ピ J レm築工事の基礎工法K ついて

木 ｉｾ ｉ 優 ￰Ｎ ＮＮＢ

施 工

ν ヨット 9 リート工法 9  

1. シヨットヲリート 工法について

永 本 祥 三 H

2 国鉄での: J < 例。

天王寺鉄道官部局建築課 H  

3 大成建設での施工例 ・ 0 山下 暢雄 " ' 11

プレパ合トコン空リ ー ト

高鋪Ol 夫 ・長国正雄 H  

111品石を什材とするグラウ チング工法・

L E WI S  NA R R OW. ・答弁修 (; IRl ... "  

施工 トピッ クス

諏l方の隙; ! } ・ ....... .. ..永 山 蛾 ニ ー 9

現場のウマの高き ・0 ・・ e ・-・ 0 ・0 ・七 足 踏 三 グ

防水失敗談 ー ー ー ・今林彦太郎 H

PC 犯策対.技 ・ ・・ ー河合 = 郎…グ

ー施主の立場より ー 元 木 . u 次 グ

エ耳Iの出来栄え ・ …小西 岬 .. . 11

細工約lJ r基司直化ー・・ ー ・・岩 下 久 殻 グ

建築工¥I l . o恒工の成功失敗とその綬元 … -

渡 部 圭 苔 … グ

歴 史 号

日本の古建築における基単寸法“

大 森 健 ニ… 1

法隆寺再起非再磁論争の結末とその後…

山 本 栄 吾 … H

住宅・アパート

「最小限住居」はどんな; i ) l 味があるか…・

丹下研究蛍 3  

都市の住宅配分の問凶 ..""..・川名古術門 ρ  

住宅と生活訟殺 ι ・ ......・目牛[ 1] 7' 久1' " ・H

あぽーと団地の信組u ・..... .. .. .-訓Ui l イヨ夫・
0

・H

住宅問題解決への段階 … 住宅委貝会 H  

三回 T OK Y U- A P A R T ME NT S の企画

と経営についてー........... ... ... .. .l1!l悶 ; 誠一… 10

m浜市内共同ヒ勺レ群砲設5年 石崎 主主古 . "

併存住宅ru設のための手引

金融公庫の中高周耐火砲築物の融資 ｉ ｾ つい

てー ・・…. . . . ・ e ・..・ e ・. .. .竹内佐平治 10

住宅公聞の市街地抱設K ついて 。-

小 問 溺jc- .. l 0

'1' 高周迎物への融資について

t世)1 敏? l .. . 8

住宅関係の税金の問題

住宅新( 増) 築K 伴い賦深きれる税と保1J.

笠記の登録税について ・ 丙向島徳太郎 10  

庇児島での住宅. . . .. ・ 岡田 口 10

家 具

竹中て務厄本社事務J f j 家J l について

村厄 栄 ... 11

E れからの住宅と家nについて・

0'セ委貝会 ・3

建築生産・建築経済

明治以前 ｉｾ おける ｭ 策生 ｰ Ｗｪ の Ｑ 由 形態について

川上 口 1

建築儀礼について

一一民俗学の立場から一一林 宏 12

m築℃事の祭式憶について ・浅野繁雄 H  

日木建築の工作ゃ1 J u主の変遷・浅野 町'1... 1/

工匠の用いたm兵 ー… 相沢高久太郎 H

ｭ 築生産 ｉｾ 関し職人の実態の変遷

"' /[1 iI! k . ." 

験人の養成について… - 早 川 正4行 H  

大学卒業生の聡場分布 ー興 需l犬 H

大阪での生コンクリートの状況 ・

柳問. 1 e 己夫 9  

コンク' ) ートブロツウの近儀氏おける生徒と

ｾＱｊ 要 ・ Ｐ ・ ＢＮＮＮ・ ･ ・ＮＮＮＮＮ ••••• …..・ e ・- …. "

災 害

l風 災

構造物 ｉｾ 作 ｭ する風圧力に関する諸問題

石 崎 滋kil. ・8

コ型P L ANの鬼門 ( 風 と平商)

光1J. ii 車光 . . . 1 /

火 災

消防局より建築家への忠告 笠 木 古 池 H  

建築物と排煙のI問題 ・ｾ本吉造 ｈ

火災保険料率規定について… 中村 銅 … H

労 災

恨伐山留工事の災害防止としてのウエルポイ

ント工法 !大阪建設業協会お務研究会・・. "

足場 ｉｾ よって生じる災苫の防 ｊｉＺ について ー…

大阪砲投ｾ協会労硲研究会 H  

建設機械と災害K ついてー ー 同 H  

アメリカの建築工事安全規 則 ｉｾ ついて

五十嵐定自主 H  



!i t  災 -8-

木造建築鈎の自織被害について ・-ー-

其 官 透 S

老 朽

大阪市内の老桁住宅とその現状 ・

斧l品 正 隆 8  

防災トピックス

低気と火災… . . . . . . . ・… ・熊 本 勝 夫 8  

3えプリンヲラーとドレンチヤー ー-

竹 口 信 夫 . 11

国宝およびm要文化財の防火錨匿の現状・

大r . 1i . 正雄"' 1/

工事用のm源 ...... . ..• •.. 中1;)， 弘 H  

1. 0より大きい風力係数・… 石 原 正 雄 H  

設備原論Q ・A

関西設備原論研究会

1. 援の結i & ゃ湿りを防ぐにはどうすればよ

いか・

ＲＮ 風があれば濃く磁ずるが ， その氾感 ｉｾ 及

ぼす影響はどれ程か? ー… . . . . . 11 

3  強物各面の受ける日射訟を簡単に知る万

法 ・ ・… ・・ ・ ・ .••••. • 2  

4. 騒音を防ぐには建物記訟を如何にすべき

か

5 住宅内の2 } ! 気中にはどの程度のNi 挨があ

るか ・…ー 一 ・・・ ・・・ 0 … 3

6. 昼光照明で問m照度を簡単K 求める方法

は… . . ......・・ 0 ・ ・ ..・ e・. . .. .. . . . . .1/

7  日照日射図去の応用性 ・・ ー… - ・4

8 夜間ふ く射とは伺か，m物 とどんな関係

があるかー …  … ー - … 5  

ＹＮ コアーブ ラン ｉｾ おける浴室 ・ 便所 ・ 踊防

のl県気はど うしたらよいか … ・ ." ・5

10 同時使用率はどのようにして決められて

いる 1J) .. . .. . .... …  …・ 0 ・...... .. ... .. 6

11.  ｊ レーパ ー の遮日効県を 簡単 ｉ ｾ 賀 Ｑ る方法 ・ 7  

12. Ai r  W ashel  で除慶できる水温と水

fil はどの位か い …・ー . ......1/ 

13. J レーパーの日射 K 対する遮蔽効取はどう

して験対すればよいか・・ー. .... ・ 8  

14.  Ai r  Cur t ai n ・・ 0  ・... .. .. ... ・・ .. 9  

15. デイグリーデー とは なにか，燃料消費 li l

はいかにして求めるか ーー … 10 

16. 天} I'ilii を保n ; ¥すると畷関上どれ程有利

か り 0 ・・ - …  11 

17.  01' 崩アパートの各住戸の損失熟読はどれ

程i品うかー ・ … 12  

18. 'J，! 体逃苛のillIii則 とは何か 0 ・ ..•. .. ... . 1/ 

書 評

「住居の歴史」後藤守一: ( ! ; … 西川 幸治… 3

「住居の利学 ｊ 吉田守ｾ ・ ・ J¥l 和夫 ' 11

「みんなの住いJ 谷 口 吉 郎 編 前川 辺Ds" . II

「アパートの苔し J i l l 怯倣ー昔話ー一

軒l谷 諸 説。.・ H

ｾ気［羽車 ｉ 法 ・ 空気耳目和ハンドブック

空気縦犯の基本計画。0 ・・ ーー・問中良太郎・・・ 7

Li g hti ng  Desig n  ... ....  ・独首日 邦 9J ・"1/

し尿fJt 化 そう ー・ ・ …  …上林間雄・ 4

米国のu ! 設工業生産性視察報告f..!f をi混んでの

ifr感 .. ..... .. ・ 0 ・ … … 9

町大工一一・東京の験人おぼえがき ・

藤田 邦11白・・10

商后街と荷風建築・ ι  …・渡 辺 禎 己 グ

号

住 宅 総 覧 … … .... .. . .. ....... 細 谷 祐 鋭 10

住宅年報. . . ... ー ー… …・ 0 ・・0 ・細谷 祐規 . 11

m投薬物llJ ... .... .... ・・ H ・a・- 政附基次 ・12

技 術 講 座 骨

航路城天主閣I坪の振動実験 ・ー石崎 滋雄・ 1  

デ7 オルマさ れた砲築 、- … ー越智峰日目 2  

公団/ : t ! 宅の低気; 設備について e イ'1'井 寝作 3  

面Hl l年数について ・ .•••• 
耐震壁の話 .. ...一.. . . .... .. .鬼武 {倍冒夫 . 5

伝熱の瑚瑚! 輸( 防火被Jふト く剖z鉱I 壱例として}

前 田 敏 明 日

金額をi ¥l i 1¥! l とした工程表・ ・大成磁波I L U ... 9

住宅団地倒栽の間短点. .. .. 中村 ー 10

改良木村日 e  ・ 0  ・e … 後藤郎捌・ 11

座 談 会

背年砲築家座談会 ... ....・ e ・..... ・ ・… 6  

住宅政策の当面の諸問悶 . . . . . . . . … ー 3  

当面の住宅政策のポイントをつく

( 併存住宅 ・都市再開先 ・公団住宅と家賃

等) ・・. . . .・… .............・ ・ 10  

姉人と住宅大阪の婦人団体と 知る

( 住宅環境 ・鋭敏 ・造築 ・住宅政策) ... ...10 

婦人と住宅 ｉｾ ついて

( 日本rl 日と洋間 ・子供の部屋 ・家相) ...... 10 

原子力問題

原子力実験室における建築の問題

A. D.  M ac ki nt osh. “ 笠井修( 訳) … 5

原子力発電と 建設技術 ・ ・室弁 修 6  

原子炉辺造用高慢度コンヲリート・・・

H A R O L D  S.  D A  V I S  室井修( ; ! I ( ) … 11
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彰国社新刊案内

建 築 学 大 系 編 集 委 員 会 編 制 ト 庖 川 j也・吉

阪隆正 ・滝浦潤 ・二階堂辰彦 ・福永満八 ・中

村 登 -

A 5 判470頁前後特製予定価￥ 1，180 〒12U

31 . 百貨庖・商庖・ホテル・レストラン

建 築 学 大 系 金40巻

新刊

執筆 : 安藤勝男 ・菊竹治 訓 工 高 の参考古と

して又 2 級建築士受験の原動方として最適

A  5  'j'4J 200頁 上 製 定 価 ￥ 350 〒 40

芦原義信訳編 プロイヤーの延21f 論を，氏の

作品と 対応させながら述べた一大ｾＮ作です。

ａ ヰ ｾｊ 変形 ＱＴＴ 頁総アート定価￥ Ｑ ， ＲＵＰ 〒 Ｑ Ｓ Ｐ

彩国社編 クラブ建築を写真 と図面に より網
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製
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建

63. ク

フ

29. 商庖照明とディスブレイ

初 等 境 界 値 問 題 の 解 法

建築 文化臨時増刊 133号

騰部屋福平著 構造力学では世界的権威の若

者が，簡明にこの問題にのみしぼった好資料

B  6 -'f-i J 変形 152貰 上 製 定 価 ￥ 190 〒20

スト28.  

柳 瀬 駿 著 この方面の権威である者釘カ，

多数の図版を用いてよミ体的に述べた好資料。

B 6 判 変形 184頁 上 製 定 価 ￥200 〒20

R . V ・チャーテノレ著 供四方次訳 物理学

と工学に密接な関係を有す る世界的な著作。

A 5 判 260頁 上 製 定 価 ￥ 650 〒 70

彰国社編協同設言| の新しいゆきかたを， i:ii

合設計社の作品群の中にとらえてあります。

B 4 変形 100頁 全 グ ラピ ヤ定価￥ 250 〒20

小池新二 ・浜口隆一編 1953- 55年の代表作

B 4 変形142頁 総 ア ー ト定価￥1，500 〒150築建新本

西日 |駿 著 新 鮮な独創的デずイ γ の集成です

B  5 判76頁総アート ( 原色3頁) 定価￥380〒40し い 商 底

の

あたら

日

図 集

重 版

建築学大系編集委員会編権威17名の集大成

A 5 半!J 398頁 特 製 定 価 ￥ 1，000 干 100論

森ー微編一級建築士の実力養成と受験用。

A 5 判 524頁 特 製 定価 ￥ 850 〒 90這

出

彩国社編 具体的な写真により 多数伊j を集録
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系

住

再

書

火

明

布

枇

引

般

知

市

川

建

建

築21. 建

料材 -

の
建

• 

床

真

‘..._ ｾ＠
圃置翠. .  霊冨盟理E 璽堅固 盟E盟 国 盟 国 富 置 霊 園

写築

74 



広 告目

浅海m気kk . . . . . ……・・…・… H ・H ・. 2

アスファノレト間業会関西支部… … 9

伊奈製陶kk ・・・・ ・…. . . . . . . … 中挟

泉石綿工業kk … … ・… … … … … . 6

井田商事kk ……………・・・・・… 56

kk岩住鉄工所 ・…・・ H ・H ・....・ H ・. 7  

岩元工業kk ・・ H ・H ・- 一… H ・H ・- …. . 8  

靭興産kk建材部 …- ・. . .. . . …・… 10

上山製陶所……. . . ・ H ・-・.. ..... . ・・ 中挟

kk栄興繭会 ・・・…・・・…. . . . ・ H ・-…・ ・4

kk荏原製作所 ・・・・・ ・・・ ー表紙 4

オ Pエy タノレメタノレ製造kk … 中挟

大阪建材工業kk … 一 . . . . . . . . . . . . . .20

kk大阪城ロ研究所 … … … ぃ・… 3

kk大阪氾気暖房前会 ・・・…. . .. 3  

大阪耐酸工業所・・・・・・… ・…・・… 10

大島応用化学工業kk .. .. . . . .… . . . 6 

kk奥村E 兵 衛 尚 庖 … - …，. . .・ H ・.54

奥山化工業kk ・・・・・……… H ・H ・... .18

織本特殊構造研究所 … … ......14  

持出 ｈ￯ ｊＮ火 ＺｬｾＺＺ｜Ｇ Ｂｩ ｫｫ ……・……・ …… Ｎ Ｔ

ｫｫ Ｉｬｬ ｩ ドＤｾ ・・ ・・・ ・・ ・・・・・ 15 

1刻flfj ペ イγ トkk … … … … … … 表 3

川口 ゴム工業kk . …- ・…・- …前付

近畿建材工業kk ・・H ・H ・. . . . ……… 4

工藤氾気kk . 一.......… ・・ … … 2

kk久保繭応 …. . . . ・ H ・. . . . …・…・… 1

kkケジトク ー・. . . ......・ . . . ....... 20

kk建材社 ………・……………. . . 3  

神戸材料kk … ・… - … … ー衣紙 3

kk金剛尚. 会 ・・・・. . . . . . . ・ .. ...... .. 7

kk工英社 … … … … … … :…・・表紙 2

策久工業kk い H ・H ・- ・… - …・・… 3  

kk斎 l燦省三陶庖 …. . . .. …・ .. . … 3

坂本閥会・........ . ....... .... .. . .. .... .・・ 15

三機工業kk .... . ... … - … ・・- … 3

kk三幸附会 ....・ H ・.... . ...・ H ・-… ・・・ 4

kk二興tJ: …・…. . . ・ H ・...・ H ・. . …・ 2

次
( 50音Ji関〕 建 築 と 社 会 Vol. 38 No.  12 

kk三晃商会 ・……・… ・… .....・ H ・.. 3  

一宝屯機kk ・….. . . .・ H ・....・.. . …. 2  

1多 国 社 ・・・・…………. ，. . ・H ・. ....74 

新興建材工業所・・・..........・ 田・・・・・・・・ . 16

新鋼建設工業kk …・・…………… 76

須賀工業kk . . … ......・ H ・. .. .. … 3

鈴木ν ヤタア商会…...・ H ・..… … … 4

住友商事kk … ・… … … … … ・… l2

セメダイ γ kk … … … … … … … 前イナ

凹烏応用化工kk … … … 田… ・・・…J . 7

田中工業kk ... .. . . . . …………・・… I

田中風呂製作所・・・ ……・・・・・ ・・・ . 6  

田辺工業kk ・・・ ・・ H ・H ・- …・・・… ..53

田村商会建材部…・……・…… ・…・・ 6

谷 山製作所……・…. . ...・ H ・-…. . . . . . 6  

大信ペ イン トkk . ...... . …・・…・ .10

大日本硝子工業kk …・・… ・… ..13

大 仏 組..  .  .  .  .  • .  .  .  .  .  .  • .  .  .  .  .  . …… …・・・ 4

大和ハクス工業kk ・・・. . . . . . . . . . . Ll 

高{ 沙熱学工業kk ・・・…. . . ・H ・- ……・ '1，

kk政智T . 務所 …・ … ・・ ・・-・ .. .... 54

kk立花閥会 ...... ....・ H ・…・・…・…・ 2

耐酸化学工業kk …・…- ・. . . … 19

中央屯気工業kk ・… ......・ H ・....... 2

朝陽沼気kk ・・ H ・H ・...，....・ H ・....... 2  

東邦商会…・・…. . . . ・ H ・.. . .・ H ・...・ H ・.. 5  

東京鋼板工業kk ....... . ...・・ H ・H ・. 8

東洋キャリア工業kk ……. . .・H ・.. 4

東洋陶椴kk .… …・…. . ........ 'Iiil 付

東洋日ノリューム kk ・・・……… 前付

東 洋 レー ヨ)/ kk ... ... ... 日次対抗問

中之島製鋼……………………. . . 前{，J

ナニワ瓦kk ……. . . ・ H ・… ... ・H ・... 7  

内外工業kk ・H ・H ・... ...・ H ・. . . . . . . . . .13

内外土木建材社…・・…・・・………・… 7

浪速合板………. . . ・H ・-…・・・ ...・H ・. 5  

浪速建材工業kk ・・H ・H ・- …… ・… . .19

日本エヤープレーキkk … … . . . .15

白木金具製作所・ .. … - ー・… 中挟

kk 日本ンヤ Iノター製作所 ・…・・・ 8

日本セメント防ＷＮｫ ｾ ｊ 製造所・ ・ 表紙 Ｓ

日本ドアーチエツ合製造K K …・・……・中挟

日本レーヨ )/ kk . . . . . . . . . . . . . . . . .中狭

日宝ｾ石 ｫｫ …・…・・……・…. . .・ H ・7  

kk西 原 衛 生 工 業 所 … ・…...・ H ・. .. . 3  

三易問日本アスフアルト耶業協同総合表紙 4

kk 日本動力安全機製作所 …・…・・ 11

日本ペイント ー……一. ..・・ ・・・・・・ 5  

日製産業kk . . . …. ... . . . . …- 前付

kk野 上 工 業 所 … . .. .・ H ・... .. . ...... 2  

kk林塗装庖 - ・ ・・・・…- …… 4

kk汎建製作所 …・ ー - 一 -・ . . . . . .14

浜岡商庖...・ H ・...・ … … H ・a ・- …… .76

kk 日立製作所 ……・・……… 表 紙 2

平間建築構造研究所 ・. . . . . ……・13

平 川鉄工所・..... . ....... .・ ・・・ 目・・・・・ ・・liijf，J

福屋工業kk ・・・ ……- ・ ......... 4

藤森工業kk .，. . . . 一……… 目... 'lii I1，J  

フタパ黒板- … .. .. … - ・ ....76  

些図セメ γ トkk …・・ ・… ー…・・…・ R  

昼金属kk … … - ・… ・- … - … 56

kk松重屯機繭庖・ 目H ・H ・.....， ..・ H ・. 2  

水谷ペイジト kk … - … 一… … ... 55

kk三高製作所 … …・……・・…… 14

kk三谷製作所 ・・・・ ・・目次対抗而

三国 コジクリー 1. 工業kk … .... . . 13

4像岸商庖 … ・. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . …・…… 18

美工装飾kk …. ... . . .…・一 回一・… ... 53

美栄工業所 ....... ・. . . . ・…・ )I別、l 挟 込

kk室谷商庖 …・・… ・………. . . . ... 5  

山岡工業kk ・…・・ H ・H ・. . ……. . . . 3  

kkヤマト 電気商会 ・・・………… 2

i巾11旨化工社……………. . . ・ H ・- 表紙 3

kk吉田芳雄磁后 ………. . . ・ H ・15

吉野石管kk ・・ H ・H ・. . …・・・… 一一 5

kk ライト製作所 ・・・…・…・…・…・ 1

特 別 広 告 関 係 前 付 ア ー ト (111lli不問〉

清 水 建 設 kk 大 阪 支 庖
kk 大

= 機 工 業 [ kk 大 阪 支 庖

林

大阪市東区高麗栂3ー 1 f!t@2951 ・3076

組 ....・ H ・-…

用 品 応 用 化 工 kk

大阪市西区京町郷上過1- 14 ffi @0809 ( 代)

kk 鈴 木 ジ ヤ タ ア 商 会

大阪市北区茶屈町33 電③0098 ・お37

大阪市東区京僑3ー 75 f!t @0861- 0泌6

竹 林 塗 袋 工 業 kk

大!阪 市 北 区 茶 扇 町 38 低 @0  5  6 4  

kk矢橋大理石商j苫大阪出張所

大阪市東区高麗僑2- 9 野村 山 内 階 儒@4257 ・4お8

大阪市西区土佐銅通2- 2 f!t @1531- 9 

75 



てつ入挿グ口タカ

I':t. 
A A J -l，_ 

15 

たとえば

団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市東区北浜3- 37 ｦ 包括北浜 ｾ ＹＶ Ｔ Ｘ ＮＹＶＴＹ ＮＹＶＴ Ｐ

ネ上

号 一 一

17 . 家兵 ・備21

18 清掃関係

19 .  ，技術工事

20 雑 工 事

2 1. 工事用機器
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ｾｴｬＺＱ 具Ａ係23 

番類分

9. 石 工 事

10 .  : t l U瓦タイノレ工事

11. 建具工事

12 . 硝子工事

13 . 左官工事

14 . 塗装工市
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ようにしていきたいと存じます。

AAJ 日本建築協会略 (the Ar c hit ecl ural  A ssoc iati on  o f  J apanl  

1 業社番号( 掲載)1阪)

15  ，カタログ分類帯号 ( 下記を参照)
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星 J レ ‘‘、ン とは・・・・ア

.  アルミン は高純度のアルミニウム箔と高級なルーフイ ングと .  

を特殊な接合法で与密着 させた銀色の屋根葺材料です。 '

アルミンの表面

アルミ ニウム

アルミン の断面

三 星 ア ル ミ ン の 特 徴

耐久性耐蝕性が大きい

アルミンは日光( 紫外線) や風雨に容易に犯きれませ

ん。

アルミンは海岸や工場地 帯の潮風やガスにも 強 い抵抗

性 を発揮します。

耐火性耐熱性である

アルミンは表面が金属被覆の ため耐火性にすぐ れてい

ます 。

アルミンは火災の時の火の粉にも安全です 。

光や熱を良〈反射する

アルミンは日光や轄射熱を 90%以上反射します 。

アルミンは建物の熱絶縁に優れた性能を示します。

経済的である

アルミンの屋根は軽 くて、塗装する必要もなく、ト タ

ン葺きや瓦葺き よりは るかに経済的です。

三 星 ア ル ミ ン の 規 格

全幅 1米 ( 3 尺 3 寸) ラップ取

1巻の長さ 3 6 尺

葺上 り面積 3 坪

1 巻の重量 2  0  kg 

O 芯棒の中にアルミン用釘が入れて

あります。

1 巻につき 2 0 0 本入 1 袋

0 釘を 打つ重ね目には アルミン用機

着剤を塗布する 事。

アルミ ン用釘

( 亜鉛引き太釘)



アル ミンはとんな形の屋

根にも容易に施工出来ま

す。伸び繍みせず 、下地

から ｾｊ れる心配があ円ま

せん 。

のよい屋根材です。

アルミンは 99 .6%以上の

高純度のアルミニウムを

表面に使用して居ります

太陽光線を反射し、夏季

の室内温度を下げます 。



ア ル ミ ン の 施 工 法

瓦 棒 葺 き ( 勾 配 屋 根)

Ｍ Ｇ Ｎｾ＠
一司、

1 釘打ちによる抱工法の詳細は 1 巻

毎に入れである説明書に記しであ

ります。

2 釘は附属している指定品を使用す

る幕。 接着剤y ( ラップセメント )

は当社に用意してあります。

(5， 2.5， 1  '11ロン各館入)

3  コンク リート又はセメントモルタ

ル面を伝った雨水のか、る所では

アルミンがいたみますから コンク

リ - ｾ，モルタル面を塗装せねば

なりません 。

4 此の塗装や仕上げに必要な場合に

は銀色塗料三星シルパライトを御

用命下さい。

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3 3

大阪市西医京田丁堀上通 ] - 14 

Tel 王 子 (91 ) 代表 1 1 8 1  

T e l. 土 佐 堀 (44 ) 代表 0 8 0 9

32 ・11 日本宣伝デザイン K K



ぺンチレーター

棟 式

会 i l

之町ヲイh

田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出張所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 m 話 @0  5  4  5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 電話城東⑧ω7 0 ・ω7 0

rd ;島 工 場 東 京 都 昼 間 区 錦 糸 町1/ 2 5 電 話 本 所 ⑧0790 ・5133

小 倉 工 場 小 倉 市 亦 坂 上 の 宿 3 7 m 際 小 倉 0653 ・2833

川 崎 出 張 所 神 高持 川 県 川 崎 市 東 渡 岡 3 / 4 3  m 賠 川 崎 ②1540

札 幌 出 張 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 束 7 ノ 4 電 話 札 幌 ③0515

盛 岡 山 強 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 179 m 稲 盛 岡2554

名古鼠代理庖 名古座市西区西菊井田T2/ 12岡田池材 脂 電 話 商@0121

設 計 施 工

大阪市北区真砂町 5番地 電話大阪 (34)207- 8・4836- 7



一 一 特 命 叉 は 指 命 の 場 合 は 本 測 を 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 漕 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 審

工 場 大 阪市西淀川区御幣島東一丁目ニ0

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡山 ・広 島

電 気 設 備 工 事

段 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本 社 大 阪 市北区中之島三丁目三 朝日ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大 代 表 )

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 3 四丁目十一番地

電 話 大 阪 局 @5  2  0  1 番( 代表) - 3

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁目四七電話北浜@770- 3

支庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 日10

支 ! 苫 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2

出 張 所 東 京 ・名古屋 ・神戸 ・直方 ・田川 ・大分

電 気 工 事 設 計 施 工

一 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 侍 三

本 社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 二 丁 目 五 一

電 話 @5148 ・6460 ・侃46

営業所 大阪市北区絹笠町五o (堂 ヒソレ八階)

電 話 ⑧ 3 8  6  2 ・1 1 4 1  

出 張 所 東 京 ・名 古 屋

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

〈ト 株式

会社 松 室 電 機 笥 底

2  

取 締 役 社 長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @ 6951 ( 代表) - 3  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
d 企H

; ZJ ;  f生

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

包 括 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 - 5 2 7 5 ・4 2 4 1

蛍業所 東京 ・神戸 ・岡山・ 小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本社大阪市北区曾. m. 崎上一丁目四一

電 話 大 阪 ⑧ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 煽 川 町 15 養 地

電 話 ⑧ 代 3 .0 5 6

東京営業所東京都中央区銀座東 8 丁目 4 務地

全国燃料会館502号室包括⑧7464

出 張 所 名 古 屋 ・防 府 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株式会社 三 興

取 締 役 社 長 坪 井 大

タケ ν

社

本 社 大 阪 市 北 区絹笠町50番地位ビノレ703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 編 箱 崎 町三丁目 二番地

電 話 兜 町 i @1478 ・1479 ・1470番

出 張 所 大 阪 堺 ・名 古 屋 ・ 下 関

λ 三 菱 電 機 製

N F ノー ヒューズ分電盤 N F ノー ヒューズ配電盤

鐙 光灯・モーター・ 変 更 器 ・冷 暖房 ・エレベーター

三菱電機株式会社元扱庖

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目四三務地

電 話 本 町 ⑧ 0 3 2 3 ・1 5 7 5 - 9



会

会

電気- : - j f f 扇房ι 時子荷 亙

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸掘南通一丁目 三七番地

電話代表土佐期@ 52，31番

東京都 中央区銀座東二丁目 一三番地

電話代表銀座東@4 391番

名古屋市中区南武平町 二丁目一審地

電 話 代 表 中 @“ 91 番

京都 ・神戸 ・岡山・ 広島 ・福岡 ・熊 本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢・ 福 井

一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 ぞ 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

株式

会社

設 計 施 工

去を 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

担府

主民

給 排 水 ・

暖 冷 房 ・ ・

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

代表取締役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 温 町 一 ・電話量量的⑫7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話祇園⑥4945- 6

神戸市生田区下山手通六 ノー ・電話元町@ 5892

.J 業
暖冷院房・換気・給・排空買気 調 和

大正二年 病 諸 機 械 水 ・ 衛 生

株会社式
驚 藤 省 三 商 庖

東 京 宿 電東電大鵠倍話阪話京和毛市野駅主札田西管倉区J前幌⑨E丸号佐@17自商6栂 品曲1ピ通・31ル大07泣6t・62岡同・E階3ピ 晶57J日ル66i5 @7・73詰314674曲62?区号4  4  1  

大 阪 庖

札 幌 庖

名 古 屋 庖

所張出

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其イ也管工事

設 計 並 施 工

特許 Y M式ノレーフド ν イγ 製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

驚久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁目凶四手存地

包括本町I 局@ 代表4496- 8 蒋

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 付' 12号館 5 号

3 話 28 局 6505- 8 番

金沢市高岡町三五 電 話 金 沢 本 局 ②2074

福井市城之橋下町一O 包 括 福 井2436

高松市中新町一O六ノ 三 也話高松5195

庖

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

本

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

殴 針 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

l 代 表 1 1  

包 話 @i 代 表 1 3 5 1 番

2-都港区芝田村町 6 丁目 電話富代表7151

喜屋市中区材木町 1 丁目 電話 27回

京都市下京区烏丸通松原下 J レ電話⑤ 1989 

神戸市生閏区北長狭通2丁 目 電 話 ③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

暖房 ・冷房 ・衛生 . * 道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

慣 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 版 売

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

事1
1 戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

2951 
大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局

3076 

本社東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福 岡・ 札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

給水 ・緋7]< ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市腕物処理装置

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 支 庖

大阪市北区中 ノ 島 三 丁 目 ( 朝 日 ピ ノレ九階〉

電話北浜@ 6041 ( 代)

東京都 中央区八重測三丁目 七

名古屋市中区西万町二丁目ー

社材建

株式

会社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

会式株

大阪市大淀区中津南通二丁目五一審地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 需

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目 一番地

電 話 三 国 @9 3 7  1 務

本社及東京支底

営 業 所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 産 備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市北区堂島北町一四 @ 代表7031

出張所東京都港医芝琴平町四o @l 9278 

名古屋市中区新栄町二丁 目 ー ③1820

福 井市宝永上町一O 五 1596 

広島市石見屋町五五 ② 1938 

福岡市柳原一丁目七 ④ 1158 

曜 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施

社

. 6.  

':z:s;' 

工

式株業工回山

次

@ 代2613・2061

g側

5721 

2346 

② 295 

文

大阪市西区京町掘上通一丁目七

神戸市灘区福住通二丁目ーの五二

名古屋市中区宮出町凶七

東京都北 区上十条一丁目ー0

岡山市桜町七六

田山取締役社長

本 社

営 業 所

出 張 所

3  



一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

暖・冷房・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地 C朝日 ピル 7 階)

本 社

話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

株式会社
栄 興 商

取締役社長中 山 俊 人

必』

:ZlIt 

本

支

社 大阪市福島区上福島北二丁目一番地

電 話 福 島 @ 3 3 9 1 ' - 4 'i:

広

出ｾ所

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

沼 諮 問 谷 1 3 2 4 審

神戸市生田区下山手通八丁目 三 三

電 話 元 町 ④ 5 3  7 番

風 雨 に 強 く

和瓦より安い
大和洋瓦

発 売 元

大 仏 組 大 仏 瓦 ・各 種 和 洋 瓦

工 事 請 負 一 式

本 底

大阪営業所

京都市東山区今熊野池田町九 ⑤3555 

大阪市東区内淡路町一丁目 ｾ＠ 975 

4  

PAI NT I NG CONT R ACT OR  

株 式

会社

塗 装

林

工 事 請 負

塗 装 庖

TEL . 大 阪 @1756- 7・東 京 ⑧ 1335

リグノイド床・床材料

本 腐

製造・販売・施工

福屋工業株式会社

大阪市西区南郷江上通一丁目帰一

電 話 新 町 1 @ 3 4 2 6 - 7

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三替地( 毎日 大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑧ 局 8 3 5 6 ( 代表)

本社東京都中央区日本橋兜町三丁目二四蚤地

出 張 所 名 古 屋 ・九 州 工 場 東 京 都 足 立 区

ア ー マ ー コ ー ト 近 鋭 総 代 理 后

近 畿 建 材 工 業 株 式
. d.  

コヨE 社

営

種

業

目

防 水美 装 塗 料… … ア ー マ ー コ ー ト

特殊防水パテ… … パノレカテックス

ラテ ックスペイ ント… スプレッドサテン

販 売 並 責 任 施 工

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 大 阪 ⑧ 3003 番

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曽根崎新地三丁目五十三ノー

Ｈ市電桜矯停留所前Ｉ包諾大阪 ｾＱＲＷＴ ＭＶ
支 庖 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

陶管- ベンチレーター

事 章 式 竺 忌品

会 社 一 . 平
商

大阪市北区曽恨崎上ーノ 凶ー

電 話 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

ヒ ユ - ム

必』

:z:s: 

管

鈴木式防火シヤタア

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

大阪市北区茶屋町三十三番地

電話箆崎i @l 98 ・5837 ・8729
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腐

祉

所

間

河

場

支

嶋

田

園

S

阪

州

島

田

大

本

知

吸

音

テ

ッ

ク

ス

ず
タイナf - 印

』者多 ｾｌ 合モ

ベニヤトク

汗以プド

品J K
- 盈6>" " 国浮t l J 吉三

ガラーホート

量的54
t 卓 y 軍少陣! KI ) I .

l; ヌドつtaト

ぷVFル

" ，1 ¥畠長屯詩句

抗議姉穂
モデ.ルル ームへどう そ

ー歩でも時代劇i乙綬Lょうど努力 t l  ¥1"¥ます

;区;1iz 踊 姐 間

工場大阪市住舌区西加賀度町4丁目81 ・電話住吉 (67)51 09

神戸市生田区長狭通四ノ一地産ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五O 掌ピル 5 階

T E L. 大阪⑧忽) 21・ 3486 ・1141

ネ土

庖

本

支

大阪市東住吉区桑津町 3 丁目的

電 話 天 王. 寺 ⑫ 1 2 9 6  

和 歌 山 市 新 婦 6 丁 目 1 3  

電 話 和 歌 山 2 9 8 番

出強所
東邦商会

特 - a

・1 回塗りで肉厚仕上げが出来る.

・串l子. ローラー. スポンヂでも塗装が容易

で. 垂れたり流れたりしないので衣服な汚

すことは殆どない。

・乾自慢が速い (指触30分) ので作業が容易で

ある。

・ゼ リー状のため使用前慣祥の必要がない。

ゼリー松墜塗料‘ｾ＠
ペイント

-圃・

マヂック

阪 〈 険 ペ ィ 有 〉 東ｊｅ｜Ｍ｜Ｍ ｜ｊｾ＠ 京大
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谷 山 製 作 所

大阪市寮組11区三海軍: l t逼国 電話量崎 (37) 3117 ・7724

シリンタコ・レI(-I¥::"Fルaa

押ボ苧〉式シリン夕、I i

アンチヨ民シリンタ二・，.

シリンターナイトラッ子

シリン夕刊自 己 ii 

各種Ｆｾ膨込 ｩｩ

各 種 銅 織 風 呂 釜 一 式

革協誌呂・ボイラー・ガス風呂

大阪市浪速区元町一丁目七四二但シ眠措電停前

回 申 風 呂 発 売 元

電 話 戎 @5313 ・8 1 2 8

コヌボード

日本楽器製葺級合板

タ ム テ キ ス

ヤ八ズ・ヲヌ

フローリンタ.

。

目柑商省 建材部

神戸市生田区栄町通2ノ39 ( 安田火災ピル、

電 話 神 戸 (!) 0591- 3番

石 綿 セ メ ン ト 製 品 の 最 高 水 準 を 行 く
11 

アスベストパリヤ
( 硬質石綿板)

建 物 内 外 壁、間仕切 、天井扉

電気室、発電所、配電室、製鋼

ガラス工場の壁、製路、製油

製薬工場の床スカー ト壁など

に最適
呈カタログ

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社



焼

成 31語!県!

日 宝-

耐 火 ・ 断 熱 ・ 軽 量 -保 温 ・ 保 冷

音 ・ 防 音 ・ 結 露

蜂 厄 株 式

防
吸

止

Z 込

事苓 ネ士

絶 対

廉 価

③ 

肉 外 式 ヌ n イ ヲ イ ト

漏 ら な い 破 れ な い 飛 ば な い

40 年 の 技 術 と 経 験 に より 完 成 さ れ た 天 窓 装 置

ワ イ ヤ 波 型 硝 子 完 全 葺

内 外 式 ベ γ チ レ ー タ ー

ヨシヂニア又並に簡型 (風力換気周)

パー抑 ｉｉｾ .  '¥'i テレ- ' / ' ・ (電 気 扇 付)

25 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐期船町23 ( 大阪商工ピノレ)

電話土佐婦 (44) 3  9  8  3 番 4 3  9  6 番

設 計 施 工

優 秀 機 能 ヲ 誇 ル

岩 佐 式

R i y1)jJヨE

最新 1 機械設備

最高/ 設計ト妓術

手続 l '研究ト政良

株式会社

ド ＭｰＭ 。サッシェ。メ ｾｊ ｊ［ ラス

椋式会事ま岩佐鍛工聞

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 煮 こ す 目 三 一 番 地

T EL 5定) Ij (4ワ) 代表4351・4352・4355・0903・0904

金 剛 商

雨水浸 λ 筆1) 落防止

耐 震 耐 風

寄さ 安 定 軽

区つ

言 官

主義

ナニヲ緩匂配荒
大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道電車 野里電停前，

東京坂巻サンヒ ッ ト商 会 電 淀川@ O417・4091

誌

歪蹴

7  



社式株業
工

板

圃

図

鋼

園

国

京東

ス チ ー ル サ ッ シ ユ j

ス チ ー ル ド ア ー !

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー :

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 8 番 地 ( 衆暗ピノレ三階)

電 話 北 @ 0 6 2 1 ・0 6 2 8

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町5 ノl. COO 電話荒川⑮8131- 4

大 阪 府 営 堺 宿 院 底 舗 付 共 同 住 宅

戸 締 ノ 政 事

PAT E NT S  No・414855 No:414856 No: 35528 

広告肩、 .o臣、ガレージ等ニ最適デス。開閉ハ

片手ニテ軽ク織ゲ降シ致シマス 3 価格ハ至極

( ! i . デス 御一報係員参上、カタログ進呈

岩 元 式

スカイライト平野引ンチレザー

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オベレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社
会

川

引

式

引

い

株

限

引

業

献

⑧

.

.

司

話

F

L

阪

-

-

大

電

一

冗

柑

岩

8  

豊 国 セ メ ，;  ト 稼 式 会 社

本 社 下醤
岡・. 県 ｾ＠ 回 町

司E 務 所 倉・大 阪・東 .51'， 

8  



l  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は l  

4 製 造 業 社

悔 和 建

k. k. 工

k .k. 工

大 恵

国 島 応 用

東 亜

材 ヱ. k.k.  

ｾ社

盛 社

工 業 k .k.

化 工 k.k. 大阪出強所

工 事革 k.k.

• k. k.  大阪営業所日 遷 化 学 工

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k ぷ . 大 阪 支 庖

池 田 商 . k. k.  

内 図 商 会

梅 本 石 油 k. k.

筏 松 商 会

大 阪 朝 日 湿 膏 k. k.

三 友 ア ス フ ァ ， J ， 卜 k. k.

星 光 商 事 k. k. 大 阪 支 庖

中 西 遷 育 産 業 k. k. 大阪営* 所

k. k. 長 野 商 庖

日 本 JI 般 興 業 k . k.

前 田 商 1 i 5

山 女 商 事 k. k.

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 難 k. k.

k.k. 井 上 ; 争 夫 商 后

k. k. 石 田 建 材 1苫

オリヱンタ' J ，アスフアルト工雛 k. k.

大 阪 耐 厳 工 * 所

大 島 応 用 化 学 工 . k.k.  

カ ナ ヱ 商 1苫

共 栄 涯 育 エ . k. k.  

k. k. 木 下 値 三 商 后

k.k. 久 保 商 庖

清 水 興 業 k. k.

k' .k. 新 光 高 宿

高 野 ア ス フ ア ル ト k. k.  

k. k. 大 和 商 会

内 外 工 業 k.k.

日 新 工 業 k. k.  大 阪 支 庖

日 本 渥 膏 工 . k.k. 大阪営* 所

k. k. 双 葉 商 会

松 本 涯 育 工 業 k.k. 大 阪 支 后

マJ ル ヱ ス 工 . k.k.  

k. k. 明 正 社

米 図 工 業 所

石 井 建 材 有 隈 会 社

中 出 商 会

三 情 工 業 所

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k. k. 浜 原 豊 商 庖

膏 盛 建 材 k.k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k.k.

砂 賛 助 会 員

丸 善 石 油 k.k.  

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁目 91

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 24

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 43

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1丁目 14

大 阪 市 天 王 寺 区 堀 越 町 2 丁 目 1

大 阪 市 東 淀 川 区 郷 土 通 3丁目 39

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三和ピノレ)

大阪市東区道修町 1 丁目 11(加藤 ピル)

大 ・ 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2  

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 堀 江 一 番 町 14

大 阪 市 天 王 寺 区 堀 越 町 2

大 阪 市 北 区絹笠町50 (堂ピル二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 5丁目 35

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 1 丁 目 1 3  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 下 辺 1 丁目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1丁目 31

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 丁 目 1

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 5丁目 35

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 鹿 町 通 2 丁 目 1 3  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 上 通 2丁目 42

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1丁 目 51

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 40

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0  

大阪市東淀川区木 川 西 ノ 町 2 丁目 6

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 7 丁目 45

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5  

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 43

神 戸 市 兵 隊 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 路 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 一 番 町

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目

( アイク エオ順〉

(37)  6002 ・857

(66)  8861- 2 

(33)  44ω ・8288

(47)  3l 3l - 2  

(44)  809- 10・1773- 5  

(77)  915 

(39)  924- 5 

(23)  1731代 ・2931代

(23)  1345 ・1346 ・3381

(36) ω0 ・2841 ・2966

(53)  9515- 6 ・9585

(34)  8似3

(53)  4520 ・8401

(77)  915 

(36)  774 

(34)  4305 

(44)  853 ・5196

(23)  2771- 2 

(44)  5223- 4 

(44)  0255代 ・5392代

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

(53)  4050 ・4190

(37)  1333  

(33)  3679・“ 81・8471

(35)  2922  

(94)  4255 ・5727

(44)  5408 ・5486

(34)  207- 8 ・4836- 7

(37)  1383 ・2933 ・9377

(26)  7195- 7 ・4464

(44)  2148 ・4164

(64)  1回8 ・1905

(64)  3434- 6 

(53)  5281- 3 

(34)  1804 

(37)  3375 

(35)  9231  

(45)  23ω ・2030

(34)  8157- 9 

(75)  7271 

演川 ( 5) 2697 

2豊川 ( 5) 4630 

元町 ( 4 ) 6930  

( 2)  42予2

尾道27ω

中 ( 2) 2渇81- 2

高松 4239

松山525 ・1159 ・2159

(27)  1251 ( 代)

|  社 団 法 人 ア ス フ ァ ー 業 会 関 西 支 部 ｦＺＢｩｴ ，， Ｇｉ ＧＱ ､ＯｾＡ･Ｎ ， ｪＹｔｩｉＲＴ＠ ＢＧｾｾ＠ (66 )  8861 . 8862 

9  



寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスブアル トタイノレ工事警

察 耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 業 PK

大阪市北区浮田町82番地 電信豊崎@1333番

ウツボライトM

ポリクレタシスポンジの吸音内装材

ウツボライト S

ポリスチ ν ンスポソ ジの吸音断熱内装材

材料販売並責任施工

靭 興 産 株 式 会 社 建 材 部

大阪市北区小深町一番地の- T E L ⑧ 0129 

私 ｴｬｾ 建築 ｉｬｉＱ “偽揺ら ｬｴ 、観

風大信明ント株式会祉

10 



コンヲリート IZ .1煉瓦{ 亡/

ｉ｜ｾ マーゼ簡単 ｉｺｬｊ 込める釘⑥ 仰
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4
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自動コ ンク リー ト釘はコ ンク リートや

煉瓦に，木材に打込むと同様にハ ン

マーで簡単に打込めるもので，そ

の能率 のよいこと，碇着 の確実，

そして経済的なこと は実に驚嘆の

的で正に革命的な釘の出現で す。

座亙ｾ r詳細につい

日本動力安玄機製 fE所
株式曾な製 造 元

電話 大阪 (35) 6 3  3  1  ｾ＠ 3  

電話東京下谷 (83) 3831 ・7311 ・9954

ttt 藷 仙台 ( 3 ) 1529・( 2) 5413

1電話 大阪 (26) 5  0 9  1  - 6  

電話 大阪 (35) 6  3  3  4  - 5  

電話 大 阪 ( 26) 1  8  3  1  - 6  

電話 大阪 (23) 5831(26) 2037 

本 社 工 場 大 阪 市 北 区 東 郷 川 町 25 (三原 ヒソレ内)

東京事務所 東京都千代田区神田佐久間町 3 の32 (内普 ピノレ内)

仙台出強所 仙 台 市 元 鍛 治 町 2 番 地 の 3 (小河原会館)

株式会社日垣本社 大 阪 市 南 区 安 堂 寺 精 通 2 の 3

日動電工綜式会社 大 阪 市 北 区 東 堀 川 町 15 - 5  

湯浅金物綜式会社 大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 2 の 1 0  

太平商事事事式会社 大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 5

代理広

11主

最近の主なる納入先

日本国有鉄道公社 .

日本電信電話会社

建 設 省

農 林 省

東 京 都 庁

大 阪 府 庁

電源開発株式会社

石油資源開発株式

会社

松下電工株式会社

株式会社 間 組

大成建設株式会社

其ノ他

軽く・・・

強く・・・

簡単に建つ

特 徴

・組立角車体IC特別の技能を必要としない 0

・簡易不燃構造である 。

・軽量鉄骨構造なので主主用が低廉で、耐久年数が高い 0

・骨組、外観が美麗である 。

・種々の建築 lζ 利用でき工期が短い。

用 途

倉庫、ガレー ジ、

工場、事務所、工

ゅ ー 所 飯

場、簡易住宅、 ピ

ーチハクス 、パン

ガロ一

文相 J¥フヌZ 業株式曹祉

本 社 大阪市南区日本矯筋 2丁目39 電話(64)3! 崩 ・鎚 86悉

工 渇 大阪市都島区中野町 1丁目 l 電話 (35)1140 ・ω73番

東京出強所 東京都港区赤坂背山高樹町6 電話( 40) 2327 ・5802番

名古屋出強所 名古屋市中区南久屋町2丁目7 電話 (24) 5  5  0  8  ｾ 昏

主 な る

11 



- ビ オ

・ ピ オ

・ピオ

. ビオ

ン パ ー

ン ア ー ト

ン ト ン

ン コロ ナ

・ ビ オ ン フ オ ー ル

. ビ オ ン グ ル ー プ

ピオ ン グ ループ、

( V型溝ft )

12 

ピ オ ン 7 ". ー ル

{ 無級 め縦 縞)

ピ オ ン コ ロ ナ

( コロナの浮彫)

ピ オ ン ア ー ト

( 糸 征 )

ビ オ ン ト ー ン

( 多孔・倣音)

バラエティに富んだ合板の新製品

DG盟豆二三Dst  

事ｾ 造 ] [  

E歯 a 廼E童謡重量E

率 低 ・ s ; ' i 峨 市 噌 巨 木 . . 町 6

: L!‘両 Ｎ ｾ ・ｓ 中央区 京 偽 Ｒ の ・

総 発 売 元

I園圏直E重量童謡撞醤

.， ｯＮ ・犬同而ｬｕ区 ｾｴ 泌 ｓ の託

宣 I t . l阪京 師 中 炎 回 日 本 舗 通 1 の 2

支 1 ' ， . ち 百 崎 市 中 区 、 " 臼 .r I 白 IS

S花 畑 支 . . . 品 領 側 ・ 金 凪 z ・・S 術



ョ111111111川IN. G. C式 川 1111111川111川川1111111"111川111111川11111川川11川| 州1111川川州11川H川川川川川川川H川川川川H川川川川H川川川川H川川川川H山川川11川111川川H川H川川川川川111川川川H川川州H川H川川酬111川川州H川州111川川111川11川川11川11川1111川11川H川川H川1111川川川酬11州 H川H川1111川11川H川州H川111川川酬1111川1111川111附11刷H川H酬 |

N. G. イ ン シ ユ ラ イ 卜 断 熱 材 製 進 発 亮 元

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M3 8 番 責 任 施 工

言 責 任 施 工 米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

i  乙プ(レょうfTZ 内 外 工 業 株 式 会 社

Z  アスファノレ トモ ル タ ル 床 舗 装 工 事 脇 山 静 夫

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一 電 話 1@3 4 3 4 - 6

三 耐 酸 ア スファノレ トモノレタノレ工事 工潟大阪市阿倍野区旭町ニノ六六 霊

司川川川川川山川川川山川川川川間川間川川川川川11111111111111111111111111111111川山川川山川川川川川川川川川間川川間間川川川川川川川川11111111111111111川川11111111111111111111111川111111111111川川市

建 築 用 プ ロ ック

気泡コンクリ ート 『マ ー ル コ ン 』

IIIT ｾ ｬ＠

恒竺l

冷暖房室の保温壁，床用，パイプ保温用

壁 用 ブ ロ ッ ク ( 水 に 浮 く ブ ロ ッ ク )

市 も 漏ーヌ ! と 商一京! の完壁

製造販売 三国コンクリート工業株式会社

構 造 計 算

特 殊 構 造 設 計

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5 0 電話⑧9187 ・9188番

工場大阪市住吉区北加賀屋町3丁目3番 地 電 話 ( @4 4 6 4 i 寄

続 平 田 建 築 構 造 研 究 所

j前 長 平 固 定 男

大阪市北区堂島上三丁目十二番地 ( 永和 ピノレ内) TEL@5071- 4 

13 
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高 式 ドアーハンガー ス チ ー ル サ ッ シ ュ

局 式 オ ペ レ ー タ ー ス チ ー ル ド ア ー

高 式 重 量 戸 車 スチールシャッター

制 M混同々 々

株式会社 高 製 作 所

民ｾ 本社工場ー 大阪市東区谷町五丁目 二八 電 話 東@ 2969 ・0444

一 般 製 品 ス チ ー ル サ ッシ ュ

スチール シャ ッター

スチー J レ ド ア ー

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双測の四面が摺 り合され自然に気密度が高い。

。神高型竪形と出し窓

両開き や片開 きに代る 堅牢で耐久な構造。

連動突 出しと出し窓

と出しと 上釣 りと が完全κ 平衡連結され操作軽

快、開閉確実、体裁優秀な新型。

逓増減分銅付 きν ャ ッ タ ー

大型ν ャッターも軽く はや く開閉出来る 。

新 規 製 品 普及型上吊り引違い窓

質実堅牢で最も 廉価 ・校舎宿舎などに最適

鉄材が少〈 てすみ施工簡易な格納庫 ・工場 ・体育館の建築には

“ ORI MO TO "  DI AMOND T RUS S  

設計の御依頼に応じます ( 純. I . は御臼由です)

カタログ及ひ.般tt . 考資斜贈昼

株 式 会 社 汎 建 製 作 所

大阪市此花区思貴島北之 町 十 一 番 地 電話 此花⑧2叩 3・4461

官公庁傷事雇用 耐墨画晴嵐木材接合金具

住宅、工場、学校、集会場、体育館にまた 2 階梁に

附 ｏ 武ヂベ ｊｾ

PATQ 武クランプ

考 繋 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 史 研

東 京 都中央 区 日本橋鱗殻町 Ｓ ｾＲ ( 水天宮交叉点角) T PL  (釘〉倒4 ・7007，' 7062 ‘  
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吋

1

戸

風
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m

m

種

士
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ル
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U

制

御

町

ト

ω

守

合

憾

の

貨

芳

M

M

晶

表

面

田

比

一ツ

品

川

瀬

吉

正明

蔵

前

4

2

7

式

社

山
川
町
叫

耐

天

A
戸

株

会

新築移転電話増設

額 川 岸 窯 業 商 庖

大阪市西区靭南通リ 2 丁目 21 ( 市電靭南通日句停前)

2 5 7  1  

電 話 土 佐 郷 ⑩ 2 7  6  4 務

聞けコマ 扉の前K 立っと自動的に扉が聞く

7: ; - ツ ク ド ア ー
カ タ ロ グ 進 呈

エコノマチック

ドアーエンジン 〈空気式)

一般工場向の強力な空気式ドアーエ Y ジ y

で;1itl御方式は抑ボタ Y 式、引 a返りスイ ';1チ

式、踏板式等種々の形式があります 。

工場内輸送の合理化、冷媛房の効率保持士事

のため是非御利用下さい。

民生字多孔|

.  . 院 種 目

坂 本 式 ス カ イ ラ イ ト 坂 本 式 ベ Y テ ν ータ ー

坂 本 式 連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 筋 工 場

一
手
一

一

忠

-
V

一

一
宅
一

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @4643 

本 社 東 京 都中央区日本編江戸嶋 1- 11( 明 治 ピノレ)

電話千代田@7 2 6 6・袋路9・9918

工 場 東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 減 東 8 3  9  1  8  

15 
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セメント紡水制| 毒性鵜的 7.K?!{: ｾＮラ〈

ｊｉｓ 合格呂め ｾ� 健闘を ｚｆ

= 1 :..1ケ: . . 1

防 水 劃j ・ 会 絡 部j

セ〆ント・る灰・フラズターの着｀劃 ｾＯｩ 純鉱物 ＧｴｩＮ 絶対手変ｾ

チ z リーカヲー

セ〆〉トの( アク) イ. f . t p 回りの場合 I ま

シレ 17 ':.1 セメントアク止問健闘を

水溶性特殊捷着剤むシ' 1 シ糊・桜印鹸化賞・

ラスヒゲ3 ・末広布漣・其仰特殊枚料発売元

(豆l録御通知次第御送附致予マス)

株 式 舎 社 新 興 建 拘 エ 業 所

大阪市西芭目、ッ橋・・竜話新聞 ( 53) 1988・9720香

三場大阪市住吉区魚長居間36 ・電話住吉 ( 67) 212巷
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目

r
アルミＺと ｊｾ ーフィシタの貼合せ屋根材

巾 l

m

x 長 1O.9
m

(葺上リ 3坪) ・重量20kg

三 星 ア ル ミ ン の 特 徴

耐久性、耐蝕性が大きい

東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3 3 T E L王子 (9 1) 代 表1181

大阪市西区京町堀上ｾ 1 - 1 4  T  E  ｌ 土佐 掴 Ｈ ＴＴ Ｉ 代理 ｾ ＸＰＹ

アルミ γ は日光( 紫外線) や風雨IC容易

に犯されま せん。

アルミンは海岸や工場地帯の潮風やガスに

も強い抵抗性を発揮します。

耐火性、耐熱性である

アルミ γ は表面が金属被恋のため耐火性に

すぐれています。

アルミンは火災の時の火の粉にも安全です。

光や勲を良く反射する

アノレミン は日光や幅射熱を905ぢ以上反射 し

ます。

アルミンは建物の熱絶縁lζ 優れた性能を示

します。

‘¥三 星 ル ー フ イ ン グ の

田 島 応 用 化 工 K. K.

17 
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ボッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

22 峰

品... . .  

1芋 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 堀 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

庖



滑 り 止 ・ 軽 量 ・ 耐 火 ・ 防 蝕 の 特 質 が あ り

木，鉄，コンクリート lζ 完全密着するマスチ ック ・フロ ーリ

γ グです

主なる用途 化学工場床 ・船舶甲板・プラッ トホーム ・廊下 ・そ

の他何れの床にも耐久性で調和のとれた色彩 iζ 応じられます

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大阪市北区高垣町tr80 電話大阪⑧0178 ・4161(代)

⑪ 

日

満

コ

ム

タ

イ

ル

全

国

総

代

理

浪速建枚工業棟一且一応

( 1) 浪 建 式 剛 一 一

ドアーシュス チ ー ル サ ツ

- オ ペ レ ー タ ーシ ッ ャ タ ー

一 製 造 販 売 一

大正十四年

創 業

本社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁 目九番地 電話城東⑧1171- - 3番

東京営業所 ・ 東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピノレ六号紘 ωＷ 号室電話東京 ｾ ＴＶＱＱ

福岡営業所・ 福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンビル内) 電 話 福 岡 ① 8 4 6 2 番

出 張 . 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

19 
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甑 の 間 廊 下 の す べ ら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

白

木

液

体

7

Y

F

タ

-

升

・

四

九

O

円

で

約

十

五

坪

、

丸

-
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⑧

 

話電

ｕｾ Ｖｪｾ＠
K Kケν トク大阪市東淀川 区新高南通 l ー 14

.，_.円，ョ，

ボ ン デ ラ イ ト

自 家 設 備 一 貫 作 業

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

T  E  L . 南 O日 507 ・3137 ・3138

T  E  L .  崎県 4800 ・4801 ・1586 

金 沢 T E L

大 阪 市 南 区 九 郎右 衛 門 通 2 1 番 地

時停 市 松 屋 町 l 丁 目 6 番 地

名 古 屋

営 業 所

本 社 工 場

出 張 所 T  E  L . 東 (9) 4  8  8  4  

20  
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NO.259190( 
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NO.231698 

，ｩｉ 叫 ｴＮｾ ， ｮ

NO.760605 

6 幹
事

鍋ーペイント

新 し い 塗 料 か ら 生

ま れ る 新 し い 環 境

ンクリート・モルタノレ・プラスター・木材・

金属・紙・繊維・皮革・その他あらゆる材料 iζ

深さと魅力を与える高分子多彩塗料

サヲヨート

カタログ ・見本進呈・

.  . . の使用でセプシ卜節約

ｉｄｾ］ＱＵｾｄＹ Ｑｃ Ｙ＠
神 戸 材 料 株 式 会 社

日本建築協会優良語明
セ メ ン ト 増 強 防 水 部j

紫

褒

緩

章

. ，. 主宰彊

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

ヲ. - 9イ阻害

御一報二史第型録並仕椛書道宝

株式会紅白本セメント防水剤製蓮所

本 社兵J i l ' : 県宝塚市高台上の仙北 28 - 1  ' ，[ i 訊' 長塚 2153

工 場 尼 崎 市 総 彼 本 間J 1  - 3  4  Ｇ，ｬｩＺｾ，ｾ大阪 Ｈ ＴＸ ＩＸＵＴＴ

名占屋出張所 *" i守屋市中区必 f1 iIIJ16( 安威ピル内) 1Gぷ lyJ (32) 1331 

1111111111111111111111111川 1111111111111111111・H ・............

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ
ト用

盟盟 ｾＭｊｾＵ￱ ｝， 園
量盃盃Z 温冨彊翠孟魁l E室' v /  - J J.， 霊室温

問 鴻 脂 化 工 社本社

取 締 役 社 長 矢 中 龍 太 郎 大 阪 営業所

新 日 本 メ タ ル ホ ー ム 区 区 推 奨 品

東京郎品川区- ifllly 1  441 む訴 ｻｦｙＷｾ Ｑ 7  1  5三

大阪市東成区西今里 UIJ 2  - 481立話 (!it 4765 ・0063 言

111111111111111111" 11111111111111111111111111111111111 
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百
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十

円

(

送
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)

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2の 53

大阪市西区京町堀上通 1の14

事 務 所

分 室

工ハラ・ヲーポ冷凍織

ゐのくちポ;J フ?

星

TEL@ 17 7  3  - 5  

電 話北 浜 ⑮ 9648 ・9 6 49 ・9640

御 入 会 の 御 申 込 は ・・

「 建 築 ど 社 会 」 発行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


